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序 章 本 論 文 の テ ー マ ・方 法 ・構 成

第1節 本 論 文 の テ ー マ と 方 法

本 論 文 の 目的 は、 身 体 障害 者 福 祉 ・知 的 障 害 者 福 祉 ・精神 障 害 者 福 祉 の あ り方 を、 ス ウ

ェー デ ンの 政 策 ・運 動 ・実 践 を研 究 す る こ とを通 して 、総 合 的 に 明 らか に す る こ とで あ る。

ス ウェ ー デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 や 運 動 や 実 践 に焦 点 を合 わせ 、 障 害 者 福 祉 の あ り方 を総 合

的 に捉 え て い く視 点 は 、今 後 日本 の 障 害者 福 祉 の あ り方 を検 討 す る上 で不 可欠 で あ る と考

え る。

筆 者 は ス ウ ェー デ ン留 学 の機 会 を2005年 に 得 る こ とが で き 、1年 間 、ス ウ ェー デ ン南 部

に位 置 す る ヴェ ク シ ョー 大 学(現 リ ンネ 大 学)に て 、 ス ウ ェー デ ン の 障 害 者 福 祉 政 策 ・制 度

と現 場 に お け る実 践 につ い て 、制 度 ・政 策 の講 義 、施 設 見 学 や フ ィー ル ドワー ク等 を通 し

て総 合 的 に 学 ん で きた 。 そ して 、 障 害者 の 完 全 な社 会 参加 を 目指 す べ く、政 策 ・制 度 の 充

実 に取 り組 ん で い るス ウェー デ ンの 政 策 面 の研 究 を一 層 深 め る と と もに 、現 場 に お け る実

践 や 当事 者 の 声 に耳 を傾 け る研 究 の 必 要 性 を再 確 認 し、 ス ウ ェー デ ン の 障 害者 福 祉 に関 す

る研 究 を進 め て きた 。

まず 、2005年 か ら2006年 ま で の ス ウ ェー デ ン留 学 の経 験 を基 に 、障 害 当事者 とそ の家

族 を支 えて い くた め の制 度 に つ い て検 討 を行 っ た1。 次 に 、 日本 に お け るス ウェ ー デ ン の

社 会 福 祉 研 究 史 を跡 づ け 、 どの よ うに 日本 で ス ウェ ー デ ン研 究 が 展 開 され て き た の か を概

観 しつ つ 現 在 の 方 向 性 を確 認 し、筆 者 の 研 究 の位 置 づ け を 明確 に した2。 ま た 、 ス ウ ェ ー

デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 に 関す る翻 訳 を行 い 、 障 害者 福 祉 サ ー ビス の現 状 を紹 介 した3。 さ

らに 、2010年8.月31日 か ら2010年9.月12日 ま で 、ス ウ ェー デ ン に お い て 施 設 見 学 を行

うと と も に、 ス トッ クホ ル ム ・全 国 知 的 障 害 者 協 会(FUB)を 訪 問 し、 オ ン ブ ズ マ ンで あ る

PieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏 へ の イ ン タ ビュ ー を 実施 し、 そ の 資 料 と記 録 を 基 にFUBの

活 動 を紹 介 し、 日本 に お け る知 的 障 害者 の 権利 擁 護 に 関す る問題 点 を検 討 した4。2011年

に は 、筆 者 が これ ま で の研 究 で 言 及 で き な か っ た2000年 の行 動 計 画 につ い て 、2009年10

.月に作 成 され た ス ウ ェー デ ン政府 の 行 動 計 画 の報 告 書 の 紹 介 を通 して 、今 後 の 障 害 者 福 祉

政 策 の方 向性 を論 じた5。

約45万 平 方 キ ロ メー トル の 国 土 を もつ ス ウ ェ ーデ ンは 、 人 口お よ そ900万 人 の小 国 で

あ りな が ら、福 祉 先 進 国 と して 注 目 され て き た。周 知 の よ うに 、1960年 代 に は社 会 民 主 労

働 党 の も とで福 祉 国 家 と して の 黄金 時 代 を迎 え 、「ス ウェ ー デ ン ・モ デ ル 」 と呼 ばれ る ま で

に発 展 した の で あ る。 こ の ス ウェ ー デ ン ・モ デ ル の特 徴 は 、 普 遍 的 で包 括 的 な社 会保 障 制
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度 を もち 、積 極 的 完 全 雇 用 政 策 、 対 等 な 労 使 関係 、 民 主 的 な 政 治 シ ステ ム で成 り立 って い

る こ とで あ る。 徹 底 した地 方 へ の 分 権 化 と合 理 的 な政 策 の推 進 で あ り、 そ の根 底 には 国 民

の生 活 の保 障 とい う考 え が あ る。

障害 者 福 祉 の歴 史 的 展 開 を 見 る と、1980年 代 頃 ま で は 、障 害 者 差 別 の歴 史 で あ っ た こ と

が わ か る。 本 論 文 第3章 及 び第4章 で 詳 述 す る が 、 障 害者 は コ ミュー ン6の 措 置 に よ り、

幼 い 頃 か ら家族 と引 き離 され 、 大 規模 施 設 に入 所 させ られ て い た 。 そ こに は障 害 当事 者 や

家 族 の意 思 は 全 く反 映 され ず 、 障 害者 が 自己決 定 で き る とは 考 え られ て い な か っ た。 人 々

は 「障 害者 は 入 所 施 設 で 生活 す るの が 当 た り前 だ 」とい う考 え方 を 支 持 して き た。ま た1970

年 代 ま で 多 くの 障 害 者 は 、人 権 無視 とい え る強 制 避 妊 ・去 勢 手 術 を され 、 それ も 当た り前

だ とい う社 会 で もあ っ た7。 しか し、徐 々 に障 害者 の 権 利 が保 障 され 、 ノー マ ラ イ ゼ ー シ

ョン の理 念 が 障 害 者 福 祉 政 策 に反 映 され る よ うに な り、1990年 代 に は 、障 害者 の サ ー ビス

を受 け る権 利 が 明確 に規 定 され た 法 律 の 制 定8や 、 障 害 者 の権 利 を擁 護 す る法 律 の 制 定 に

よ りス ウ ェー デ ンの 障 害 者 福 祉 政策 も一 気 に 「施 設 」か ら 「地 域 」へ と生 活 の場 が 変 わ り、

社 会 の視 点 も よ うや く地 域 で 生活 す る こ とが 当 た り前 だ とい うよ うに変 わ っ て い った 。 現

在 ス ウェ ー デ ンは 、 障 害 者 の完 全 な 社 会 参 加 の構 築 を 目指 し、 政 府 の責 任 の 下 に 、 産 業 界

や 民 間 な どの他 領 域 と連 携 ・協働 しな が ら 「実 験 国家 」 と して 政 策 を展 開 して お り、 今 後

も新 た な試 み を継 続 して い くで あ ろ う。

日本 に お け るス ウ ェー デ ン福 祉 研 究 は 、本 論 文 第1章 で示 す よ うに 、1960年 代 か ら本 格

的 に始 ま り、 制 度 ・政 策 の紹 介 を 中心 に 進 め られ て き た。 そ して1990年 代 にな っ て よ う

や く、 現場 に お け る実 践 や 障 害 当 事者 に 焦 点 を 当 て る研 究 が 本 格 化 して き た。 そ の よ うな

研 究 の潮 流 の 中で 本 論 文 は 、 ス ウ ェー デ ン の身 体 障 害者 福 祉 、 知 的 障 害 者 福 祉 、 精神 障 害

者 福 祉 に つ い て 、 そ の政 策 ・制 度 、 政 策 ・制 度 の変 革 を 求 め る運 動 、 そ して政 策 ・制 度 の

下 で の 現場 に お け る実 践 とい う3つ の視 点 か ら総 合 的 に捉 え よ う と試 み る。 政 策 ・制 度 に

関 して は 、これ ま で の 日本 に お け る研 究 を整 理 す る作 業 を進 め る と と もに 、2000年 以 降 の

新 しい デ ー タや ス ウ ェー デ ンの 法律 に つ い て は 、 ス ウェ ー デ ン政 府 が公 開 して い るデ ー タ

及 び 法 律 原 文 に あた り分 析 を行 っ た 。 ま た 、 当事 者 運 動 や 現 場 の 実 践 の研 究 に お い て は 、

社 会 調 査 の 技 法 を活 用 して ス ウェ ー デ ンで 参 与 観 察 を行 い 、利 用 者 へ のイ ン タ ビ ュー も実

施 した。 そ して 、 政 策 ・制 度 の理 念 が どの よ うに現 場 に 反 映 され 、 障 害 者 の 生 活 を保 障 す

る た め の 実 践 が どの よ うに な され て い るか を 明 らか に しよ う と試 み て き た。

現 在 も、 ス ウ ェー デ ン にお い て は 障 害 者 の生 活 を保 障 す るた め に、 政 府 が 責任 を持 ち政
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策 を展 開す る方針 を維 持 し、 障 害者 の 完 全 な社 会 参 加 の 実 現 を 目指 して い る。 よ り良 い 政

策 の あ り方 を 目指 し、 常 に変 化 し続 けて い る とい っ て よい だ ろ う。 そ の根 底 に は、 前 述 し

た よ うな 、 国 民 の 生 活 を徹 底 して保 障 す る とい う姿勢 が あ る とい え る。

宮 本 太 郎 が 生 活保 障 とい う言 葉 を 「雇 用 と社 会 保 障 を 結 び つ け る言 葉 で あ る。 人 々 の 生

活 が成 り立 つ た め に は 、一 人 ひ と りが働 き続 け る こ とが で きて 、 ま た 、何 らか の や む を得

ぬ事 情 で働 けな く な っ た とき に 、所 得 が保 障 され 、 あ るい は 再 び働 く こ とが で き る よ うな

支 援 を受 け られ る こ とが必 要 で あ る。生 活 保 障 とは 、雇 用 と社 会 保 障 が うま くか み あ って 、

そ の よ うな条 件 が 実 現 す る こ とで あ る。」9と 捉 えて い る よ うに 、 「人 々 が 社 会 の 中 に居 場

所 を得 る こ とが 決 定 的 に大 事 」1・ で あ る こ とを、ス ウェ ーデ ンに 滞 在 し実 際 に そ の 政 策 を

学 ぶ こ と を通 して確 認 す る こ とが で きた の で あ る。

第2節 本 論 文 の 構 成

本 論 文 は 前節 で 述 べ た よ うに 、 ス ウ ェー デ ン の身 体 ・知 的 ・精 神 の3分 野 にわ た る 障 害

者 福 祉 の あ り方 につ い て 、そ れ ぞれ 政策 ・制 度 、 運 動 、 現 場 に お け る実 践 とい う3つ の視

点 か ら検 討 した もの で あ り、序 章 、第1章 か ら第5章 、そ して終 章 で構 成 され て い る。 以

下 で 、各 章 の 要 点 を提 示 し よ う。

まず 、第1章 「日本 に お け るス ウェー デ ン福 祉 研 究 の 展 開」 にお い て は 、 日本 で 行 わ れ

て き た ス ウ ェー デ ン研 究 を整 理 し、 時 代 ご との研 究 の 変 化 を跡 づ け る こ と に よ り、 筆 者 の

ス ウェ ー デ ンの 障 害 者 福 祉 研 究 の位 置 づ け を示 した もの で あ る。 なお 、 ス ウェ ー デ ン社 会

福 祉 研 究 史 に つ い て は これ ま で に もま とめ られ た もの が あ るが 、 こ こで は筆 者 独 自の 構 成

的 視 点 を採 用 して い る。

第1節 で は 、1960年 代 か ら1970年 代 に か け て の 日本 で の ス ウェー デ ン社 会 福祉 研 究 を

概 観 す る。 この 時 期 に は 、 ス ウェ ー デ ンの 社 会 保 障制 度 を 日本 に紹 介 す る研 究 が 多 く見 ら

れ 、 い わ ゆ る、 「胎 内 か ら天 国 ま で」11と い わ れ る ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 をマ ク ロの 視

点 で捉 え よ うとす る研 究 が多 く見 られ た 。

第2節 に お い て は 、1980年 代 か ら1990年 代 の研 究 を整 理 す る。1990年 頃 か らス ウェ

ー デ ン の社 会 福 祉 政 策 ・制 度 に と どま らない
、 障害 当 事者 や 福 祉 現 場 に焦 点 を 当て る研 究

が見 られ る よ うに な っ た。 当 事者 に 目を 向 け る こ とで 、 ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 施 設 の 現

場 の実 態 が 明 らか に な り、 日本 の施 設 現 場 の改 善 や 障 害 当 事者 組 織 活 動 の推 進 に 、 大 き な

影 響 を 与 え る こ とに な っ た の で あ る。
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第3節 で は 、2000年 以 降 の研 究 の 主 要 なテ ー マ に つ い て概 観 し、政 策 ・制 度 とい うマ ク

ロ レベ ル の研 究 と現 場 で の実 践 に 焦 点 を 当て た ミク ロ レベル の 研 究 とい う2つ の大 き な流

れ を見 出す こ とが で き た。 つ ま り、社 会 福 祉 政 策 ・制 度 を社 会 の 全 体 的 な シ ス テ ム に位 置

づ けつ つ把 握 しよ う とす る総 合 的 な研 究 と、 現 場 で行 わ れ て い る実 践 、社 会 福 祉 の 現 場 で

の実 践 に 焦 点 が 合 わ せ られ た研 究 の2つ の 流 れ で あ る。本 論 文 は そ の2つ の 流 れ の合 流 点

に位 置 づ け られ るが 、 さ らに本 論 文 の 第4章 に見 られ る よ うに 、政 策 ・制 度 と現 場 の実 践

を媒 介 す る位 置 に あ る運 動 とい う実 践 に つ い て も取 り上 げ て い る。

第2章 「新 世 紀 に お け る障 害 者 福 祉 政 策 の 方 向性 」で は 、2000年 に ス ウ ェー デ ン政 府 が

策 定 した 「障 害者 政 策 の た め の 国 の 行 動 計 画 」 に焦 点 を 当て 、 ス ウェー デ ン政府 が確 立 し

て き た 政 策 の 総 括 と今 後 の 方 向性 に つ い て 概 観 し、論 じて い る。 こ の行 動 計 画 は 、1993

年 に 国連 が採 択 した 「障害 者 の機 会 均 等 化 に 関す る基 準 規則 」 に基 づ き 、策 定 され た も の

で あ る。2000年 か ら2010年 ま で の10年 間 で 、障 害者 の 完 全 参 加 、障害 者 間 の 男 女 平 等 、

お よび 差 別 の な い 社 会 の構 築 を 目指 し、 そ の た め に 、 政府 が 責任 を持 っ て公 共 交 通機 関 、

情 報 、メデ ィ ア 、教 育 、労 働 、社 会 サ ー ビス 、文 化 な どへ の 障 害 者 の ア ク セ ス を容 易 に し、

彼 らの社 会 参加 を保 障 しよ うとす る もの で あ る。 な お 、 行 動 計 画 につ い て は 日本 で は ま だ

十 分 に紹 介 され て い な い の で 、 こ こで は 原 資 料 に基 づ い て紹 介 して い る。

まず 第1節 に お い て 、2009年 の 報 告 書 に基 づ い て行 動 計 画 の 目的 と理 念 を確 認 す る。ま

た 、 そ の 目的 を達 成 す る た め に 、 どの よ うな方 法 な い し手段 が 採 用 され た の か に つ い て 、

や は り報 告 書 に 基 づ い て 明 らか に す る。

次 に 第2節 で は 、政 府 、 ラ ン ステ ィ ン グ12、 コ ミュー ン、移 送 、教 育 、 労働 、文 化 、個

別 援 助 の領 域 で 、第1節 で紹 介 した さま ざ ま な方 法 な い し手 段 が 実 際 に どの よ うに実 践 さ

れ て き た の か を報 告 書 か ら抽 出 し、 ス ウ ェー デ ン政 府 の こ の10年 間 の 障 害者 福 祉 政 策 へ

の取 り組 み の 成 果 を総 括 す る。

最 後 に 第3節 で は 、第2節 で示 した総 括 を踏 ま え て 、ス ウ ェー デ ン政 府 が 障 害者 福 祉 政

策 につ い て どの よ うな将 来 の方 向性 を描 き 出 して い るの か を検 討 し、そ の方 向性 に関 わ る

主 要 な論 点 を明 らか にす る。 そ して 、 そ れ らの論 点 に つ い て 、 日本 にお け る障 害者 福 祉 政

策 の現 状 と課 題 を参 照 しつ つ 検 討 を深 め 、 今 後 の 障 害者 福 祉 政 策 の可 能 性 を探 究 して い く

とい う方 向性 を設 定 す る。

第3章 「身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の 歴 史 的 展 開 」 で は 、 障 害 者 の完 全 参 加 を実 現 す るべ く、

さ らな る取 り組 み を続 け て い るス ウ ェー デ ン の身 体 障 害者 福 祉 政 策 に焦 点 を 当て 、 そ の歴
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史 的展 開 を検 討 す る こ とを通 して 、 身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の 一 層 の 充 実 に 向 け 、 これ ま で の

政 策 が どの よ うに改 善 され て き た の か を明 らか にす る こ と を 目的 とす る。 な お 、 障 害 者 福

祉 に 関す る法律 の 内容 につ い て は これ ま で に も紹 介 され て い た も の は あ る が 、 こ こで は 筆

者 独 自の構 成 的 視 点 を採 用 して い る。

第1節 で は 、19世 紀 か ら20世 紀 半 ば ま で の 障 害者 の 政 策 と発 展 を概 観 し、 障 害 者 の 生

活 と障 害者 の 置 か れ て い た状 況 に か か わ る 問題 点 を 明 らか に す る。

次 に第2節 にお い て 、戦 後 か ら1980年 代 ま で の 身 体 障 害 者 福 祉 に 関 わ る政 策 が 、 どの

よ うに発 展 して い った の か に つ い て 検討 す る こ とを通 して 、 身 体 障 害 者 の地 域 に お け る生

活 の可 能 性 が模 索 され 、実 現 され 始 め た 過 程 を 明 らか に す る。

最 後 に 第3節 に お い て 、1990年 代 か ら2000年 代 、社 会 へ の完 全 参 加 の 実 現 を達 成 す る

べ く、身 体 障 害者 福 祉 政 策 の 一層 の 充 実 を 目指 した ス ウ ェー デ ン の取 り組 み を 紹介 す る。

第4章 「障 害 者 の権 利 擁 護 運 動一 ス ウェ ーデ ン全 国 知 的 障害 者 協 会(FUB)の 活 動 」で は 、

ス ウ ェ ー デ ン の 大 規 模 な 障 害 者 団 体 の 一 つ で あ る ス ウ ェ ー デ ン 全 国 知 的 障 害 者 協 会

(Riksf6rbundetF6rbarn,ungaochvuxnamedutvecklingsst6rning:FUB。 以 下FUBと

表 記)の 活 動 を手 が か りに 、 知 的 障 害 者 の権 利 擁=pに 向 けた 課 題 を検 討 す る。 筆 者 が2010

年9月 に ス トッ ク ホル ム のFUB本 部 を訪 れ 、知 的 障 害者 の 権利 擁 護 を推 進 す るた め のFUB

の組 織 や 活 動 に っ い て 学 ん だ こ と に基 づ い て 、 知 的 障 害者 の 生 活 を保 障 す るた め に必 須 で

あ る 当事 者 の 権利 を どの よ うに保 障 す るの か を探 究 す る。な お 、FUBに つ い て は 日本 で は

十 分 に紹 介 され て い な い の で 、 こ こで は 原 資 料 とイ ン タ ビュー に基 づ い て 紹 介 して い る。

まず 第1節 で は 、FUBの 活 動 の発 展 が 、ス ウェ ー デ ンの 政 策 に どの よ うな影 響 を与 え て

き た の か を確 認 す るた め に 、ス ウ ェー デ ンの 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 歴 史 を概 観 し、そ の 政 策

にお い て 、保 護 の 対 象 で しか な か った 知 的 障 害 者 を ひ と りの 人 間 と して位 置 づ け る よ うに

な っ た経 過 を検 討 す る。

次 に第2節 で 、 オ ンブ ズ マ ン で あ るPieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏 へ の イ ン タ ビュー を

基 に 、知 的 障 害者 の 親 の会 か ら始 ま っ たFUBが 現在 どの よ うな活 動 を行 って い る の か を

明 らか にす る。

最 後 に第3節 で 、FUBの 活 動 を手 が か りと して 、 日本 にお い て知 的 障 害者 の 権 利 を擁

護 し、 自己 決 定 を保 障 す る方 策 に つ い て 検 討 を進 め る。

第5章 「障 害者 の 生 活 保 障一 コ ミュー ンの 実 践 を通 して」 で は 、 筆者 が2005年 か ら1

年 間留 学 して い た ス ウェー デ ン南 部 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ン の 実 践 に 焦 点 を 当 て 、生 活
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保 障 を切 り 口に障 害 の あ る人 の 生 活 の保 障 は 、い か に あ るべ き か に つ い て 検 討 す る。ま ず

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンの 現 状 を紹 介 し、次 に現 場 で どの よ うな支 援 体 制 が と られ て い

る の か とい う ミク ロ レベ ル な視 点 で の フ ィー ル ド調 査 の結 果 を ま とめ 、最 後 に 日本 の 現 状

と比 較 す る こ と に よ っ て、障 害者 とそ の 家 族 を支 え て い くた めの 政 策 制 度 や 支 援 の 方 向性

につ い て考 察 す る こ とにす る。 な お 、 コ ミュー ン の 生活 の 場 にお け る実 践 に つ い て は 、い

くつ か の紹 介 は あ る が 、ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ン で の 精神 障 害 者 の分 野 で の 実 践 につ い

て は ま だ紹 介 され て い な い の で 、こ こで は原 資 料 とイ ン タ ビ ュー や 参 与 観 察 に 基 づ い て 紹

介 して い る。

第1節 に お い て 、 ヴェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンに お け る現 状 を分 析 し、 障 害者 福祉 政 策 へ

の取 り組 み に つ い て 明 らか にす る。 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュー ンで は 、ス ウェ ー デ ンの 福 祉

政 策 の 大 き な 流 れ を反 映 し、地 域 で の 生活 を保 障 して い く政 策 を採 用 して い る。そ の概 要

を ヴェ クシ ョー ・コ ミュー ン の行 政 資 料 に基 づ き紹 介 す る。

次 に 第2節 で 、精 神 障 害 者 の生 活 を支 援 す るサ ポ ー トセ ン タ ー に お け る筆 者 の1週 間 の

参 与 観 察 の結 果 と、 資 料 お よび利 用者 との会 話 記 録(3事 例)を 基 に 明 らか に して い く。

最 後 に 第3節 で 、第1節 お よび 第2節 を ふ ま え、 日本 にお け る 障害 者 の 生 活 保 障 の課 題

を考 察 す る とと も に、障 害 者 もひ と りの 市 民 と して 、サ ー ビス を受 け る権 利 が あ る とい う

基 本 的 な原 則 や 、 地 域 で生 活 をす る とい うこ との意 義 につ い て検 討 を深 め る こ とにす る。

終 章 「今 後 の課 題 」 で は、 第1節 で本 論 文 の 達 成 点 を総 括 す る と と も に、 達 成 で き な か

っ た点 も確 認 し、 ス ウェー デ ン福 祉 研 究 を一 層 深 め るた め の 課題 を 明 らか にす る。 そ して

第2節 で 、そ れ らの 諸 課 題 へ の 対応 に よ って 日本 の 障 害者 福 祉 の 改 善 に貢 献 して い く こ と

を今 後 の 主 要課 題 と して提 示 す る。

【注 】

・清 原(2009) .

2清 原(2010) .

3オ ー ケ ・エ ル メ ル ほ か 編1清 原 訳(2010) .

4清 原(2011a) .

5清 原(2011b)・

6ス ウ ェ ー デ ン の 地 方 自治 の 基 本 単 位 。 日本 の 市 町 村 に 相 当 す る 。 そ の 業 務 は 、 社 会 福 祉

サ ー ビ ス 、 義 務 教 育 、 住 宅 ・土 地 政 策 、 環 境 、 余 暇 活 動 な ど多 岐 に わ た る 。 岡 沢(2009)

を 参 照 さ れ た い 。 な お 、 本 論 文 で は 、 コ ミ ュ ー ン と表 記 す る。
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7本 論 文 第3章 第1節 及 び 第3章 脚 注13に 詳 述 。
8本 論 文 第3章 に 詳 述 。
9宮 本 太 郎(2009) ,piv.
10宮 本 太 郎(2009) ,p12.
11一 番 ヶ 瀬 康 子 ・小 野 寺 百 合 子(1968)

,p16.
12ス ウ ェ ー デ ン の 自 治 単 位 。 日本 の 県 に 相 当 し、 主 に 医 療 保 健 サ ー ビ ス 、教 育 ・福 祉 に 関

す る一 部 の 業 務 、 地 域 交 通 、地 域 開 発 、文 化 活 動 、 選 挙 業 務 、社 会 活 動 な ど の 業 務 行 っ

て い る。 岡 沢(2009)を 参 照 され た い 。 な お 、 本 論 文 で は 、 ラ ン ス テ ィ ン グ と表 記 す る 。
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第1章 日本 に お け る ス ウ ェー デ ン福 祉 研 究 の 展 開

日本 に お け るス ウ ェー デ ン研 究 は 、1960年 代 か ら本 格 化 し始 めた 。 日本 の社 会 保 障 政 策

にお い て 、年 金 制 度 や ノー マ ライ ゼ ー シ ョン理 念 は 、 ス ウ ェー デ ン の制 度 を参 考 に して き

た とい うこ とが い え る で あ ろ う。

そ こで本 章 の 目的 は 、今 ま で行 わ れ て きた ス ウェ ー デ ン研 究 を整 理 し、 時代 ご との 研 究

の変 化 を跡 づ け る こ とに よ っ て 、筆 者 の ス ウェー デ ンの 障 害者 福 祉 研 究 の位 置 づ け を明 確

にす る こ とに あ る。

まず 第1節 にお い て、1960年 代 、1970年 代 の ス ウ ェー デ ン福 祉 研 究 が どの よ うに展 開

され て き た の か を確 認 す る。 次 に 第2節 にお い て 、1980年 代 、1990年 代 の ス ウェー デ ン

福 祉 研 究 を整 理 す る。 最 後 に第3節 に お い て 、2000年 以 降 にお け る研 究 テ ー マ を概 観 し、

本 論 文 の研 究 の位 置 づ け を 明 らか にす る。

第1節60年 代 ・70年 代

日本 にお け るス ウ ェー デ ン福 祉 研 究 の は じま りは 、1960年 代 に な る。現 国 立 社 会 保 障 ・

人 口問題 研 究 所 の 前 身 で あ る社 会保 障研 究 所 が 、『季 刊 社 会 保 障研 究 』 を1965年 に刊 行 し

た。 そ の雑 誌 に1966年 に掲 載 され た 一 番 ヶ瀬 康 子 ・小 野 寺 百 合 子 「ス ウ ェー デ ン社 会 福

祉 発 達 史 素描 」は 、「ス ウェ ー デ ンで 意 味 す る社 会 福 祉 が 、い か な る歴 史 段 階 をへ て 、 どの

よ うな 条件 と理 由の も とに 、今 日の 状 況 にい た っ た か を 明 らか に し」 て い くた め に、 ス ウ

ェー デ ンに お け る社 会 福 祉 の歴 史 を紹 介 した 。 そ の 中 で 、今 後 、 ス ウェ ーデ ンの福 祉 を研

究 す るに あ た り、参 考 に な る英 語 の 文 献 をい くつ か あ げ て い るが 、「よ り深 い 考 察 の た め に

は 当 然 、 ス ウェ ー デ ン語 で 書 か れ た ス ウェ ー デ ン人 自体 の研 究 書 に 目 をむ け る 必 要 が あ

る。」 と指 摘 して い る1。

次 い で 、 一 番 ヶ瀬 ・小 野 寺 は 『ス ウェ ー デ ン の社 会 福 祉 』(全 国 社 会 福 祉 協 議 会,1968

年)を 刊 行 した。 まず 、一 番 ヶ瀬 は 「ス ウ ェー デ ン とい う国 につ い て 、私 ど も 日本 人 の 印

象 は 、 き わ め て 多 種 多 様 で あ る。」 「私 た ち 日本 人 は 、外 国 の こ とにつ い て は 、 ともす れ ば

バ ラ色 に描 い て 一 辺 倒 に な るか 、 全 面 的 に否 定 して排 他 的 に な るか の両 極 端 に 走 りや す い

き らい が あ る。 そ れ は 、 島 国 で あ り、 ま た 長 い 『鎖 国 』 の歴 史 を経 て き た 国 民 と して 止 む

を え な い 面 もあ った だ ろ うが 、 開 国 して す で に 百数 十 年 、 しか も交 通 機 関 は い ち じる し く

発 達 して 、世 界 が せ ま くな っ た こん に ち、そ れ が 、い つ ま で も許 され て い い こ とで は ない 。

ま た 、 日本 の 正 しい 進 歩 ・発 展 の た め に 、 そ れ く らい 、 マ イ ナ ス に な る こ とは な い と考 え
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る。

そ の意 味 で 、私 た ち著 者 二 人 は 、ま ず ス ウェー デ ン に住 み 、ま た 見 学 して きた 者 と して 、

そ こで の 印象 ・経 験 ・資 料 を 尊 重 し、 そ れ を あ りの ま ま に理 解 しよ う と考 え た。 そ して 私

た ち と同 じよ うに、ス ウェ ーデ ンの 社 会 福 祉 に興 味 ・関 心 を も っ て ス ウェ ー デ ン に居 住 し、

ま た見 学 して きた 経 験 の あ る友 人 との い わ ば 『対 話 』 を こ こ ろみ 、 そ の な か で 『真 実 』 を

厳 し くみ つ め る こ とに努 力 した。」と して 、日本 に ス ウェ ー デ ンの 社 会 福 祉 制 度 を紹 介 した 。

「ス ウェ ー デ ン語 で 書 かれ た 、 も っ と も代 表 的 な社 会 福 祉 の概 説 書 を基 本 文 献 と して 、 さ

らに諸 資料 で これ を補 充 し、『胎 内 か ら天 国 ま で』とい わ れ て い る ス ウェ ー デ ン社 会 福 祉 を

系 統 的 に描 い て み た 。 と同 時 に 、 一 方 で 私 た ち は 、社 会福 祉 をひ とっ の理 念 、 あ るい は イ

デ オ ロギ ー と して と らえ る の で は な く、歴 史 的 現 実 体 す な わ ち 、『社 会 制 度 』 と して考 え よ

うと努 め て きた。 そ の場 合 、私 ど もが 念 頭 にお い て き た こ とは 、 日本 の社 会 福 祉 と比 較 す

る場 合 の 共 通 因 子 を、 い い か え れ ば 、 い か な る 国 に お い て も、 制 度 と して の社 会福 祉 を構

成 す る場 合 の 内在 的 構 成 因子 を 、何 に お け ばい い の か 、 とい うこ とをふ ま え て の 考 察 を し

た い とい うこ とで あ っ た。」2と い う視 点 か ら、 ス ウェ ー デ ンの 社 会 福 祉 の歴 史 と制 度 体 系

を概 観 した の で あ る。

ま た小 野 寺 は 、 同書 の 中 で 、 ス ウ ェー デ ン の社 会 保 障 の性 格 につ い て 、 以 下 の よ うに述

べ て い る。す な わ ち、① 普 遍 均 一 の原 則 の 成 功 、② 普 遍 均 一 の 原 則 で漏 れ 落 ちて しま う人 々

を 国 が補 助 して 、標 準 的 な生 活 レベ ル に 近 づ け よ うとす る 「補 助 の制 度 」、③1955年 の義

務 健 康 保 険 の うちの 傷 病 手 当や 、1960年 の付 加 年 金 制 度 にみ られ る 「付 加 の 制 度 」、④ 少

数 グル ー プ に 対 す る配 慮 で あ る3。

なお 、1967年 に福 祉 国 家 ス ウェー デ ンの 政 治 、経 済 、社 会 な どの諸 側 面 お よび そ の全 体

像 を学 問 的 に 明 らか に して い く こ と を 目的 と して 、 ス ウ ェー デ ン社 会 研 究 所 が設 立 され て

い た が 、1971年 に 一般 読 者 向 け に ス ウェ ー デ ンの 制 度 ・政 策 を紹 介 した入 門 書 『ス ウェ ー

デ ンー 自 由 と福 祉 の 国一 』(芸 林 書房,1971年)を 刊行 した 。 そ の 中 で 、 高 須裕 三 は第5

章 「社 会 保 障 」 にお い て 、 ス ウェ ー デ ンの 社 会 保 障 の基 本 的 特 質 を次 の よ うに 強調 して い

る。「福 祉 国 家 とい うも の は 、資 本 主 義 と社 会 主 義 との そ れ ぞ れ の 長 所 を と り、短 所 を捨 て

た混 血 児 で あ り、 また 歴 史 的 に 見 て 『中世 』 社 会 と 『近 代 』 社 会 とのそ れ ぞれ の長 短 を取

捨 した 統 一 体 制 で あ る 、とい え よ う。す な わ ち福 祉 国 家 とは 、『中道 を ゆ く』 もの なの で あ

る。

そ の線 で もっ とも模 範 的 な展 開 を とげ て きた 国 が ス ウ ェー デ ンで あ る と思 わ れ る。1930
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年 代 の世 界 不 況 は 、 資 本 主 義 諸 国 に失 業 そ の他 の深 刻 な社 会 問題 を 引 き 起 こ し、 各 国 と も

こ の 時期 に社 会保 障 の前 駆 形 態 と して の保 護 立 法 を行 な い 、 対 処 療 法 につ とめ た の で あ る

が 、 ス ウ ェー デ ン は世 界 史 の動 向 を的確 に把 握 し、諸 国 に先 駆 けて 、 経 済 ・政 治 ・社 会 の

諸 局 面 に わ た っ て 福 祉 国家 な い しは福 祉 社 会 へ の道 を 、 前 向 き に着 実 に歩 ん で きた の で あ

る。(中 略)た とえ ば こ の 国 の歴 史 的 伝 統 の一 面 と して 、『国 家 』 と 『個 人 』 との 中道 と して

の 、ま た 『中世 』 と 『近 代 』 との統 一 と して の 、『地域 社 会 』や 『地 方 自治 』 の 充 実 が挙 げ

られ る が 、 この 国 の 医療 制 度 の 基本 的 特 徴 と して も、 地 方 自治 体 が 運 営 の 中 心 とな って い

る こ とが 挙 げ られ る。 ま た義 務 教 育 の 学 校 運 営 の 主体 も、 戦 後 、 制 度 改 革 の初 期 にお け る

国家 中 心 の あ り方 は、 い まや 地 方 自治 体 中心 へ と、 そ の 大 幅 な 肩 代 りが進 ん で い る。

さ らに ス ウ ェー デ ン は 、消 費者 協 同組 合 、 住 宅 協 同組 合 が 社 会 保 障 の有 力 な 一 つ の 担 い

手 と して 、 地 域 的 な福 祉 活 動 に 貢 献 して い る こ とを 見逃 して は な らな い。 消費 組 合 は 、 年

度 末 に 売 上代 金 の3%を 消 費者 に割 戻 しす る が 、そ の うち1%は 積 立 て て 老 後 年 金 と して い

る所 が少 な くな い 。 住 宅 協 同組 合 は 、 近 年 、 年 間 の住 宅新 築 戸 数 の三 割 を建 て 、 中央 ・地

方 政 府 の 占め る比 率 に ほ ぼ 匹 敵 す る実 績 を あ げ て い る。

こ う して この 段 階 で ス ウェ ー デ ン社 会 保 障 を 見 る な らば 、か つ て 『福 祉 国 家 の 第 一 段 階 』

で あ っ た1950年 代 の 国家 機 能 第 一 主 義 時 代 が止 揚 され 、 国 家 と併 存 して企 業 とか協 同組

合 とか い う経 済 ・社 会 的 な機 能 が 生 活保 障 を分 担 す る方 向 に 強 く動 い て い る とい え よ う。

そ れ は 『福 祉 国 家 の 第 二 段 階』(1960年 代)で あ り、 そ こで は 『福 祉 国家 か ら福 祉 社 会 へ 』

とい う動 向 が 示 され て い る とい え るで あ ろ う。

自治 体 とか 地 域 社 会 とか は 、住 民 ・市 民 か らの 『下 か らの 』創 意 活 動 の盛 り上 りを体 質

的 一 線 とす る もの で あ り、 こ こに ス ウ ェー デ ン福 祉 国 家 が 、 イ ギ リス の そ れ と異 って 、 動

脈 硬 化 しな い 秘鍵 が あ る。」4

1972年 、『季 刊 社 会 保 障研 』 第7巻4号(社 会 保 障研 究 所)の 中 で 、 小 野 寺 百 合 子 は 、

「ス ウェ ー デ ンの ホ ー ムヘ ル パ ー 制 度 」 と題 し、 ス ウェ ー デ ンの ホー ムヘ ル パ ー 制 度 にっ

い て紹 介 して い る。 小 野 寺 は 、 「北 欧5力 国 は 、社 会 保 障 の 関係 に お い て もだ い た い 同 じ

く らい の レベ ル で 歩 調 を揃 え て発 展 して い る が 、や は りそ れ ぞ れ の特 徴 が あ り、 重 点 をお

い て い る制 度 に もい く らか の差 が あ る。 ホ ー ムヘ ル パ ー 制 度 は ス ウェ ー デ ンの 特 徴 の1つ

で あ っ て 、 世 界 的 に み て も この 国 は よ く組 織 化 され 優 秀 で あ る と評 価 され て い る。(中 略)

ス ウェ ー デ ンの ホ ー ムヘ ル プ事 業 は 当初 か らひ とつ の職 業 人 と して 、そ れ で 自活 で き るだ

け の教 育 を施 され た ホー ムヘ ル パ ー に よ って 発 足 して い る。 ヘ ル パ ー は経 営者 との 間 に年
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間雇 用 契約 を結 び 、 技 術 労働 者 と して の 身 分 を もっ て 労働 して い る こ とが評 価 され て い る

の で あ る。」5と して 、 ホー ム ヘ ル プ事 業 の 歴 史 、 現 状 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー養 成 教 育 の 内 容 、

労 働 条 件 な ど を詳 し く整 理 して い る。 この ホー ムヘ ル パ ー養 成 教 育 シ ス テ ム は 、 現在 の 日

本 のヘ ル パ ー養 成 講 座 な ど と比較 して も、 は る か に 専 門性 が 高 い も の で あ った 。

1974年 、川 口弘 が ス ウェ ーデ ン滞 在 中 に 、 日本 に書 き送 っ た 「ス トッ クホ ル ム通 信 」を

基 に福 祉 国 家 ス ウ ェー デ ン を 考 察 した 『福 祉 国 家 の光 と影 』(日本 経 済 評 論 社)を 刊 行 した。

川 口は ス ウ ェー デ ン の社 会 保 障制 度 を紹 介 しな が ら、福 祉 国 家 ス ウェー デ ンに つ い て 、「わ

た しに は も う一 つ の 『光 り』 と 『影 』 とい う考 え が あ っ た 。『福 祉 国家 』 とい わ れ る体 制 に

は二 っ の 面 が あ る。 資 本 主 義 の諸 矛 盾 が もた ら した生 活 破 壊 へ の 庶 民 の抵 抗 が 、 支 配 階 級

か ら勝 ち 取 っ た 一 定 の譲 歩 と して の 、 社 会 保 障 の充 実 、 教 育 の機 会 均 等 の確 立 、議 会 制 民

主 主 義 の 条件 と して の比 例 代 表 選 挙 制 な どは、不 十 分 さは あ る に して も 、『光 り』の 部 分 と

考 え て よい だ ろ う。『税 制 』 に は 『光 り』 の部 分 もあ るが 、予 想 外 に資 本 家 との 妥 協 と して

の 『影 』 の性 格 が 強 い よ うに感 じられ た 。 つ ま り、 資本 家側 が 一 定 の譲 歩 の みせ か けの も

とに 、 い っ そ う強 固 な支 配 体 制 を確 立 す る手 段 と して の 『福 祉 国 家 』 は い わ ば 『影 』 で あ

る。 体 制 側 の看 板 と して の 『福 祉 国 家 』概 念 の主 要 な側 面 は 『影 』 で あ る と して も、 そ れ

を一 面 化 して 『光 り』 の側 面 の 存在 を無 視 す る こ とは誤 りで は な い だ ろ うか。

現 に われ わ れ庶 民 は 、生 活 の 基盤 を根 底 か ら揺 さぶ られ て い る。 好 む と好 ま ざ る とに か

か わ らず 、 イ ン フ レ阻 止 と社 会 保 障 充 実 、 公 害 防 除 と環境 保 全 を要 求 して 闘 わ な けれ ば な

らな い の で あ る。 革 新 政 権 が樹 立 され れ ば 、そ の 第 一 の任 務 は ま さに 、『福祉 国家 』 の 『光

り』 の部 分 の 強 力 な推 進 な の で あ る。

もち ろ ん 、『影 』 の側 面 を 見 落 と して 、『福 祉 国家 』 を最 終 的 な 『理 想 国 家 』 とみ な して

は な らな い。 そ の 場 合 に は 、 一度 勝 ち とった 『光 り』 の 部 分 の 維 持 で さえ 、や が て お ぼ つ

か な くな るで あ ろ うか らで あ る。」6と 、福 祉 国家 ス ウ ェー デ ンの 長 所 と短 所 を総合 的 に捉

え る必 要性 を指 摘 した 。

第2節80年 代 ・90年 代

小 野 寺 は さ らに1981年 、『季 刊 社 会 保 障 研 究 』 第17巻3号 の 「ス ウ ェー デ ン の老 人 福

祉 一 平 等 政 策 の 一 環 と して一 」 に お い て 、 「ス ウェ ー デ ンの 社 会 福 祉 施 策 は 、1945年 の 第

2次 世 界 大 戦 の 終 了 と とも に発 展 方 向 に 向か っ た。 大 戦 中は 国 の 周 囲 を交 戦 国 と被 占領 国

に取 り囲 ま れ な が ら、 ス ウェ ー デ ンが 辛 う じて武 装 中 立 を全 うす る た め に は 、 国 民 は 莫 大
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な軍 事 費 を負 担 しな けれ ば な らな か っ た 。 終 戦 と と もに 、 そ の 分 を減 税 か社 会 福 祉 費 充 当

か の岐 路 に 立 っ た 。 ス ウェー デ ンは社 会 福 祉 充 実 の方 の 路 を選 び 、 そ れ か ら社 会福 祉 政 策

発 展 が始 ま っ た の で あ る。 しか しこれ は 表 に現 れ た と こ ろで あ って 、 この 時期 に ス ウ ェー

デ ン の社 会 福 祉 が パ ッ と花 開 くだ けの 準備 は、1930年 代 に で き上 が っ て い た こ とを見 逃 し

て は な らな い。」7と 指 摘 した。 小 野 寺 の この 論 文 が 発 表 され た と き、 ス ウェ ー デ ン にお い

て 、1980年 代 か ら福 祉 政 策 に 関す る改 革 が 始 ま ろ うと して お り、社 会 福 祉 政 策 の 基 本 法 と

も い うべ き社 会 サ ー ビス法8が 成 立 し よ う と して い た 。 小 野 寺 は 、 成 立 しよ う と して い た

社 会 サ ー ビス 法 案 につ い て 、「法 律 は 大 枠 を も っ て社 会 サ ー ビス の 目標 を示 し、活 動 の 方 向

と意 図 を指 示 し、社 会 福 祉 運 営 の責 任 は 従 来 よ り拡 大 して コ ミュー ン9に 任 せ られ る こ と

に な る。 そ の た め に コ ミュー ンは 従 来 の 児 童 ・児 童 ケ ア ・公 的 扶 助 ・禁 酒 の各 委員 会(ま

た は と こ ろに よ って は 中央 福 祉 委 員 会)を 統 合 して社 会 サ ー ビス 委 員 会 一 本 を 持 っ こ とに

な り、在 住 住 民 に必 要 な支 援 と援 助 の 究 極 責 任 が一 層 強化 され る。 ま た 同 時 に 統合 化 の ア

イ デ ィア 、す な わ ち社 会 サ ー ビス 以 外 の 部 門 、 た とえ ば 医 療(州 責 任)と か 犯 罪(国 家 責任)

な ど との 協 力 も コ ミュー ン の任 務 と して 挙 げ られ る。 社 会 サ ー ビ ス全 般 の方 針 と して は 、

民 主 主 義 と平 等 、連 帯 と保 障 の4力 条 が挙 げ られ 、 これ が 社 会 サ ー ビス 法 の 中 で は あ らゆ

る レベ ル で 主 張 され て い る。 法 案 の第1条 で社 会 サ ー ビス の 目的 と して 『生 活 条 件 の面 で

は平 等 』 と明 示 され て い る。」10と し、 ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 政 策 の新 た な 方 向性 にっ

い て 明 らか に した 。

1986年 に は、社 会保 障研 究 所 が研 究 プ ロジ ェ ク トと して 、「ス ウ ェー デ ン の社 会 保 障 」に

関す る研 究 会 を13回 行 っ た。 そ の 成 果 を ま とめ た もの が 、1987年 の 『ス ウ ェー デ ン の社

会 保 障』(社 会 保 障研 究 所 編,東 京 大 学 出版 会)で あ る。そ こ で は 、主 と して経 済 学 的 視 点

に基 づ い て 、ス ウ ェー デ ン の社 会 保 障 の 背 景 、社 会 保 障 の歴 史 、さま ざま な 所 得 保 障 制 度 、

医療 保 障 と社 会 サ ー ビス を概 観 して い る。そ して丸 尾 直 美 、城 戸 喜 子 らは 、本 書 の 最 後 に 、

ス ウェ ー デ ンの社 会 保 障制 度 に つ い て 、 次 の5点 を指 摘 して い る。 第1に 、ス ウェー デ ン

は一 つ の理 想 を、 現 実 と調 和 させ る方 法 を探 りつ つ 実 現 しよ う と してい る 実験 国 で あ る と

い うこ と、第2に 、現 実 との 調 和 を図 りな が ら理 想 を実 現 して ゆ こ うとの努 力 は 、必 然 的

に合 理 的 な 計 画性 を要 求 し、 ま た 、 国 民 生 活 の諸 側 面 に 関 わ る包 括 的 で有 機 的 に連 携 した

福 祉 諸 制 度 の 段 階 的 な構 築 へ と導 く こ と、 第3に 、 ス ウェー デ ンで は 、他 の 資 本 主 義 国 に

比 べ て所 得 保 障 の 場 合 で も サ ー ビス保 障 の場 合 で も、公 的制 度 に よ る普 遍 的供 給 部 分 の 比

重 が高 く、 民 間企 業 、 民 間非 営利 団 体 お よび イ ン フ ォ ー マル 部 門 に よ る福 祉 供 給 の 比 重 が
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低 い こ と、第4に 、 ス ウ ェー デ ン 国民 の一 人 ひ と りが 、 そ の生 涯 の各 段 階 にお い て 、 通 常

の(ノ ー マ ル な)生 活 を 送 る こ とへ の 脅威 や 障 害 あ る い は 不 安 を、 社 会 的 な装 置 に よ って で

き る 限 り取 り除 き予 防 し、安 定 した 生 活 が で き る よ うに な っ て い る こ と、最 後 に 、 ス ウェ

ー デ ン に お け る社 会 保 障 の各 制 度 が 、 国 民 の 間 に よ く浸 透 し定 着 して い る こ とで あ る11。

1990年 代 以 降 に な る と、社 会 福 祉 政 策 ・制 度 を社 会 の 全 体 的 な シ ステ ム に位 置 づ けつ つ

把 握 し よ うとす る総 合 的 な研 究 が 一 層 進 展 す る と と もに 、社 会 福 祉 の現 場 で の 実 践 に焦 点

が合 わせ られ た 、 政 策 ・制 度 が 現 場 で どの よ うに実 践 され 、 活 か され て い るの か を明 らか

に し よ うとす る研 究 も活 発 化 して きた 。

1990年 、外 山義 が 、『ク リッパ ンの 老 人 た ち一 ス ウ ェー デ ンの 高 齢 者 ケ アー 』(ド メ ス 出

版)を 刊 行 した 。 外 山 は 、 ス ウ ェー デ ン南 部 の 町 、 ク リッパ ン で 、老 人 ホ ー ム の 一 室 を借

りて 、 日中は80歳 以 上 の 高齢 者 の 自宅 を訪 ね 、彼 らの生 活 環 境 、 サ ー ビス 状 況 、 生 活 の

自立 度 を調 査 して い た 。 同書 は 、 高齢 者 とのイ ン タ ビ ュー も交 え、 ス ウェ ーデ ンの 高 齢 者

ケ アや コ ミュー ンの 住 宅 政 策 を詳 しく紹 介 して い る。この 中で 、「ス ウェ ーデ ン にお い て は、

住 宅 政 策 は 総 合 的 な福 祉 政 策 の な か の 一 っ の柱 と して 占め て お り、 良質 な住 宅 ・住 環 境 を

え る こ とは 、 教 育 を受 け る権 利 や 、 医 療保 障 を受 け る権 利 と同 様 、 社 会 的権 利 の 項 目の 一

つ に数 え られ て い る。」12こ とを指 摘 して い る。 なお 、外 山は 、 建 築 学 専 門 で 、1982年

ス ウェ ー デ ン王 立 工 科 大 学 建 築機 能 分 析研 究 所 で 高齢 者 住 環 境 をテ ー マ に研 究 を進 め、 日

本 で もス ウ ェー デ ン の施 設 環 境 を取 り入 れ た高 齢 者 施 設 を設 計 した。

1991年 、 岡沢 憲 芙 『ス ウ ェー デ ン の挑 戦 』(岩 波 新 書)は 、 ス ウェ ー デ ンの 社 会 を政 治

的 視 点 か ら分析 して い る。 ス ウェ ー デ ン ・モ デ ル で 強調 され る価 値 を① 自由 、 ② 平 等 、 ③

機 会 均 等 、④ 平 和 、 ⑤ 安 全 、⑥ 安 心感 、⑦ 連 帯 感 ・協 同 、⑧ 公 正 の8点 に ま とめ 、 それ ら

が ス ウェ ー デ ン型 福 祉 社 会 を 導 い て い る こ とを指 摘 して い る13。 ま た 、ス ウ ェー デ ン の福

祉 政 策 に つ い て 、「施 設 や 個 別 施 策 の 充 実 度 を数 的 に検 証 しな が ら到 達 度 を測 定 す る段 階 を

す で に超 えて い る。重 要 な ポ イ ン トは 、『どこ ま で 、誰 に ま で 射 程 を拡 大 して い るか 』で あ

る。 活 用 で き る資 源 の量 や 既 得 権 の 大 き さか ら伝 統 的 に 有利 な 地位 に あ る人 び とへ の 権 力

の集 中 を排 除 し、 社 会 的弱 者 や 少 数 者 の 生 活 基 盤 を整 備 す る こ とが 福 祉 社 会 の 究極 的 目標

で あ る。」14と 述 べ 、 マ イ ノ リテ ィ の生 活 を保 障 す る こ と こそ が 福 祉 充 実 度 を測 定 す る指

標 に な り うる こ とを強 調 して い る。 岡 沢 の よ うに 、政 治 学 的 視 点 か ら、 なぜ 福 祉 国 家 と し

て ス ウェ ー デ ンが 発 展 して き た の か を理解 しよ うと努 め る こ とは 、 日本 の福 祉 国 家 ・福 祉

社 会 を 充 実 させ 、 発 展 させ るた め の 全 体 的 ・総 合 的 な視 点 の確 立 にお お い に貢 献 した と思

13



われ る。

1991年 、 訓 覇 法 子 は 自身 の体 験 に 基 づ く 『ス ウェ ー デ ン人 はい ま幸 せ か 』(日 本 放 送 出

版 協 会)を 刊 行 した 。ス ウェ ー デ ンで の 生 活 を基 に 、ス ウ ェー デ ン社 会 の 実態 を 日本 に紹 介

した もの で あ る。 訓 覇 は 、 ス ウェ ー デ ンの 社 会 福 祉 の理 念 に つ い て 、 ス ウェ ー デ ン政 府 の

「未 来 研 究 」 審議 会 委 託 に よ る 「社 会福 祉 プ ロ ジ ェ ク ト」 の 最 終 報 告 書 に書 か れ た 全 文 の

冒頭 の 「Omsorg(オ ム ソー リ)と は 、 本 来 、(誰 か の こ とを)気 に か け る、 あ る い は 悲 しみ

を分 か ち合 う とか 、(お 互 い に)か ば い 合 う、 あ るい は面 倒 を み る とい うこ とを意 味 す る。

こ の言 葉 は 、日常 の人 々 の相 互 の か か わ り合 い の 中か ら社 会 の"ケ ア組 織"が 与 え る病 人 、

弱 者 、危 険 に さ らされ た人 の た め の看 護 、 介 抱 、養 護 、 さ ら に児 童 手 当 か ら年 金 ま で 、 人

生 の異 な っ た 各 々 の 時 期 に社 会 が 再 分 配 す る経 済 的保 障 ま で を包 括 す る もの で あ る」15に

触 れ 、 ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 概 念 が 日本 のそ れ よ りも、 非 常 に広 い 意 味 で考 え られ て い

る こ とを指 摘 して い る。

1992年 に、河 東 田博 は 『ス ウェ ー デ ン の知 的 し ょ うが い者 とノー マ ラ イ ゼ ー シ ョンー 当

事 者 参 加 ・参 画 の論 理 一 』(現 代 書館)で 、ス ウェ ー デ ンの 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 に焦 点 を 当

て 、障 害 当 事者 へ の イ ン タ ビ ュー や 当事 者 組 織 ・全 国 知 的 障 害 者 協 会(FUB)・6の 活 動 を通

して 、 これ ま で あ ま り焦 点 が 当 て られ て こ な か っ た 国 の 知 的 障 害 者 に対 す る入 所施 設 へ の

隔 離 政 策 や 、施 設 解 体 に 向 け て の 取 り組 み を記 して い る。「ス ウェー デ ン が独 自の社 会 政 策

を もち 、社 会 が 責任 を も っ て社 会 福 祉 政 策 の実 現 に努 力 し、 一 定 の成 果 を あ げ て きた 」 と

し、それ らは 「一 夜 の うち に 出 来 上 が っ た も の で は な い 」17と 位 置 づ け て い る。 当事 者 に

目を 向 け る こ とで 、 ス ウェー デ ンの 社 会 福 祉 施 設 現 場 の 実 態 が 明 らか に な り、 日本 の 施 設

現 場 の 改 善や 障 害 当事 者 組 織 活 動 の推 進 に、大 き な影 響 を与 え る こ とに な っ た と思 わ れ る。

1993年 、 藤 岡純 一 らが 『ス ウ ェー デ ン の生 活 者 社 会一 地 方 自治 と生活 の 権 利一 』(青 木

書 店)を 刊 行 した。藤 岡 は 、「生 活 の権 利 と質 の 向上 が 、人 々 に身 近 な社 会 サ ー ビス に よ っ

て保 障 され て い る社 会 」 を 「生活 者 社 会 」 と名 づ け 、 ス ウ ェー デ ン の地 方 分 権 化 と地 方 自

治 体 の サ ー ビス に よ っ て人 々 の 生活 の 権利 が い か に保 障 され て い る の か を 、 労働 、 教 育 、

福 祉 、住 宅 、 環 境 の各 分 野 で 紹 介 して い る ・8。 ま た 、藤 岡 は 、 「ス ウェ ー デ ン の福 祉 を 四

つ の特 徴 を もつ もの と して と らえ て い る。 ① 個 々人 の発 達 を保 障 す る福 祉 、 ② ほ とん どす

べ て の 国 民 が 恩 恵 を こ うむ る普 遍 的 な 福祉 、 ③ 働 きや す い 環 境 と一 体 に な っ た福 祉 、 ④ 権

限 と財 源 を住 民 の 身 近 な地 方 に委 譲 しつ つ あ る福 祉 、 で あ る。 だ が 、本 書 で は 、 単 に福 祉

の水 準 の み を問題 にす る の で は な い。 福祉 、 労 働 、教 育 、住 宅 と住 環 境 を含 め 、公 的 サ ー
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ビス が住 民 の 身 近 で 行 われ 参 加 の保 障 の あ る、 住 民生 活 の 質 、 住 民 の生 活 権 を 問題 に して

い る」19。

1994年 に は、斎 藤 弥 生 ・山井 和 則 『ス ウ ェー デ ン発 高齢 社 会 と地 方 分 権 一 福 祉 の 主 役 は

市 町村 一 』(ミ ネ ル ヴ ァ書 房)が 刊 行 され た 。 ス ウ ェー デ ン を 「政 治 大 国 」 と位 置 づ け 、 「国

民 が積 極 的 に 政 治 に 関与 し、 自分 の 時 間 と労 力 を使 い、生 活 者 主 権 の 国 を築 き上 げ た 」20

と した。 社 会福 祉 サ ー ビス の権 限 が 市 町 村 へ 委 譲 され 、 地 方 分 権 化 が進 展 して い た ス ウェ

ー デ ン に お け る地 方 分 権 の理 念 に つ い て 次 の よ うに述 べ て い る
。「社 会 福 祉 サ ー ビス 、義 務

教 育 、保 育 、 環 境 、 文 化 、住 宅 政策 な ど市 民 の身 の 回 りに 直 接 関係 す る諸 課 題 は 、 基 本 政

策 を 除 い て ほ とん どす べ て 市 の 権 限 で行 わ れ てい る。」21斎 藤 ・山井 は 、 ス ウェー デ ン の

政 治 と国 民 の 生 活 の 密 着 度 を指 摘 し、日本 との 大 きな 違 い で あ る と して い る。1994年 に 高

齢 社 会 とな り、 高 齢 者 福 祉 対 策 に真 剣 に取 り組 ま な けれ ば な らな くな っ た 日本 にお い て 、

タイ ム リー な 著 書 で あ っ た とい え る。

1997年 、 前 述 の 『ス ウェ ー デ ン人 はい ま幸 せ か 』 の 訓 覇 は 、高 齢 者 福 祉 に焦 点 を 当 て 、

『現 地 か ら伝 え るス ウェー デ ンの 高齢 者 ケ アー 高齢 者 を 支 え る民 主 主 義 の 土壌 一 』(自治 体

研 究 社)で 、1992年 に ス ウェ ー デ ンで 行 われ た エ ー デ ル 改 革 とそ の後 の 高齢 者 福 祉 政 策 、

ス ウ ェ ー デ ン 社 会 に お け る 価 値 観 に つ い て 総 括 して い る 。 エ ー デ ル 改 革22と は 、

Adelreformen(高 貴 な 改 革)と い うこ とで 、 高 齢 者 委 員 会 を意 味 す るAldredelegationenの

頭 文 字 を と り、命 名 され た 。そ れ ま で の ラ ン ス テ ィ ン グ23主 体 の運 営 方 式 か ら福 祉 と、医

療 の一 部 の権 限 を コ ミュー ンに 委譲 す る とい う仕 組 み に 改 革 され た の で あ る。

以 上 の よ うに、 総 合 的 な研 究 と、 福祉 現 場 の実 践 に根 ざ した研 究 の2つ の 動 き の 中 で 、

さ らに 、社 会 福 祉 に 関す る法 律 そ の もの を紹 介 す る研 究 が発 展 して き た。

1997年 、 馬 場 寛 ・加 藤 彰 彦 らが 、『ス ウ ェー デ ン の社 会 サ ー ビス法/LSS法 』(樹 芸 書

房)で 、社 会 サ ー ビ ス法 と1994年 施 行 され たLSS法(Lagomst6dochservicetillvissa

funktionshindrade)24を 翻 訳 した 。LSS法 は 、1986年 に施 行 され た知 的 障 害者 特 別 援 護

法(新 援 護 法)25を 発 展 させ 、社 会 サ ー ビス 法 の補 足 法 と して成 立 した もの で あ る。加 藤

は 、LSS法 の も う一 つ の視 点 を こ う指 摘 して い る。 「障 害 者 の入 院 や 施 設 入 所 を な く して

い こ うとい う発 想 で あ る。 ノー マ ライ ゼ ー シ ョン の徹 底 は 、 障 害 の有 無 に か か わ らず 、 自

分 の生 活 圏 で 暮 らす こ とが で き 、働 けて 余 暇 を楽 しむ こ とが で き な けれ ば な らな い とい う

こ とに な る。 ス ウ ェー デ ン で は 、 明確 に 『入 所 施 設 』 を解 体 し、 地 域 で誰 もが 暮 らせ る シ

ステ ム を 目指 して い る。(中 略)こ う して ス ウ ェー デ ン の社 会 サ ー ビス の 推 移 を 追 って くる
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と、生 活 に お け る基 礎 的 な 問題 と して の 住 宅 環 境 の保 障 、年 金 ・経 済 生 活 の安 定 を踏 ま え

て 、 そ の 上 に 現在 、 社 会 サ ー ビス の 分 野 を進 め て い る とい う堅 実 さが あ る。」26

1997年 の高 島 昌 二 『ス ウェ ー デ ンの 家 族 ・福祉 ・国 家 』(ミ ネ ル ヴ ァ書 房)は 、 ス ウェ ー

デ ン の特 に1990年 代 の制 度 を 中心 に紹 介 しな が ら、 比 較研 究 につ い て 次 の よ うに指 摘 し

て い る。「ス ウ ェー デ ン の福 祉 制 度 が 良 い か ら とい っ て 、そ れ をそ の ま ま 日本 に移 植 す べ き

で は な い。 人 口の 違 い 、文 化 の 違 い 、 そ れ らは 単純 に 比 較 で き な い もの で あ る。 ス ウ ェー

デ ン の福 祉 制 度 を採 用 す る場 合 で も、 良 い とこ ろ を 日本 的 条 件 の 下 で改 変 しな が ら採 用 す

る こ とで あ る。」27ス ウェ ー デ ン の福 祉 制 度 を実 際 に 日本 で 取 り入 れ て い く こ とを考 え る

とき 、高 島 が指 摘 す る よ うに、 日本 の 家 族 ・地 域 社 会 ・文 化 の概 念 とス ウ ェー デ ン の 家 族 ・

地 域 社 会 ・文化 の概 念 との違 い 、社 会 全 体 の歴 史 的背 景 な ど を考 慮 して い く こ とは 必 須 で

あ ろ う。

前 述 の 『ス ウェー デ ンの 生 活 者 社 会一 地 方 自治 と生 活 の権 利 一 』(1993年)で 、 ス ウェ ー

デ ンの 障 害 児 教 育 や 教 育 シ ステ ム につ い て 紹 介 した 二 文 字 理 明 は 、 「障 害者 政 策 に 関 す る

1989年 委 員 会 」 の主 要 報 告 書 、LSS法 、LASS法(Lagomassistansersattning=介 護 手 当

に 関す る法律 、1994年 施 行)28、 ハ ンデ ィキ ャ ップ ・オ ン ブ ズ マ ン に 関す る 法律29な どの

障 害 者 福 祉 に 関 す る主 な法 令 を翻 訳 した 。そ れ が 『ス ウ ェー デ ン の 障害 者 政策[法 律 ・報 告

書]-21世 紀 へ の福 祉 改 革 の 思 想一 』(現 代 書 館,1998年)で あ る。そ の 中で 、LSS法 、LASS

法 にっ い て 、「障 害 者 の 自立 生活 に不 可 欠 な介 護 を 中 心 に 、障 害 者 に必 要 な援 助 お よび サ ー

ビス の 内容 を具 体 化 し、これ に 対 す る コ ミュー ン や 県 の 責 任 を 明確 化 した も の で あ る。と

りわ け 、 介 護 手 当 に 対 す る公 費助 成 を確 立 した 点 は 画 期 的 で あ る。(中 略)ま た 、 障 害 者 の

自己決 定 の原 則 に基 づ き 、 障 害者 本 人 が 介 護 者 を雇 用 で き る シス テ ム が作 られ た。 介 護 者

を コ ミュ ー ンか ら派 遣 して も らい サ ー ビス を受 け る とい う、 従 来 か らの方 法 と並 ん で 、 介

護 者 を 自 ら雇 用 し、 コ ミュー ンま た は 、 地 方 社 会 保 険 事務 所 か ら経 費 助 成 を受 け る制 度 が

確 立 した。」30と して い る。

1998年 に は 、 中村 優 一 ・一 番 ヶ瀬 康 子 らが編 集 した 『世 界 の社 会 福 祉 』 シ リー ズ(旬 報

社)の 第1巻 と して 『ス ウ ェー デ ン ・フ ィ ン ラ ン ド』が 刊 行 され た。 ス ウェ ー デ ン につ い て

は 、前 述 の 訓 覇 法 子 と藤 岡純 一 が 執 筆 し、 ス ウェ ーデ ンの社 会 福 祉 の現 状 、展 開 、 制 度 全

般 を概 観 し、 さ らに社 会 サ ー ビス 法 、 ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズマ ン法 、児 童 オ ンブ ズ

マ ン法 の 法律 を紹 介 して い る。
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第3節2000年 以 降

2002年 に二 文 字 理 明 ・伊 藤 正 純 が編 集 した 『ス ウェ ー デ ン にみ る個 性 重視 社 会一 生 活 の

セ ー フ テ ィネ ッ トー 』(桜 井 書 店)は 、ス ウェー デ ンの福 祉 、教 育 、環 境 、労働 な どの分 野

で の制 度 ・政 策 を紹 介 して い る。 ス ウ ェー デ ン社 会 を 考 察 す る とき 、福 祉 とい う視 点 か ら

だ け で捉 え るの で は な く、教 育 、 環 境 、 労 働 とい うさま ざま な 視 点 か ら もみ る こ と に よ っ

て 、諸 領 域 が 連 動 して 、社 会 が成 り立 っ て い る こ とが把 握 で き よ う。

百瀬 優 は 、2004年 の 「ス ウ ェー デ ン の 障 害年 金 改 革 につ い て 」(早 稲 田大 学 商 学研 究 科

紀 要 第58巻)、2006年 の 「欧 米 諸 国 に お け る障 害 給 付 改革 一 障 害 年 金 を 中 心 に一 」(大 原

社 会 問題 研 究 所雑 誌No.570)に お い て 、 ス ウェ ー デ ン、 ア メ リカ 、 ドイ ツ の 障 害 年 金 制 度

改 革 に つ い て 比 較研 究 を行 っ た。 特 に ス ウ ェー デ ン で行 わ れ た1998年 の 年 金 改 革 の動 向

を整 理 して 、 日本 にお い て も 「ス ウ ェー デ ン の よ うに 、 障 害 年 金 の 中 に も彼 らが 受 動 的 な

受 給 者 とな らず に、 社 会 的活 動 や 労働 市 場 に参 加 して い く こ とを奨 励 す る仕 組 み を作 る こ

とが検 討 に値 す る」31と 指 摘 して い る。

2005年 、猿 田正機 らが 、 日本 に お け る ス ウェ ー デ ン につ い て の研 究 の 現 状 を総 合 的 に把

握 す る た め に 、『日本 にお け るス ウ ェー デ ン研 究 』(ミ ネ ル ヴ ァ書 房)を 刊 行 し、 教 育 、 産

業 、 労働 、 ジ ェ ン ダー 、移 民 、福 祉 等 の さ ま ざま な分 野 で の研 究 を取 り上 げ た。 猿 田は 、

序 章 に お い て 、「福 祉 国家 ・ス ウ ェー デ ン は社 会 福 祉 の み な らず 環 境 、平 和 や 年 金 問題 の先

進 国 と して 日本 の マ ス コ ミで も比 較 的 よ く取 り上 げ られ る。 しか し、 個 別 分 野 に 限 って 取

り上 げ られ る こ とが 多 く、 しか も、 そ の 部 分 的 評 価 は き わ め て 高 い と言 っ て よい。 だ が 、

社 会 シ ス テ ム を全 体 と してマ ス コ ミが 取 り上 げ る こ とが 全 くな い と言 っ て よい ほ どな い 。

そ れ ど こ ろか 、あ ま りに違 いす ぎ て 参 考 に な らな い とい う声 も よ く聞 かれ る。(中 略)し か

し、そ の現 実 を直 視 し、学 ぶ こ とか ら しか 日本 の将 来 は み えて こな い の で は な い だ ろ うか 。

あ らゆ る面 で 困難 に遭 遇 して い る 日本 とい う国 を 、 よ り人 間 的 な 国へ と質 的転 換 をは か る

た め に は 、 ス ウェー デ ンは 大 い に学 ば な けれ ば な らな い 国 の1つ で あ る こ とは強 調 して よ

い だ ろ う。」32と 、 ス ウェー デ ン研 究 の 意 義 を主 張 して い る。

90年 代 に 『ス ウ ェー デ ンの知 的 し ょ うが い者 と ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ンー 当 事 者 参加 ・参

画 の論 理 一 』 を刊 行 した河 東 田博 は 、2006年 『福 祉 先 進 国 に学 ぶ しょ うが い 者 政 策 と当

事 者 参 画一 地 域移 行 、本 人 支 援 、地 域 生 活 支 援 国 際 フ ォ ー ラ ムか らの メ ッセ ー ジー 』(現 代

書 館)に お い て 、立 教 大 学 で行 わ れ た オ ー ス トラ リア 、オ ラ ン ダ、 ス ウェ ー デ ン、 日本 の 知

的 障害 者 、 支援 者 、 研 究 者 等 に よ るシ ンポ ジ ウム の報 告 と ス ウェー デ ンに お け る 当事 者 組
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織 の紹 介 を行 っ て い る。

次 い で 、2007年 の 『福 祉 先 進 国 にお け る脱 施 設 化 と地 域 生 活 支 援 』(現 代 書 館)で は 、 日

本 、 オ ラ ンダ 、 ノル ウェー 、 オ ー ス トラ リア にお け る脱 施 設 に関 す るイ ン タ ビ ュー調 査 と

ス ウェ ー デ ン、 ア メ リカ の事 例 研 究 を基 に、 日本 に お け る障 害 者 の地 域 移 行 の促 進 の 課 題

を提 起 した。2005年 に 日本 で は 障 害 者 自立 支 援 法 が 可 決 され 、 翌 年10.月 か ら完 全 施 行 さ

れ た が 、 「地域 に移 行 した 障 害 の あ る人 た ち に対 して適 切 な サ ポ ー トが な け れ ば 、"再 施 設

化"に な る可 能 性 が あ る」33と 河 東 田 は指 摘 し、地 域 移 行 は 適 切 なサ ポ ー トな しに は実 現

しな い と注意 を喚 起 した。

さ らに 、2009年 の 『ノー マ ライ ゼ ー シ ョン原 理 とは何 か一 人 権 と共 生 の 原 理 の探 究一 』

(現 代 書 館)で 、ノー マ ライ ゼ ー シ ョン が 世 界 に広 が る以 前 の1946年 の ス ウ ェー デ ン にお い

て 、実 際 に 法律 に具 現 化 され る こ とは な か っ た が 、す で に ス ウ ェー デ ン社 会 庁 の 報 告 書 に

こ の原 理 が盛 り込 まれ て い た こ と に河 東 田 は注 目 して い る。 ま た 、 障 害 当事 者 の 声 を通 し

て 、 ス ウ ェー デ ンの 入 所 施 設 の 実 態 を明 らか に した ヤ ンネ ・ラー シ ョン らの 『ス ウ ェー デ

ン にお け る施 設 解 体一 地 域 で 自分 ら し く生 き る一 』(現 代 書館,2000年)を 、河 東 田 は紹 介

した。 施 設 解 体 に際 して の 当事 者 、 家 族 、 職 員 の不 安 や 喜 び な どの気 持 ち の変 化 を理 解 す

る こ とは 、 ス ウ ェー デ ン に 限 らず 、 日本 にお い て も共 通 で あ り、 地 域 移 行 政 策 の 可 能 性 を

探 求 す る上 で 、 重 要 な も の に な る と思 わ れ る。

前 述 の 『ス ウ ェー デ ンの 家族 ・福 祉 ・国家 』 の 高 島 昌 二 は 、2001年 『ス ウ ェー デ ン の社

会 福 祉 』(ミ ネル ヴ ァ書 房)で 、特 に ス ウェー デ ン の社 会 保 障 関 連 法 を 、 ① 所 得 保 障 を維 持

す る た め の 「国 民 保 険 法 」(医 療 保 険 、疾 病 休 業 給 付 金 、両親 保 険 、国 民基 礎 年 金 、 国民 付

加 年 金 、早 期 退 職 年 金)、 在 職 部 分 年 金 法 、労働 災 害 保 険法 、② 児 童 手 当 とケ ア ・サ ー ビス

を担 当す る 「社 会 サ ー ビス 法 」(1982年 、公 的 扶 助 、児 童 ケ ア、高 齢 者 ケ ア 、障 害 者 ケ ア 、

アル コール ・薬 物 常 習 ケ ア等)、 ③ 「知 的 障 害者 ケ ア 法34」(1994年1.月 、 「障 害 者 支 援 ・

サ ー ビス 法35」 に改 正)、 ④ 保 健 医療 を担 当 す る 「保 健 ・医療 サ ー ビス 法36」(1983年)

の4つ に大 別 し、 それ らの 体 系 的 関連 性 を 明 らか に した37。

さ らに2007年 の 『ス ウェ ー デ ン社 会 福 祉 入 門一 ス ウ ェー デ ン の福 祉 と社 会 を理解 す る

た め に一 』(晃 洋 書房)に お い て 、特 に2000年 以 降 の社 会 福 祉 制 度 、北 欧福 祉 国 家 モ デ ル に

っ い て 、そ の全 体 像 を描 き、「高齢 化 社 会 、高 齢 社 会 、超 高 齢 社 会 へ の対 応 を巡 って ス ウェ

ー デ ン の場 合 は 、 エ ー デ ル 改 革や 国 家 行 動 計 画 を 見 る よ うに 、 基 本 的 な方 針 を建 て て 問 題

に取 り組 む 姿 勢 を崩 して い な い 」38と 指 摘 して い る。

18



以 上 、 ス ウ ェー デ ン研 究 の 流 れ を整 理 す る こ とに よっ て 、 福祉 政 策 ・制 度 を社 会 全 体 の

シ ステ ム の 中に位 置 づ けつ つ 把 握 しよ う とす るマ ク ロ レベル の 視 点 か らの研 究 と、 現 場 実

践 に基 づ く ミク ロ レベ ル の視 点 か らの研 究 とい う2つ の 大 き な流 れ を 見 出 す こ とが で き た

が 、 それ は 学術 研 究 に と どま らず 、 ジ ャー ナ リズ ム に お い て も 同様 で あ る こ と を最 後 に示

してお こ う。

朝 日新 聞 に2007年10月30日 か ら11.月4日 ま で連 載 され た 「患 者 を 生 き る」で 、ス ウ

ェー デ ンの認 知 症 対 策 につ い て 取材 を行 って い る。「認 知 症 介護 の 現 場 で ス ウ ェー デ ン と 日

本 の大 き な違 い は 、 ゆ っ た りと した 雰 囲 気 だ と感 じた。」 と記 者 は述 べ て い るが 、 一 方 で 、

「ス トッ クホ ル ム な どで は 、施 設 運 営 の 民 間委 託 も増 加 して い る。 給 与 の安 い 介護 職 は 人

気 が な い。 外 国 か ら移 住 して 間 もな い 人 が 増 え 、 ス ウェ ー デ ン語 しか話 せ な い 高齢 者 と会

話 で き な い職 員 もい る。」 とい う課 題 も あ る と指 摘 して い る39。

2008年 週 刊 東 洋 経 済 が 、 「北 欧 は こ こ ま でや る。」 と題 し、 特 集 を組 ん だ 。 高 齢 者 ケ ア 、

雇 用 対 策 、年 金 改 革 、 少 子 化 、 医療 、 大 学 改 革 、 教 育 、男 女 参 画 で 北 欧4力 国 が どの よ う

に取 り組 ん で きた の か を取 材 して い る。 少 子 高 齢 化 、経 済 問題 な ど 日本 が抱 えて い る問 題

を福 祉 先 進 国 とい わ れ る北 欧4力 国 が対 応 して きた 政 策 を紹 介 し、幅 広 い層 に 問題 意 識 を

投 げ か け る こ とは 意 義 が あ る と思 わ れ る。「英 米 型 モ デ ル が 改 革 へ の唯 一 の道 で は な い 。む

ろ ん北 欧型 の 路線 にっ い て も同 じこ とが い え る。 日本 は 、 世 界 各 国 の最 善 の方 法 の 中か ら

最 良 の もの を見 出 し、 選 び取 る必 要 が あ る。 必 要 な の は 、 日本 モ デ ル に新 しい 活 力 を吹 き

込 む こ とだ。」 と提 言 して い る。

ス ウェ ー デ ン福 祉 研 究 の流 れ を み て い く と、1960年 代 か らス ウェ ー デ ン社 会 が本 格 的 に

研 究 され 、福 祉 先 進 国 と して ス ウ ェー デ ン の制 度 が 日本 に 紹 介 され る よ うに な っ た。 一 方

で 、福 祉 国 家 批 判 が1970年 代 後 半 の 石 油 危 機 以 降 大 き くな り始 め 、 ス ウ ェー デ ン は、 自

殺 率 が 高 い 国 で 、 フ リー セ ック ス の 国 で あ り、 ス ウェ ー デ ンの よ うな大 き な政 府 は い ず れ

経 済 が破 綻 す る とい う批 判 が され 、福 祉 国 家 見 直 し論 が 出 て きた 。

1990年 代 に入 っ て か ら、社 会 福 祉 政策 ・制 度 を社 会 の 全 体 的 な シ ステ ム に位 置 づ けつ つ

把 握 し よ うとす る総 合 的 な研 究 が 一 層進 展 す る と と もに 、社 会 福 祉 の現 場 で の 実 践 に焦 点

が合 わせ られ た 、 政 策 ・制 度 が 現 場 で どの よ うに実 践 され 、 活 か され て い るの か を明 らか

に し よ うとす る研 究 も活 発 化 して きた 。

日本 に お い て 、 ス ウェー デ ン福 祉 研 究 を進 め 、社 会 福 祉 政 策 に活 か して い くた めは 、 高
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島 昌二 が指 摘 した よ うに 、 ス ウェ ー デ ンの 福 祉 制 度 を 日本 に そ の ま ま移 植 す る こ とは で き

な い。 ス ウ ェー デ ン と 日本 の歴 史 背 景 、 社 会 、 文 化 の違 い は 必 ず 考 慮 しな けれ ば な らな い

の で あ る。

ま た河 東 田博 の研 究 の よ うに 、 当事者 の声 や 現 場 で の 声 を拾 い 上 げ 、政 策 ・制 度 が 現 場

で実 際 に どの よ うに実 践 され て い るの か を 明 らか に して い く こ とが 重 要 に な っ て く るの で

は な い だ ろ うか。

本 章 で は 、社 会 福 祉 政 策 ・制 度 を社 会 の全 体 的 な シ ス テ ム に位 置 づ けつ つ 把 握 しよ う と

す る総 合 的 な研 究 と、 現 場 で行 わ れ て い る実 践 、社 会 福 祉 の 現 場 で の実 践 に焦 点 が 合 わ せ

られ た研 究 の2っ の 流 れ を確 認 して き た。 そ こで本 論 文 で は、本 章 で 導 き 出 した そ の2つ

の流 れ と、 さ ら に第4章 で 示 す 、政 策 ・制 度 と現場 の 実 践 を媒 介 す る位 置 に あ る 障害 当事

者 運 動 に つ い て も取 り上 げ 、本 論 文 の テ ー マ を設 定す る こ と に した の で あ る。
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第2章21世 紀 の ス ウ ェー デ ン の 障 害 者 福 祉 政 策 の 方 向 性

本 章 で は 、2000年 に ス ウェ ー デ ン政府 が 策 定 した 障 害者 福 祉 政 策 の た め の行 動 計 画 につ

い て 、2009年10.月 に作 成 され た 行 動 計 画 の報 告 書 の 紹 介 を通 して 、そ の概 要 、10年 間 の

取 り組 み の 総 括 、 今 後 の方 向性 を 示 した い 。 これ に よっ て ス ウ ェー デ ン の 障 害者 福 祉 政 策

につ い て 、最 新 の 全 体 的見 取 り図 を描 く こ とに し よ う。

ス ウ ェー デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 の 歴 史 的 展 開 の詳 細 につ い て は 第3章 で 詳 述 す る が 、

1994年 に 「機 能 障 害 者1の た め の援 助及 び サ ー ビス に 関す る法 律(Lagomst6dochservice

tillvissafunktionshindrade:以 下LSS法 と表 記)」2が 施 行 され 、 障 害者 の 権利 は比 較

的 保 障 され る よ うに な っ た。それ に よ りス ウェー デ ンの 障 害者 福 祉 政 策 も 「施 設 」か ら 「地

域 」へ と、焦 点 とな る 生活 の 場 が 変 わ っ て い っ た。そ の後 、2000年 に ス ウ ェー デ ン政 府 は 、

1993年 に 国連 が 採 択 した 「障 害 者 の機 会 均 等 化 に 関す る基 準規 則 」に基 づ き 、障 害 者 福 祉

政 策 の た め の行 動 計 画 を策 定 した。これ は 、2010年 ま で の10年 間 で 、障 害 者 の 完 全 参 加 、

障 害 者 間 の 男 女 平 等 、 及 び 差 別 の な い 社 会 の構 築 を 目指 し、 そ の た め に 、政 府 が 責任 を持

っ て公 共 交 通機 関 、 情 報 、 メ デ ィア 、 教 育 、 労 働 、社 会 サ ー ビス 、 文 化 な どへ の 障 害 者 の

ア クセ ス を容 易 に し、 彼 らの社 会 参加 を保 障 しよ うとす る もの で あ る。

日本 で は 、1995年 に 障 害 者 プ ラ ン が策 定 され 、ノー マ ライ ゼ ー シ ョン 、 リハ ビ リテ ー シ

ョン とい う視 点 を 引 き継 い だ 障 害者 基 本 計 画 が2003年 に策 定 され た。 基本 方 針 は、 障 害

者 の社 会 へ の 参加 ・参 画 を促 進 させ るた め に、 バ リア とな る もの を取 り除 き 、施 策 に反 映

させ て い く こ とで あ る。 しか し、 障 害者 の 社 会 参 加 は 非 常 に 困 難 な状 態 で あ り、課 題 は 多

く残 され て い る とい え る。 した が って 、2011年 を迎 えた 現 在 、 ス ウェ ー デ ンの10年 間 の

行 動 計 画 の総 括 を通 じて ス ウェ ー デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 を検 討 す る こ とは 、 日本 にお け る

障 害 者 福 祉 政 策 の 発 展 に貢 献 で き よ う。

まず 第1節 に お い て 、2009年 の 報 告 書 に基 づ い て行 動 計 画 の 目的 と理 念 を確 認 す る。ま

た 、 そ の 目的 を達 成 す る た め に 、 どの よ うな方 法 な い し手段 が 採 用 され た の か につ い て 、

や は り報 告 書 に 基 づ い て 明 らか に す る。

次 に第2節 で は 、政 府 、 ラ ン ステ ィ ン グ3、 コ ミュー ン4、 移 送 、教 育 、 労働 、文 化 、個

別 援 助 の領 域 で 、第1節 で紹 介 した さま ざ ま な方 法 な い し手 段 が 実 際 に どの よ うに実 践 さ

れ て き た の か を報 告 書 か ら抽 出 し、 ス ウ ェー デ ン政 府 の この10年 間 の 障 害者 福 祉 政 策 へ

の取 り組 み を総 括 す る。

最 後 に 第3節 で は 、第2節 で示 した総 括 を踏 ま え て 、ス ウ ェー デ ン政 府 が 障 害者 福 祉 政

22



策 につ い て どの よ うな将 来 の方 向性 を描 き 出 して い るの か を検 討 し、そ の方 向性 に関 わ る

主 要 な論 点 を明 らか にす る。 そ して 、 そ れ らの論 点 に つ い て 、 日本 に お け る障 害 者 福 祉 政

策 の現 状 と課 題 を参 照 しつ つ 検 討 を深 め 、 今 後 の 障 害者 福 祉 政 策 の可 能 性 を探 究 した い 。

第1節 行 動 計 画 の 目 的 ・理 念 ・方 法

で は 、 行 動 計 画 の 目的 と理 念 、 方 法 につ い て 紹 介 しよ う。 障 害 者 福 祉 政 策 の た め の行 動

計 画 の 出発 点 は 、1999年 、国会 に お い て 「社 会 は す べ て の メ ンバ ー が参 加 し影 響 し合 うた

め に形 成 され るべ きで あ る」 と提 議 され た こ とに あ る。 す べ て の 人 が協 力 し合 い 、 参加 で

き る社 会 を実 現 させ る こ とが 、行 動 計 画 で は強 調 され た。 障 害 者 の完 全 参 加 を 実 現 させ る

た め の必 要 条件 は 、 個 人 の 素 質 や 能 力 に焦 点 を 当 て るの で は な く、社 会 の環 境 に焦 点 を 当

て る こ とで あ る。 また 、社 会 の あ ら ゆ る部 門 にお い て 、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョンに 基 づ く障

害 者 観 を基 本 方針 に組 み 込 む こ とが 求 め られ る。 さ らに 、 計 画 の 実 現 に 向 け て 、 人 間 とい

うの は 多種 多様 で あ り、 さま ざま な 状 態 、 ニ ー ズ が あ る もの だ とい う こ とを考 慮 しな けれ

ば な らな い。 以 上 の 理 念 に基 づ い て 国 会 で 提 出 され た行 動 計 画 の 目的 は次 の通 りで あ る。

① さま ざま な 差 異 に基 づ い た社 会 の 形 成

② す べ て の年 齢 層 の 障 害 者 が社 会 生 活 に 完 全 参 加 で き る よ うな 社 会 の形 成

③ 障害 者 の 男 女 間 の 平 等 を実 現 で き る よ うな社 会 の形 成

この 目的 を達 成 す る た め に 、社 会 にお け る障 害 者 の 完 全 参加 を認 め 、 それ を 妨 げ る も の

を取 り除 く こ と、 障 害 者 差 別 を禁 止 し、 また 差 別 と闘 うこ と、 障 害 児 ・者 に 自立 と 自 己決

定 を認 め る こ と を実 現 させ な け れ ば な らない 。 す な わ ち行 動 計 画 の基 本 的理 念 は 人 権 尊 重

で あ り、 そ の 理 念 に基 づ い て策 定 され て い る。 社 会 は 、 す べ て の 構 成 員 が人 と して 尊 重 さ

れ 、権 利 を保 障 され る よ うに形 成 され るべ き で あ る。 した が って 、 障 害 者 に 関 す る課 題 を

行 動 計 画 の10年 間 に人 権 尊 重 の 理 念 に基 づ き解 決 して い か な けれ ば な らな い 。 人 権 尊 重

の理 念 に 関 す る国 連 の普 遍 的 な解 釈 は 、 す べ て の人 間 は み な 平 等 に価 値 が あ り権利 が あ る

も の だ とす る もの で あ る。 ま た 、 す べ て の 人 間 は 、個 人 の機 能 的 な能 力 に 関係 な く、 普 遍

的 に人 権 を尊 重 され るべ き で あ る。 この 普 遍 的 な理 念 に 取 り上 げ られ て い る多 くの 権 利 を

各 国 は 遵 守 しな け れ ば な らな い5。 以 上 の よ うに 理 念 と 目的 が 確 認 され た の で あ る。 そ し

て、以 上 の 目的 と理 念 に基 づ い て 、計 画 を実 践 して い くた め の 具 体 的 な方 法 が提 示 され た 。

(1)ア ク セ シ ビ リテ ィ の改 善

ア ク セ シ ビ リテ ィ とは 、建 物 や 交 通 へ の ア クセ ス の しや す さ と物 の使 いや す さ とい う両
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方 の意 味 で使 わ れ る。 障害 者 に と って の ア クセ シ ビ リテ ィの 増加 は 、社 会 参 加 、 人 間 の 多

様 性 、 平 等 を実 現 す る た め の基 本 的 条 件 につ な が る。 障 害者 に とっ て の ア クセ シ ビ リテ ィ

とは 、 障 害 の程 度 や 能 力 に 関係 な く、 情 報 を得 て 、 そ の 情報 を利 用 して活 動 す る こ と を意

味 し、 イ ン ター ネ ッ トの ウェ ブ サ イ トや 電 子 機 器 サ ー ビス の利 用 も含 まれ る。 障 害者 に対

す る就 職 試 験 の 面 接 で も 、試 験 会 場 は ア クセ ス しや す い 場所 で 行 われ 、職 員 は 、 ア クセ シ

ビ リテ ィに 関 す る知 識 を持 た な け れ ば な らない 。 つ ま り、個 人 が 持 っ て い る機 能 的 な 能 力

に 関係 な く、 す べ て の人 に とっ て使 い や す く、 ア クセ ス しや す い 社 会 を形 成 す る こ とが求

め られ るの で あ る。 社 会 にお け るア クセ ス しに くい状 態 とは 、 障 害 者 を排 除 し、彼 らの 選

択 を妨 げ る社 会 の こ とで あ る。 障 害者 福祉 政 策 に お け る重 要 な 課 題 とは 、 ア クセ シ ビ リテ

ィ の構 築 で あ る。 人 々 は 、 障 害 の あ るな しに 関 わ らず 、 自立 した 生 活 を送 り、社 会 生 活 に

参 加 す るべ きで あ る。 ア クセ ス しや す い 社 会 とは 、 障 害者 が旅 行 した り、働 い た り、 ケ ア

セ ン タ ー を訪 問 した り、 障害 児 を 安 心 して 保 育 所 に預 け る こ とが で き る よ うな社 会 を意 味

す る。 行 動 計 画 にお け る実 践 で は 、 そ の よ うな参 加 を妨 げ る もの を認 識 し、バ リア を な く

して い く こ とが 求 め られ る6。

(2)用 語 の刷 新

「障 害 」 とい う単 語 に は 、 身 体 ・知 的 ・精 神 的 な個 人 の 能 力 に焦 点 を 当て た 「障 害(ス ウ

ェー デ ン語 で は 、funktionsnedsattning)」 と、個 人 と周 囲 の 環 境 との相 互 関係 か らみ た 「障

害(ス ウ ェー デ ン語 で は 、funktionshinder)」 とい う2つ が あ る。 それ ま で の 、 「障 害 」 と

い う概 念 が個 人 の 能 力 につ い て の 医 学 モ デ ル で しか 見 られ て い な か っ た の に対 し、 個 人 と

周 囲 の環 境 との 相 互 関係 の視 点 を 考 慮 す る概 念 が取 り入 れ られ た の で あ る。な お2008年 、

社 会 庁 は 障 害者 分 野 にお い て 、政 府 の報 告 書 に も こ の2つ の概 念 を曖 昧 に使 わず 、使 い 分

け る こ と を推 奨 す る こ とに した7。

(3)責 任 の 明確 化 と財 政 源 の確 保

行 動 計 画 は 、 実 践 に あ た り、 責任 と財 政 原 理 を 強調 して い る。 社 会 に お け る各 部 門 は 、

障 害 者 を含 む す べ て の 国民 に とっ て ア クセ ス しや す い よ うに 形 成 され 、任 務 を 実行 して い

か な けれ ば な らな い 。 そ の た め に 、 そ れ ぞ れ の部 門 が 責任 を持 って 実 行 す るべ きで あ る。

参 加 へ のバ リア が あ る場 合 、 業務 の 一 環 と して積 極 的 に バ リア を取 り除 い て い くべ きで あ

る。 バ リア を取 り除 き 、 ア ク セ ス しや す い 社 会 を構 築 す るた め に要 す る費 用 も、 通 常 の 業

務 の枠 組 み の 中で財 政 源 が確 保 され るべ きで あ る。 た と えば 、 福 祉 機 器 の 開発 な どの よ う

に 、そ の費 用 が か か りす ぎ る と きは 例 外 とな る。政 府 は 、コ ミュー ン に とっ て新 しい 責 務 、
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義 務 に 関 して 決 定 を行 う とき 、 コ ミュー ン との 同意 に 基 づ い て 調 整 し、 政府 の 財 政 源 で必

要 な予 算 を確 保 しな けれ ば な らな い8。

(4)特 別 な 責任 を持 っ 省 庁 の確 定

行 動 計 画 の 目標 を達 成 す るた め に、 政 府 は14の 省 庁 に特 別 に責 任 を 与 えた 。 これ らの

省 庁 は 、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ンに 基 づ い た 障 害 者 観 を活 動領 域 に積 極 的 に 取 り入 れ な けれ

ば な らな い。14の 省 庁 とは 、労 働 市 場 庁 、労働 環 境 省 、鉄 道省 、住 宅省 、社 会 保 険 庁(2003

年 か ら)、 消 費 政 策省 、航 空 庁 、郵 便 ・通 信 庁 、 国家 遺 産 局 、海 運 省 、教 育 省 、社 会 庁 、文

化 庁 、 交 通省 で あ る。 これ らの省 庁 は 、 障 害 者 福 祉 政 策 の 目的 を達 成 し、 それ ぞ れ の 部 門

内 で の 関係 職 員 と協 調 を 図 り、支 援 して い か な けれ ば な らな い 。部 門 にお け る主 な 責任 は 、

参 加 を妨 げ る もの を取 り除 く こ と にあ る。な お 政 府 は 、2008年10月 に 、各省 庁 に対 して 、

目標 の 達成 度 を記 録 し、 引 き続 き 、 ニ ー ズ と優 先 順 位 を判 断 して い く よ う求 め た9。

(5)政 府 の 責任 の 明確 化

行 動 計 画 に お い て 、社 会 は 障 害者 が 完 全 参 加 で き る よ うに構 築 され な けれ ば な らな い が 、

政 府 は そ の 目的 を達 成 で き る よ うに、手 本 とな る こ とが 求 め られ る。2001年 に施 行 され た

「障害 者 福 祉 政 策 の 達 成 を実 現 す るた め の 政 府 の責 任 に 関 す る条 例 」 に よ る と、 政 府 の 関

係 機 関 は 、 障 害者 福 祉 政 策 の 目的 に関 す る任 務 に対 して 実行 す る責 任 を 与 え られ て い る。

障 害 者 の社 会 へ の 完 全 参 加 と平 等 を もた らす た め に 、 政府 は 場 所 、 活 動 、情 報 が 障 害 者 に

とっ て ア クセ ス しや す い も の で あ る よ うに して い くべ き で あ る10。

(6)障 害者 福 祉 政 策 の領 域 問調 整

障害 者 福 祉 政 策 とい うの は さま ざま な 領 域 に わ た っ て 展 開 され る もの で あ る。 した が っ

てす べ て の 政 策 にお い て 、 障 害者 福 祉 政 策 の 目的 に政 府 は 責任 を持 つ べ き で あ る し、 そ れ

ぞ れ の領 域 内 で 障 害 者 福 祉 政 策 に 関 心 を払 い 、 促 進 させ て い くべ き で あ る。 ま た ノー マ ラ

イ ゼ ー シ ョンに 基 づ い た 障害 者 観 に関 す る知 識 や 意 識 を 高 め 、 各 政 策 領 域 内 に そ の 障 害 者

観 を組 み 込 ま な けれ ば な らな い。 各省 庁 は、 障 害 者 福 祉 政策 の 目的 達 成 に 向 け て の課 題 に

継 続 的 に 取 り組 む 必 要 が あ る。 行 動 計 画 にお い て 、省 庁 の 責任 と任 務 の優 先 順 位 を明 確 に

しな けれ ば な らな い 。 ア クセ ス しや す い 社 会 の構 築過 程 で 、 ハ ンデ ィキ ャ ップ ・オ ン ブ ズ

マ ン11は 、省 庁 と関係 職 員 を支 援 す るた め に、国立 ア クセ シ ビ リテ ィセ ン ター を設 立 す る

任 務 を 与 え られ た 。 国立 ア ク セ シ ビ リテ ィセ ン ター とは 、 ア クセ ス 問題 に 関す る知識 の 構

築 、助 言 、発 展 、 協 働 な どを行 う一組 織 で あ る。 ア ク セ シ ビ リテ ィセ ン タ ー は 、 政府 に よ

っ て 、各 省 庁 を支 援 す る こ と も任 務 と して 与 え られ て い る。 ま た 行 動 計 画 に お い て 、 国 立
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特 別 教 育支 援 研 究 所(Sisus)も 、特 定 の地 域 、地 方 レベ ル で 国 の能 力 開発 プ ロ グ ラ ム に責 任

を持 ち 、 実行 す る こ とを任 務 と して 与 え られ て い る。 さ らに2006年 、ITア クセ シ ビ リテ

ィ を 中 心 に活 動 して い る 障害 者 福 祉 政 策 の コー デ ィネ ー トを図 る機 関 、Handisam(ハ ン デ

ィ ス ム)が 設 立 され た。Handisam(ハ ン デ ィス ム)は 、 政 府 の一 部 と して 、 障 害 者 福 祉 政

策 を戦 略 的 ・効 率 的 に達 成 で き る よ うに 、 他 の公 共 部 門 な どの フ ォ ロー ア ップ や 部 門 間 の

調 整 を行 い 、評 価 や 政 府 の政 策 が 各 部 門 で 機 能 で き る よ うに働 きか け る役 割 を 持 って い る

12
0

(7)障 害者 団 体 の結 成 支 援

ス ウェ ー デ ン に は、 障害 者 や 家族 の た め の 団体 が 多 く存在 す る。 これ らの 団 体 は 、 政 府

の 障害 者 福 祉 政 策 に大 き な影 響 を 与 えて きた 。2009年 、 合 計56の 障 害 者 団体 が 、 国庫 補

助 の受 給 を許 可 され て い る。 障 害者 団 体 は障 害 者 福 祉 政 策 の領 域 内 で 、会 員 の 状 況 につ い

て政 府 へ報 告 す る こ とを通 して社 会 を変 えて い く役 割 を 持 つ 。 国 内外 に お い て も、 障 害 者

団体 は 、障 害者 の 権 利 を認 め させ 、障 害 者 の権 利 に 関す る国 連 の 条 約 を 明確 に させ て きた 。

なお2000年 か ら2005年 の期 間 、国庫 補 助 シス テ ム が変 わ り、手 当 を認 め られ た 団体 が5

年 間 で43か ら55に 増 加 され た 。 こ の行 動 計 画 の期 間 の 間 、障 害 者 団体 へ の 予 算 は 大 幅 に

増 え 、2008年 に提 示 され た 予 算 は、2億SEK(1SEK=約13～14円(2008年)。 以 下 ス ウェ

ー デ ン ク ロー ナ は 国 際 通 貨 コー ドSEKと 表 記 す る)増 加 した13
。

(8)障 害者 代 表 団 の結 成

行 動 計 画 に よ る達 成 に 関連 して 、 責任 ・調 整 大 臣 に よ り率 い られ る特 別 障 害者 代 表 団 が

あ る。 つ ま り、 この 代 表 団 は 、 政府 の 代 表 で あ り、政 府 と障 害 者 団 体 との調 和 を保 つ も の

で あ る。 代 表 団 は 、 政 府 に よっ て選 ば れ 、1年 に4回 会 議 が あ る14。

第2節 行 動 計 画 の 総 括

第1節 で2000年 の行 動 計 画 の 目的 、 理 念 、方 法 に つ い て 確 認 した。 それ で は そ の 行 動

計 画 は 、政 府 、 ラ ン ステ ィ ング ・コ ミ ュー ン、 移 送 、 教 育 、 労働 市場 、 文 化 、 個 別 援 助 の

領 域 で どの よ うに実 践 され て き た の だ ろ うか 。2009年 の 報 告 書 に基 づ い て ま と めて み よ う。

(1)政 府 機 関

2003年 か ら2008年 の 問 で 、行 動 計 画 に従 っ た 政 府 の省 庁 ・行 政 諸 機 関 は 、7%か ら69%

に増 加 した。 政府 の 実 践 とは 、 ま ず 、 ウ ェ ブサ イ トへ の ア クセ ス の しや す さを整 備 す る こ

とで あ る。 誰 もが 理 解 で き る よ うな 簡 単 な言 葉 で基 本 的 な 情 報 をイ ン タ ーネ ッ ト上 で 流 す
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こ とを 実施 して い る機 関 は 、43%に の ぼ った 。 職 員 に対 して は 、研 修 を積 極 的 に勧 め る こ

とが重 要 な任 務 で あ る。 職 員 の研 修 に 関 して は 、決 定権 の あ る幹 部 に ま ず 受 講 させ る。 こ

れ は ア ク セ ス しや す い 環 境 作 りを よ り早 く、ス ムー ズ に進 め る こ とにっ な が るか らで あ る。

70%の 職 員 が シ ンボ ル や 記 号 に よ る会 話 の研 修 を受 講 した。 そ の 結 果 、 障害 者 に 理解 可 能

な簡 単 な情 報 、 さ ま ざま な文 字 や シ ンボ ル に よ る情 報 の提 供 が 増 加 して きた とい え る15。

(2)ラ ンス テ ィ ン グ とコ ミュ ー ン

障害 者 の 参加 と平 等 を実 現 す るた め に 、 ラ ン ス テ ィ ン グ と コ ミュー ン が協 力 して 実 施 し

な けれ ば な らな い任 務 は非 常 に 多 い。 多 くの コ ミュ ー ンが 、 住 民 に ア クセ シ ビ リテ ィ に 関

す る情 報 を提 供 し、 公 共 スペ ー ス 、 店舗 、 文 化 活 動 や 公 共 交 通 機 関 な ど、 さま ざ ま な範 囲

で調 査 を行 っ て きた 。 ス ウェ ー デ ン西 部 に位 置 す るVastraG6taland(ヴ ェス トラ ヨー

タ ラ ン ド)県16や ス トッ クホ ル ム県 にお い て は 、大 規模 な 意 識 調 査 が行 わ れ て き た。そ れ

らの調 査 の1つ が 、 コ ミュ ー ンの 重 要 な任 務 で もあ る住 宅 支 援 に 関す る意 識 調 査 で あ る。

住 宅 省 の住 宅 市 場 調 査 に よ る と、住 宅 分 野 にお け る ア クセ シ ビ リテ ィ は 、重 要課 題 だ と回

答 した コ ミ ュー ン は、2003年 で は35%だ っ た の が2008年 で は54%に 上 った 。 ま た公 共

環 境 の整 備 に 関 して も 、 同様 に 重 要 な 課題 で あ る と回答 した の が2003年 で は54%だ っ た

の が2008年 で70%に な り、 ア クセ シ ビ リテ ィ に対 す る コ ミュー ン の意 識 が 上 が った とい

え る。住 宅 省 に よ る と、2008年 、約75,000件 の住 宅 手 当 申請 が許 可 され た。2006年 で は 、

67,200件 の 申請 が許 可 され てお り、増 加 の傾 向 に あ る。 な お 、1年 に5,000SEK以 下 の 手

当 を受 給 して い る者 が61%、1年 に10万SEKを 超 え る手 当 を受 給 して い る者 は約2%と

い う結 果 で あ っ た 。ま た 、特別 サ ー ビス付 き の住 宅 に 関 して 、2003年 の 段 階 で は 、コ ミュ

ー ン の 半 分 に あ た る47%が 特別 サ ー ビス付 き の住 宅 を設 置 して い な か っ た が 、2008年 は

32%に な り、 特別 サ ー ビス付 き の 住 宅 も増 加 して きて い る。 さ ら に、 政 府 は コ ミュー ン に

対 して 、身 体 障 害 者 の た め に エ レベ ー ター 設 置 す る よ うに、2004年 に い わ ゆ るエ レベ ー タ

ー 設 置 手 当 と言 わ れ る手 当 に対 して 予 算 を3
,000万SEKと 決 定 した。 この 手 当 は 、エ レ

ベ ー タ ー設 置 や 高 層 住 宅 の改 装 に使 わ れ て い る17。

ま た コ ミュー ン は、2005年 の 終 わ りに 新 選 挙 法 が採 択 され て か ら、身 体 障 害 の あ る有 権

者 に対 して 、 投 票 の 際 、 ア ク セ シ ビ リテ ィ に配 慮 しな け れ ば な らな くな っ た。 障 害者 福 祉

政 策 の コー デ ィネ ー トを 図 る機 関 、Handisum(ハ ンデ ィ ス ム)の2006年 の 調 査 に よる と、

多 くの コ ミ ュー ンで 障 害 者 の政 治 参加 が 可 能 に な る よ うに 車 椅 子 専 用 の投 票 場 所 の設 置 な

どに取 り組 ん で い る こ とが わ か っ た。

27



(3)公 共 交 通機 関 と移 送

政 府 は 交 通省 と鉄 道 省 に 、2010年 ま で に国 内 の移 送 に 関 す る任 務 を与 え た。す べ て の 人

に とっ て使 い や す く、質 の 高 い サ ー ビス を行 い 、駅 、バ ス ター ミナ ル 、プ ラ ッ トフォ ー ム 、

乗 り物 、 交 通 な どを整 備 す る こ とで あ る。

2007年 、そ の影 響 を受 け た移 送 庁 は 、公 共 交 通 機 関 の 長 期 的 開発 に 関す る行 動 プ ロ グ ラ

ム にお い て 、 どの よ うに交 通 ネ ッ トワー ク を2010年 ま で に完 成 させ るべ きか とい う構 想

を示 した。 ま た 鉄 道 省 は 、2010年 ま で に150の 駅 をア クセ ス しや す くす るべ き で あ る と

述 べ た。 政 府 は 、 鉄 道 省 に早 期 に 目的 を達 成 して も ら うた め に、 予 算 を1億5千 万SEK

と決 定 した。 電 車 や バ ス に ア ク セ ス しや す くす る た め に 、 ノ ンス テ ップ の 車 両 を2006年

の57%か ら2009年 に は61%に 増 加 した。2008年 に は 、バ ス停 の59%が ア クセ ス しや す

く整 備 され た 。しか し、ス ウ ェー デ ン公 共 交 通 の 調 査 に よ る と2001年 か ら2009年 ま で の

期 間 で 、これ らの整 備 が 達 成 され た と考 え る人 は25%で あ る が 、約40%の 人 は ま だ達 成 し

て い な い と考 えて い る。 ま た 、 障 害者 の ほ とん どは タ クシ ー サ ー ビス を使 用 して お り、 今

後 は タ ク シ ー サ ー ビ ス に頼 っ て い る人 達 が 公 共 交 通 機 関 を利 用 しや す い よ うに整 備 して い

く こ とを課 題 と しな けれ ば な らな い18。

(4)教 育

就 学 前教 育 、 児 童 ケ ア 、学 校 、及 び 成 人 教 育 に 関す る責任 は 、 コ ミュ ー ン と学校 長 らが

持 っ て い る。 政府 は行 動 計 画 の期 間 に 、 教 育 の質 を 高 め 、 す べ て の児 童 が必 要 な 支援 を得

られ る よ うに す るた め に 、 さま ざま な 改 革 を始 め る こ と を決 めた 。

学 校 法 に は 、 時 代 の 変 化 と と も に 生 徒 の 権 利 を強 くす るた め の 規 定 が作 られ て き た 。

1985年 成 立 の 学 校 法 に は 変化 が 求 め られ る よ うに な って きた 。 そ の た め、政 府 は2009年

12月 に新 学 校 法 を採 択 し、2010年 か らの実 施 を決 定 した 。 新 学 校 法 で は 、 特 別 な支 援 を

必 要 とす る子 ど も の カ リキ ュ ラ ム に 関 して 、 学 校 の 責 任 が よ り明 確 に 規 定 され た 。2008

年7月1に は 、SPSMと い われ る国 立 特 別 支 援 教 育 庁 が設 立 され た 。SPSMは 、 コ ミュ ー

ンや 学 校 長 に助 言 や 支 援 を提 供 し、 国 庫 補 助 を行 い 、 障 害 の あ る生 徒 の た め に 教 育補 助機

器 の生 産 や 整 備 を支 援 す る機 関 で あ る。 こ の機 関 の設 立 は 、 政 府 に よっ て 、 国 の 特殊 教 育

支 援 に お け る生 徒 、 保 護 者 、 学校 、 コ ミュー ン の ア ク セ シ ビ リテ ィ を増 加 させ るた めの1

っ の手 段 と して 考 え られ た。2006年 か ら児 童 ・生 徒 保 護 法 が 導 入 され 、就 学 前 教 育 、学 童

期 の ケ ア 、 基礎 学 校 及 び 高 校 、 コ ミュー ン の成 人 教 育 に 至 るま で 児 童 や 生 徒 の 差別 、 不 当

な扱 い な ど を禁 止 す る法 律 が制 定 され た 。2009年1.月1日 か ら、児 童 ・生 徒 保 護 法 に お
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け る差 別 禁 止 に 関 す る事 項 は 削 除 され 、 新 差 別 禁 止 法 ・9に 統合 され た。2008年 ま で に 障

害 者 福 祉 政策 の 目標 を達 成 す るた めに 、 教 育 省 は 、 政府 の 学 校 視 察 ・特 殊 教 育機 関 と協 力

して取 り組 む こ と と した。

以 上 の よ うに、 学 校 教 育 に 関 す る法 律 の改 定 や 改 革 を行 う と同 時 に 、政 府 の任 務 を受 け

て 、基 礎 学校 ・高 等 学 校 へ の物 理 的 な ア クセ シ ビ リテ ィの調 査 も行 っ た。 そ の 報 告 書 の 中

で 、 ほ とん どの 学 校 は 、 障害 の あ る生 徒 に対 して不 十 分 な 状 態 、 ま た は 、授 業 を受 け る こ

と も困難 な 状 態 で あ る と判 定 され た。 そ の 報 告 書 を受 け て 、 学 校 の物 理 的 な ア クセ シ ビ リ

テ ィ の積 極 的 な 開 発 が 進 め られ て い る。 また 、 ほ とん どの 学 校 は 、 車 椅 子 を使 う人 に とっ

て ア ク セ ス しや す い よ うな環 境 を 作 る必 要 が あ る と報 告 して い る。 基 礎 学校 の ほ ぼ半 数 と

10の 高 等 学 校 の うち4つ は 、ア クセ シ ビ リテ ィの整 った トイ レ、エ レベ ー タ ー 、ま た は そ

の 両方 が必 要 で あ る と回答 した。 教 室 に 関 して も ドア ノブ は 、 車 椅 子 の人 達 に は届 か な い

場 所 に 取 り付 け られ て い る こ とが 多 か っ た 。1930年 代 以 前 に建 設 され た 学 校 は、2000年

以 降 に建 設 され た も の よ りア ク セ シ ビ リテ ィ の整 備 は整 っ て い な い 。しか し、2000年 以 降

に建 設 され た 学校 で さえ 、 ドア ノブ の位 置 に 問題 が あ り、段 差 な ど もあ り、 ア クセ ス しや

す い とは い えな い 。 しか し最 近 に建 て られ た 学 校 に は 、 エ レベ ー ター や 車椅 子 で も使 用 し

や す い トイ レ を導 入 して い る と こ ろ もあ る。

2000年 の行 動 計 画 に よっ て 、視 覚 障 害 、聴 覚 障 害 、視 覚聴 覚 障 害 の あ る児 童 の た めの 特

別 学 校 は 、 大 き な 影 響 を受 け た 。Ekeskolan(エ ー ケ ス コー ラ ン)20に 付 属 した 分 校 と

Hallsboskolan(ヘ ッ レス ブ ー ス コー ラ ン)21は 、次 々 に廃 止 され た 。2001年7.月1日 か

ら、Ekeskolan(エ ー ケ ス コー ラ ン)は 生 徒 募 集 を停 止 した 。2008年 、政 府 は学 校 法 に よ る

国 の特 別 学校 の 目的 を拡 大 し、 再 び視 覚 障 害 、 重 度 の機 能 障 害 、 重 度 の言 語 障 害 の あ る生

徒 を含 む よ うに して い くべ き だ と方 針 を変 更 した。 ま た 引 き続 き 、 障害 の あ る生 徒 や そ の

他 特 別 な理 由で 基礎 学 校 や 特 別 支援 学 校 に行 く こ とが で きな い 生 徒 に 関 して 、 特別 学 校 で

教 育 を 受 け させ るべ き で あ る と主 張 し、2008年7月1日 、 国 の 特 別 支 援 学 校 と して

Ekeskolan(エ ー ケ ス コー ラ ン)とHallsboskolan(ヘ ッ レス ブー ス コー ラ ン)は 再 建 され た。

行 動 計 画 の 具 現 化 の期 間 、特 別 支 援 学 校 の生 徒 は増 加 した 。2003年4.月 ま で 義 務 教 育 期

間 の特 別 支 援 学校 にお け る生 徒 数 は減 少 し、特 別 支 援 学校 高 等 部 の生 徒 数 は増 加 して い た 。

しか し、現 在 、義 務 教 育 期 間 にお け る特 別 支 援 学 校 在 籍 の生 徒 の割 合 は 、1.5%継 続 的 に増

加 して い る。2007年 か らの研 究 で 、この 理 由 を 、移 民 の 子 ども の増 加 に 対応 しきれ な い コ

ミュー ンが 多 く存 在 して い るか らだ と分 析 して い る。 ま た 、 特 別 支 援 学 校 は永 続 的 に必 要
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で あ る と考 え る両親 の影 響 もあ る と考 え られ て い る。 た だ し、 コ ミュー ン が特 別 支援 学 校

入 学 を決 定 して も子 ども に とっ て利 益 に な らな い と保 護 者 が 判 断 した場 合 は 、 特別 支 援 学

校 入 学 は拒 否 す る こ とが で き る22。

(5)労 働 市 場 と労 働 環 境

障害 者 福 祉 政 策 に対 す る政 府 の 主 要 戦 略 は、 通 常 の 労働 市 場 へ の参 加 を 支 援 す る こ とに

あ る。労働 市 場 へ の参 加 は 障 害者 に とっ て重 要 な意 味 を もつ 。2007年 、長 期 失 業 者 の新 規

雇 用 に対 す る支援 が 導 入23さ れ た。 そ れ は 、 失 業 や 疾 病 な どの 理 由で 長 期 間(1年 以 上(若

年 の場 合 は6ヶ 月 以 上))労 働 市 場 か ら離 れ て い た 人 を雇 用 す る と、 そ の 失 業者 の 失 業 期 間

の長 さに応 じた 期 間(1年 失 業 して い た 人 を雇 用 す れ ば1年 間)、雇 用 主 の給 与 税 負 担 率 の2

倍 の金 額 が還 付 され る。 被 雇 用 者 が26歳 以 下 で あ れ ば 、 給 与 税 負 担 率 の 約 半 分 の額 の控

除 と負 担 率相 当の 金 額 が還 付 され る24。2008年 に は 、疾 病 手 当、 リハ ビ リ手 当 、 ま た は

疾 病 ・活 動 補 償 手 当な どの社 会 保 障 手 当 を1年 以 上 受 け て い る人 も、雇 用 主 の 給 与 税 負 担

の控 除 の対 象 とな った 。

就 職 開発 保 証 プ ロ グ ラ ム が2007年 に導 入 され 、20歳 か ら24歳 の若 年 長 期 失 業 者 に適

用 され て い る。 就 職 開発 保 証 プ ロ グ ラム は、 人 々 が個 別 適 応 活 動 の参 加 を通 して で き るだ

け早 く仕 事 を見 つ け る こ とが で き る よ うにす る も の で あ る。2008年 の 開 始 か ら就 職 開発 保

証 プ ログ ラム の 参加 者 は9万 人 で 、 そ の うち 障 害 者 は約30%、 翌 年2009年 に は31%が 障

害 者 だ っ た。

労 働 力 の低 下 して い る 障害 者 の た め に 、 短 期 ・長 期 に お け る職 業 生 活 の 中で 、 幅 広 い支

援 が求 め られ る。そ の 際 、賃 金 助 成 雇 用 形 態 、公 共 部 門 で の保 護 雇 用 形 態 、Samhal1AB(サ

ムハ ルAB)25で の保 護 雇 用 、 発 達 雇 用26、 安 全 雇 用27な どの職 業 支 援 が あ る。 安 全 雇 用

形 態 とは 、Samha11(サ ム ハ ル)で の保 護 雇 用 に代 わ る形 態 で あ り、 賃 金 助 成 雇 用 よ り長 期

の支 援 を必 要 とす る場 合 に適 用 され る。 安 全 雇 用 形 態 で は 、 ジ ョブセ ン タ ー と雇 用 主 は 、

労 働 力 の低 下 して い る 障害 者 の雇 用 に 関 して 協 働 して い る。2006年 か ら政 府 は 、こ の領 域

内 で 、積 極 的 に職 業 支 援 に 取 り組 ん で い る。賃 金 手 当 を許 可 され た障 害者 は 、2000年 の4

万8,540人 か ら、2005年 に は5万6,440人 に 、 さ らに2007年 に は5万8,907人 に増 加 し

た 。 さ ら に 政 府 はSamha11(サ ム ハ ル)に 対 し て 経 済 的 な 支 援 を 行 い 、2000年 で は 、

Samhall(サ ム ハ ル)へ の 賃 金 手 当 と雇 用 へ の割 り当て 金 額 が110億SEKか ら、2004年 は

105億SEK、2009年 に な って143億SEKに 増 加 した。特 別 支 援 の あ る労 働 の 目的 は 、で

き るだ け 長 く、 賃 金 補 助 手 当 な しに 、 通 常 の 労働 形 態 で 働 け る よ うに す る こ とで あ る 。
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Samhal1(サ ム ハ ル)は 、通 常 の仕 事 に 雇 用 者 を年 間5%戻 す とい う目標 を掲 げて 実 践 して い

る。

2008年 の調 査 に よ る と、 働 い て い る国 民 は、 障 害 の な い 人 で77%で あ るが 、 何 らか の

障 害 の あ る人 で50%に な り、2000年 と比 較 して6.1%減 少 して い る。 労働 能 力 の な い 障 害

者 の雇 用 は 、他 の 障 害 の な い 国 民 よ りも非 常 に低 い割 合 で あ る。 労 働 能 力 は あ るが何 らか

の身 体 に 障 害 の あ る人 や 労働 能 力 の 全 く ない 障 害 者 で の 失 業 率 は 、行 動 計 画 の10年 間 で 、

2000年 の7.8%か ら2008年 で は9.1%と 、1.3%増 加 して い る。 これ に対 し、障 害 の な い人

の失 業 率 は 、2000年 の3.4%か ら2008年 に は4.6%と 、1.2%の 増 加 で あ る。 ま た 、 これ に

は男 女 間 の違 い も あ り、 障害 の あ る女性 の 場 合 、 労働 市 場 に 参加 す る率 が男 性 に 比 べ て 低

くな る とい う結 果 が 出 て い る28。

(6)文 化 と メデ ィ ア

社 会 に お い て 、 文 化 生 活 を 楽 しみ 、 さ ま ざ ま な メデ ィア に ア クセ ス し、文 化 遺 産 を楽 し

む こ とは 、 国 民 の 基 本 的 な権 利 で あ る。 また 法 律 で保 護 され た 言 論 の 自由 を 実行 す る こ と

が で き る重 要 な 基盤 とな る。 ア クセ シ ビ リテ ィ に 関す る問題 は こ の領 域 に お い て 、 多 様 化

して い る。 政 府 は 、デ ジ タル 化 、電 子 ア ク セ ス 、デ ジ タル 保 護 に 関 して 、基 本 方針 を提 出

す る任 務 を文化 領 域 に与 え た の で あ る。 デ ジ タル 化 の 時 代 に お い て、 特 別 な ニ ー ズ を もつ

グル ー プ の メデ ィア へ の ア ク セ シ ビ リテ ィ の増 加 が重 要 な課 題 とな る。

政 府 は 、ス ウ ェー デ ン ラ ジ オAB、 ス ウェ ー デ ンテ レ ビ局AB、 ス ウェ ー デ ン教 育 ラ ジ オ

な どの放 送 局 は 、 障 害 者 の ニ ー ズ に 注 意 を払 うべ き で あ る と した 。 これ は、2009年12月

に決 定 され 、2010年 か ら2013年 ま で の期 間 に 、字 幕 放 送 を 実施 し、す べ て の 国 民 に ア ク

セ ス しや す い よ うに して い くべ き だ と した 。

文 化 庁 は 、行 動 計 画 にお い て 、 障 害者 の文 化 生 活 へ の ア クセ シ ビ リテ ィ を増 加 させ る 責

任 を持 っ て い る。文 化 庁 は2007年 、この任 務 にお い て 、28の プ ロ ジ ェ ク トに720万SEK

を割 り当 て た。2008年 で は14の プ ロ ジ ェ ク トが トー タル240万SEKの 助 成 を許 可 され 、

2009年 に は350万SEKが 許 可 され た29。

(7)社 会 分 野 にお け る個 別 援 助

障害 者 へ の 個 別 援 助 は 、す べ て の 人 に ア クセ ス しや す く、 ま た 使 い や す い もの で あ る よ

うにす る方 向 で 実 践 され るべ き で あ る。 行 動 計 画 の期 間 、 政府 は 、 質 の 高 い個 別 支援 の 開

発 を試 み て い る。 男 女 別 に報 告 され て い る統 計 調 査 は 、 男 女 にお け る社 会 支 援 の ア クセ シ

ビ リテ ィへ の 平 等 を把 握 す る一 つ の 指標 とな る。 この調 査 に よ る と、 男 性 が 、 女性 よ りも
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非 常 に 大 きな割 合 で 、 社 会 支 援 を 受 けて い る。 この違 い は 、 許 可 され て い るサ ー ビス の 時

間 、援 助 の種 類 な どす べ て に お い て 見 られ る も の で あ る。 さ らに、 この男 女 間 の違 い に 関

す る理 由 に つ い て の 体 系 的 な分 析 が 存 在 せ ず 、 この状 況 を変 え るた め の方 法 が 現 状 で は な

い た め 、 引 き続 き障 害 者 福 祉 政 策 に とっ て 一 つ の課 題 と して あ り続 け て い る。

この分 野 で は 、 社 会 保 険庁 と社 会 庁 が 責 任 を持 っ て任 務 を担 っ て い る。 社 会 保 険 庁 の 目

標 にお け る活 動 は 、 す べ て の 障 害者 の た め に ア クセ ス しや く、 使 いや す い もの で な らな け

れ ば な らず 、 ま た 、 す べ て の 労働 者 や 障 害 者 の雇 用 の増 加 の た め に平 等 な機 会 を与 え る よ

うに 、雇 用 主 を指 導 して い か な け れ ば な らない 。

政 府 は 、社 会保 険 庁 に2007年 障 害 者 手 当及 び介 護 手 当 にお い て 、妨 げ とな る よ うな さ

ま ざま な 問題 を抽 出 して提 示 す る とい う任 務 を与 え た。 そ の 際 、 どの よ うに 障 害者 手 当や

介 護 手 当 が 日常 の 社 会 に適 用 され 、 どの よ うな利 益 が 各 目的 に影 響 を及 ぼ して い るの か を

分 析 しな けれ ば な らな い。 社 会 保 険 庁 は 報 告 書 の 中 で 、 障 害 者 手 当及 び 介 護 手 当 は 、 社 会

の発 展 の歩 み に 対 応 して い な い と指 摘 して い る。 これ を受 けて 、 社 会 保 険 庁 は、 障 害 者 手

当 を廃 止 し、2っ の手 当 の余 分 な 費 用 を別 の法 律 に 統 合 す る方 法 を検 討 して い く と して い

る。

社 会 庁 は 、 現 在 の 障 害 者 の 生活 水 準 を導 き 出 して検 討 す るた め に、 生 活 水 準 に 関 す る報

告 書 を 作成 す る任 務 が あ る。 社 会 庁 は 、 障 害 者 の生 活 水 準 を検 討 す る た め に 、 ス ウ ェー デ

ン統 計 局(SCB)と 協 働 で 、 住 宅 、安 全 、 健 康 、社 会 関係 、経 済 に 関す る調 査 研 究 を 実 施 し

て い る30。 ま た社 会 庁 は 、社 会 サ ー ビ ス法31及 びLSS法32の 下 で援 助 を実 施 して い る コ

ミュー ン と協働 し、 援 助 にお け る地 域 差 を な く して い く よ うに努 め な け れ ば な らな い。 さ

らに 、精 神 障 害者 に 関す る リハ ビ リテ ー シ ョン及 びハ ビ リテ ー シ ョン の分 野 に お い て も、

援 助 を行 う際 に 協働 を強 く して い く こ とも課 題 と して い る33。

第3節 将 来 の 方 向 性

第2節 で示 した よ うに、 政 府 は教 育 、労 働 、住 宅 、IT、 公 共 交 通 機 関 、社 会 サ ー ビス な

どにお い て さま ざ ま な調 査 を行 い 、 障 害 者 が ア クセ ス しや す い 社 会 を構 築 す るた め に、 政

府 の責 任 を示 しな が ら取 り組 ん で きた 。 そ の結 果 、 障 害者 に とって ア クセ シ ビ リテ ィは 整

備 され 、少 な く とも物 理 的 な ア クセ シ ビ リテ ィ は発 展 した とい え る。 しか し、 障 害者 の 完

全 な社 会 参 加 を実 現 す る た め に は 、 今 後 も継 続 的 に実 践 して い く必 要 が あ る。

障害 者 福 祉 政 策 の 目的 を達 成 す るた め の政 府 の任 務 は 、時 代 や 状 況 を踏 ま え 常 に改 善 し、
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よ り効 率 的 に行 わ れ な けれ ば な らな い 。 また 、 障害 者 の 日常 生 活 へ の参 加 を促 進 させ 、 ア

クセ シ ビ リテ ィの 妨 げ とな る もの を取 り除 い て い く必 要性 が あ る。 さ らに 、社 会 全 体 が 障

害 者 の 日常 生 活 へ の 参 加 を促 進 させ 、 ア クセ シ ビ リテ ィの妨 げ とな る もの を 取 り除 い て い

く こ とを 達成 す るた め に 、責 任 を持 た な けれ ば な らな い。 ア クセ シ ビ リテ ィの 不 完 全 な 社

会 とい うの は 、 障 害 者 の社 会 参 加 の機 会 を平 等 に もた ら さない 社 会 で あ る。 した が っ て そ

の よ うな 不 平 等 な 社 会 を作 らな い た め に 、 任 務 は地 域 計 画 の 作 成 や さま ざま な助 言 ・支 援

シ ステ ム の構 築 にお い て も 明確 か つ組 織 的 な も の で な け れ ば な らな い。 この任 務 と関 連 し

て 、各 省 庁 もま た 、 引 き続 き 、 戦 略 的 に 指 標 を示 さな け れ ば な らない 。 今 後 の 全 体 の 方 向

性 と して 、2011年 か ら2016年 ま で の 問 に 、 障 害者 の社 会 参 加 を促 進 させ るた めア クセ シ

ビ リテ ィの 改 善 に積 極 的 に取 り組 む 姿 勢 で あ る。 そ の た め に 政府 の実 施 責 任 を 明確 に し、

継 続 的 に フォ ロー ア ップ しな が ら実 践 して い く方 針 で あ る。 政 府 と各 省 庁 は 、 デ ー タ を収

集 し、結 果 を記 録 し、 報 告 書 を 作成 して い か な けれ ば な らな い 。 障 害 者 福 祉 政 策 の任 務 に

お い て は 、広 範 囲 にわ た る フ ォ ロー ア ップ と記 録 が求 め られ るの で あ る。 さ らに 障 害 者 福

祉 政 策 を効 率 的 に実 施 して い くた めに 障 害 者 の生 活 水 準 も国 民 全 体 の生 活 水 準 と比 較 し、

同等 の もの に して い か な けれ ば な らな い 。 政 府 は現 在 の 統 計 調 査 か ら、す べ て の年 齢 層 の

障 害 者 の 生活 水 準 を把 握 しな け れ ば な らない 。2016年 、収 集 され た報 告 書 を国 会 に提 出 し、

政 策 効 果 の全 体 的 な判 定 と評 価 を行 う予 定 で あ る34。

それ で は 、 障 害 者 の完 全 参 加 を 可 能 に す る方 策 に つ い て 、 政 府 は どの よ うに将 来 の方 向

性 を示 して い るの で あ ろ うか。2009年 の 報 告 書 か ら主 要 な 論 点 を抽 出 し、この 問 題 にっ い

て の 日本 の 現 状 と課 題 を参 照 しつ つ 、 さ らに検 討 を深 め る こ とに しよ う。

(1)ア ク セ シ ビ リテ ィ の改 善

障害 者 が 自立 し、 自己決 定 で き る社 会 を形 成 して い くた め の 手 段 と して 、 ア クセ シ ビ リ

テ ィ を 改 善 して い く必 要 が あ る。つ ま り、建 物 や 公 共 ス ペ ー ス な どへ の ア クセ シ ビ リテ ィ、

公 共 交 通機 関 へ の ア クセ シ ビ リテ ィ、ITへ の ア ク セ シ ビ リテ ィ、マ ス メ デ ィア や 文 化 等 へ

の ア ク セ シ ビ リテ ィ の一 層 の 改 善 が 課題 とな る。

ITに 関 して は 、社 会 で 幅 広 く利 用 され て い る現 状 を踏 ま えて 、す べ て の 国 民 に 対 して 情

報 社 会 に お け るIT利 用 の機 会 を増 や す た め に 、 関係 機 関 との 協 働 が重 要 とな る。 今 後 ま

す ます 必 要 と され るITア クセ シ ビ リテ ィへ の課 題 は 多 く、 公 共 の ウ ェブ サ イ トへ の ア ク

セ ス の しや す さ と使 い や す さを 改 善 し、 関係 職 員 に対 して ア クセ シ ビ リテ ィに 関 す る知 識

の強 化 も行 うこ とが 必 要 で あ る35。
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公 共 交 通機 関 へ の ア クセ シ ビ リテ ィの 改 善 とは 、移 送 シ ス テ ム が障 害 者 に とっ て使 い や

す い もの で あ る よ うに構 築 され る こ とで あ る。 公 共 交 通機 関 にお い て ア クセ シ ビ リテ ィ の

改 善 は 、 高齢 者 に とっ て も利 用 しや す い も の で あ る。 つ ま り、 障 害 者 に とっ て使 い や す い

移 送 シ ス テ ム とは 、 す べ て の人 に とっ て も快 適 な の で あ る。 今 後 、 公 共 交 通 機 関 の ア クセ

シ ビ リテ ィの 改 善 が 早 急 に求 め られ る36。

ま た 、政 府 は 、 ア クセ シ ビ リテ ィの 改 善 に 向 け て 、 関 連領 域 や 関連 法 律 と協 働 ・連 携 し

て い く必 要 が あ る。 た と え ば 、 建 物 の ア クセ シ ビ リテ ィ の 改 善 に 関 して は 、 計 画 建 築 法

(PBL)37と 連 携 し、 建 築 物 に お け るバ リア フ リー 化 を促 進 して い くこ とが求 め られ る。 さ

らに 、 文化 政 策 の 目標 を達 成 す るた め に 、 政 府 は文 化 生 活 へ の 参加 の機 会 の増 進 、 創 造 的

な能 力 の 開発 な どを積 極 的 に行 うこ と を課 題 とす る。 メ デ ィア 政 策 にお い て も、 映 画 や テ

レ ビ放 送 な ど さま ざ ま な メデ ィア サ ー ビス に障 害 者 が ア クセ ス しや す い よ うに 、 字 幕 放 送

実 施 の徹 底 化 な どを促 進 して い く必 要性 が あ る38。

現 在 、 日本 に お い て は 、 内 閣府 の 『障 害 者 基 本 計 画 の推 進 状 況 』 の 中 で 、バ リア フ リー

の推 進 状 況 に 関 す る報 告 が な され て い る。確 か に 、基 本 計 画 策 定 時 の2003年 度 よ り2008

年 度 で は 、 駅 や バ ス ター ミナ ル 、旅 客 ター ミナ ル のバ リア フ リー 化 が進 め られ 、低 床 バ ス

も増 加 して きた。ま た 、「高齢 者 、障 害 者 等 の移 動 等 の 円 滑化 の促 進 に 関す る法 律 」が2006

年 に施 行 され 、 不 特 定 かっ 多 数 の もの が利 用 し、又 は 主 と して 高 齢 者 、 障 害者 等 が利 用 す

る建 築 物(映 画 館 、百 貨 店 、老 人 福 祉 セ ン ター 等)で 、2,000㎡ 以 上 の もの を新 築 等 にす る際

にバ リア フ リー 対 応 が 義 務 化 され た39。 情 報 にお け るバ リア フ リー 化 も音 声 読 み 上 げ な ど

の シ ス テ ム の 導 入 な ど取 り組 み が な され て い る。 しか し、 現 状 は 障 害 者 が利 用 しや す い と

い うわ け で は な い 。 障 害 者 が社 会 に参加 す るた め に は 、徹 底 した ア クセ シ ビ リテ ィの 強 化

が必 須 で あ る。 そ の た め に は 、 日本 に お い て も ス ウェ ー デ ンの よ うに 、政 府 の 責 任 を 明確

に示 し、政 府 、 県 、 市 町村 、 関係 機 関 との 綿 密 な連 携 を検 討 しな けれ ば な らな い。

(2)雇 用 の促 進

障害 者 の雇 用促 進 は ス ウェ ー デ ン にお い て も大 き な課 題 で あ る。労 働 市場 政 策 の 課題 は、

雇 用 の増 加 と排 除 の 軽 減 とい う、 一 層 良 好 な労 働 環 境 を構 築 す る こ とに あ る。 そ の た め に

政 府 は 、継 続 的 に雇 用 を増 加 させ 、 求職 者 と雇 用 主 とを 効 率 的 に結 び っ け 、長 期 にわ た り

就 職 活 動 を行 っ て い る人 を優 先 させ な けれ ば な らな い。 障 害者 団 体 や 労 働 市場 の さま ざ ま

な部 門 との 協働 にお い て 、 障 害者 の 労働 生 活 にお け る参加 の 妨 げ を取 り除 く新 しい 方 法 や

革 新 的 な方 法 を探 る こ とは重 要 で あ る。 そ して さま ざま な経 験 や 良い 事 例 を 共 有 す る こ と
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を通 して 、新 しい 可 能 性 が創 造 され る とみ て い る40。

日本 に お い て は、 障 害 者 雇 用 率 制 度 を導 入 した に も関 わ らず 、 依 然 、 障 害者 の雇 用 率 は

低 い ま ま で あ る。 ス ウェー デ ンで は 労働 組 合 や 障害 者 団 体 の カ が 非 常 に 強 く、 政府 と協 力

関係 に あ る とい う特 徴 が あ る。 今 後 障 害者 の雇 用 を促 進 させ て い く上 で 、 ス ウ ェー デ ン に

見 られ る労働 組 合 ・障 害 者 団 体 の 強 い組 織 力 や 互 い に連 携 、 協 力 し合 う支 援 体 制 の構 築 が

日本 に とっ て も重 要 な視 点 に な ろ う。

(3)教 育政 策 にお け る改 善

良 い教 育 とい うの は 、人 々 が社 会 や 労働 市 場 に参 加 す るた め に必 要 不 可欠 で あ る。 学 校

の選 択 の 自 由 も障 害 の な い子 ど も達 と同 様 に、 障害 の あ る子 ども に とっ て も重 要 な こ とで

あ る。 新 しい 学校 が 建 設 され 、 古 い 場 合 は改 築 され る こ とに よ って 、物 理 的 に バ リア フ リ

ー の整 っ た 学校 が 増 え て き た。ま た 、新 学 校 法 へ の政 府 の 提 案 に よ る と、生 徒 の保 護 者 は 、

コ ミュ ー ンの 決 定 に不 服 が あ る場 合 、 教 育 省 の訴 訟 機 関 に 、 不 服 申 し立 て で き る よ うに な

っ た。

教 師 の能 力 は 、 就 学 前 教 育 、 義務 教 育 、 成 人 教 育 に お い て 非 常 に重 要 で あ る。 障 害 の あ

る生 徒 や 学 生 達 が 可 能 な 限 り長 く教 育 を受 け る こ とが で き る よ うに 、教 師 は さま ざま な ニ

ー ズ を 聞 い た 後
、 そ の個 人 の 障 害 につ い て 、 及 び どの よ うな 教 育 が 適 して い るの か につ い

て 、適 切 な 知識 を もっ こ とを 要 求 され る。 他 の講 師及 び校 長 に よ る研 修 、評 価 、 フォ ロー

な どは 、授 業 を よ り良 い も の に して い くた め の重 要 な 方 法 で あ る。 ま た 、 大 学 や 単 科 大 学

な どで勉 強 を して い る 障害 者 に 対 す る就職 を促 進 させ る必 要 も あ ろ う41。

日本 の教 育 現 場 の 現 状 で は 、 教 師 の確 保 の 困難 や バ リア フ リー に対 応 した 学校 設 備 の 不

足 とい う問題 が あ る。 ま た多 様 化 す る障 害 の特 性 に対 応 しきれ な い た め 、 障 害 の な い子 ど

も と共 に 学校 生 活 を送 る こ とは な か な か 進 展 しな い。 地 域 に よ って は障 害 が あ る とい うだ

け で 、本 人 の 意 思 とは 関係 な く強 制 的 に 特 別 支 援 学 校 に 入 学 を決 め て しま う場 合 も あ る。

個 性 を重 視 す るス ウ ェー デ ンに お い て は 、 ひ と りひ と りの ニ ー ズ に対 応 した教 育 を展 開 し

て き て い る。 教 育 政 策 を充 実 させ る こ とは、 障 害 児 者 だ けで な くす べ て の人 に と って も社

会 参 加 の機 会 に 繋 が る の で あ る。 日本 に お い て も、包 括 的 に 取 り組 む 視 点 と個 性 を重 視 す

る視 点 の 両 方 を教 育 政 策 に活 か し、 改 善 して い か な け れ ば な らな い 。

(4)生 活 支 援 シ ステ ム の構 築

社 会 政 策 と して は、社 会 サ ー ビス法 やLSS法 の 下 で さま ざま な社 会 サ ー ビス が 展 開 され

て い る。 サ ー ビス を行 うに あ た り、利 用者 の 自己決 定 の 尊 重 は 、 こ の領 域 に お け る援 助 形
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成 の あ り方 で 強調 され るべ き重 要 な課 題 で あ る とい え る。 個 人 の 自己決 定 を尊 重 し、 利 用

者 の ニ ー ズ に合 った 個 別 援 助 計 画 を作 成 して 必 要 な サ ー ビス を提 供 して い く こ とが 重 要 で

あ る。 ま た 、 サ ー ビ ス実 施 責 任 の あ る コ ミュー ン と ラ ンス テ ィ ン グ との協 力 も強 めて い く

必 要 が あ る とい え る42。

国 民健 康 政 策 を強 化 す る こ と も重 要 な 社 会 政 策 の課 題 の1つ で あ る。 国 民 全 体 の 良好 な

健 康 状 態 を構 築 す るた め に 、 良 好 な 健 康 状 態 を創 造 す る生 活 環 境 、社 会 構 造 及 び 生 活 水 準

に 関 わ る要 因 を調 査 す る こ とを課 題 とす る。 国 民全 体 の健 康 状 態 を 良 くす るた め に、 医 療

サ ー ビス へ の 実施 責 任 の あ る ラ ンス テ ィ ン グ との協 力 が 必須 とな る43。

さ らに今 後 の 重 要 課 題 の1っ に 、裁 判 に お け る障 害 者 の権 利 擁 護 が あ る。 以 前 の障 害 者

福 祉 政 策 の 計 画 に は、 司法 手 続 き に関 して は 明確 に記 され て い な か っ た。 しか し、今 後 の

方 針 と して 、裁 判 にお い て も、障 害者 が 犯 罪 の加 害 者 、目撃 者 、ま た は被 害者 にな る場 合 、

障 害 者 の ニ ー ズ や 権 利 を強 化 して い か な けれ ば な らな い とす る。 今 後 、 障 害者 の権 利 を 強

め て い く上 で 非 常 に重 要 で あ る とい え る44。

日本 に お い て は、2010年12.月 に 改 正 障 害者 自立 支 援 法 が成 立 した が 、2013年 を 目処 に

廃 止 され 、新 法 が 成 立 され る予 定 で あ る。 現 状 で は 、 サ ー ビス利 用 時 間 が 障 害程 度 区分 に

応 じて決 定 され て い る た め 、 障 害者 の ニ ー ズ に合 っ た サ ー ビス 提 供 とは程 遠 い。 ま た 、 サ

ー ビス提 供 を行 う職 員 の不 足 も深 刻 な 問題 で あ る
。 ス ウ ェー デ ン にお い て は 、 障 害者 の 権

利 を保 障す る とい う考 え の 下 、政 府 、ラ ンス テ ィ ング 、コ ミュー ン、関係 諸 機 関 が 連 携 し、

ひ と りひ と りの ニ ー ズ に合 っ た サ ー ビス 提 供 を展 開 して い る こ とが評 価 で き よ う。 行 政 と

関係 諸 機 関 が 協働 ・連 携 で サ ー ビス を提 供 し、 障害 者 を 「個 人 」 と して み るス ウ ェー デ ン

の実 践 を参 考 に しつ つ 、 日本 に お い て も 出来 る 限 り早 く障 害 者 の 生 活 を保 障 で き る対 策 が

必 要 で あ る。

以 上 で示 した よ うに 、 ス ウェ ー デ ンの 政 策 の展 開 に お い て は 、 多 領 域 と連 携 ・協働 を行

い な が ら実 践 す る こ とを重 視 して い る とい え る。 ス ウェ ー デ ンの 政 策 全 般 に い え る こ とで

あ る が 、政 策 を実 践 す る に あ た り、政 府 が責 任 を持 ち、将 来 を見 据 え な が ら実 践 を行 う 「実

験 国家 」 と して 政 策 を展 開す る こ と を特 徴 とす る。 高 島 昌 二 が 、 「高齢 化 社 会 、 高 齢 社 会 、

超 高 齢 社 会 へ の 対応 を巡 っ て ス ウ ェー デ ン の場 合 は 、 エ ー デ ル 改 革 や 国家 行 動 計 画 を見 る

よ うに 、基 本 的 な 方 針 を建 て て 問題 に 取 り組 む 姿 勢 を崩 して い ない 」45と 指 摘 して い る よ

うに 、 障 害者 福 祉 政 策 にお い て も、行 動 計 画 を示 し、 障 害者 の 社 会 へ の完 全 参 加 を実 現 さ
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せ るべ く、 具 体 的 に取 り組 ん で い る こ とに意 味 が あ る と思 わ れ る。

ま た 、高 岡望 が指 摘 して い る が 、「公 的 セ ク タ ー の 『規 則 に基 づ く組 織 力 』 に よ る支 援 の

充 実 → 社 会 的 弱 者(失 業 者 、 高 齢 者 、乳 幼 児)の 自立 が 可 能 → よ り多 くの 『自立 した 強 い 個

人 』 の 労働 参加 」46と い う考 え が 、障 害者 の 労 働 市 場 へ の 参加 を増 や し、積 極 的 に支 援 し

て い く方 針 に 繋 が って い る と思 わ れ る。 さ らに 、 ス ウェ ー デ ン にお い て は 、 障 害者 の 問 題

は 障害 者 に 限 られ た 問題 で は な く、 す べ て の人 が快 適 で あ る とい う視 点 で 実践 して い る。

日本 に お い て は、 ノー マ ラ イ ゼ ー シ ョン の概 念 を盛 り込 ん だ 計 画 を策 定 して も、 障 害 者

の社 会 参 加 の 実 現 は な か な か進 展 しな い とい うの が現 状 で あ る。 障 害 者 の 自立 や 地 域 生 活

が謳 われ て い て も、 障 害 者 の 生活 を支 援 す る仕 組 み もな く、 経 済 保 障 も十 分 で は な い ま ま

で は社 会 参 加 の 実 現 は難 しい だ ろ う。 ま た 、 正 確 な情 報 提 供 を行 い 、 日常 生 活 を支 援 す る

体 制 を各 市 町村 で 行 え る よ うに 改 善 して い か な い と、 い つ ま で も障 害 者 の 生活 支援 の 充 実

は実 現 され な い だ ろ う し、平 等 な社 会 参加 とは程 遠 い もの とな って しま うで あ ろ う。

【注 】

1ス ウ ェ ー デ ン で は 、 「障 害 者 」 と い う単 語 は 、 障 害 者 を 一 般 的 に 捉 え る 場 合 「障 害 者 福 祉

政 策(Handikappolitiken)」 、 「障 害 者 団 体(Handikapporganisationen)」 と い う よ う

に 「handikapp」 を 使 用 し 、 た と え ば 「障 害 者 の 社 会 参 加 」 と い う よ うに 障 害 者 に 焦 点

を 当 て る 場 合 は 、 「Funktionshindrade」(直 訳 す る と 「機 能 障 害 者 」)を 使 用 し て 使 い 分

け て い る。 「機 能 障 害 」 は 、 何 ら か の 機 能(身 体 、 知 的 、 精 神)に 障 害 が あ る とい う意 味

で あ る。 本 稿 で は 「機 能 障 害 者 」 と い う場 合 も 、 日本 で 一 般 的 に 使 用 され て い る 「障 害

者 」 に 統 一 し て い る が 、LSS法 の 日本 語 訳 は 「機 能 障 害 者 の た め の 援 助 及 び サ ー ビ ス に

関 す る 法 律 」 と して 定 着 し て い る た め 、そ の 訳 の 部 分 は 「機 能 障 害 」 とす る こ と に した 。
2LSS法 の 成 立 過 程 と 内 容 に 関 して は 、 本 論 文 第3章 第3節 に 詳 述 。
3日 本 の 県 に 相 当 す る 。 本 論 文 序 章 の 脚 注7を 参 照 。
4日 本 の 市 町 村 に 相 当 す る 。 本 論 文 序 章 の 脚 注12を 参 照 され た い 。
5RegeringsSkrivelse(2009) ,p6.
6RegeringsSkrivelse(2009) ,pp7-8.
7RegeringsSkrivelse(2009) ,pp8-9.
aRegeringsSkrivelse(2009) ,p8.
9RegeringsSkrivelse(2009)

,p10-11.
ioRegeringsSkrivelse(2009) ,p11.
11本 論 文 第3章 第3節 及 び 第4章 第3節 を 参 照 さ れ た い 。
1zRegeringsSkrivelse(2009)

,pp9-10.
13RegeringsSkrivelse(2009) ,p10.
14RegeringsSkrivelse(2009) ,p10.
15RegeringsSkrivelse(2009) ,p14.
16VastraG6taland(ヴ ェ ス トラ ヨー タ ラ ン ド)県 は 、 ス ト ッ ク ホ ル ム 県 に 次 い で 、 人 口

の 多 い 県 で あ る 。 県 庁 所 在 地 は ス ウ ェ ー デ ン 第 二 の 都 市G6teborg(イ ェ テ ボ リ)。
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i7RegeringsSkrivelse(2009) ,p15.
1gRegeringsSkrivelse(2009)

,pp19-22.
・9新 差 別 禁 止 法(DenNyaDiskrimineringslagstiftningen)は 、2009年1.月1日 施 行 。 新

差 別 禁 止 法 は 既 存 の 差 別 禁 止 法 を す べ て 廃 止 し 、新 た な 差 別 禁 止 条 項 を 加 え て 策 定 され

た 法 律 で あ る 。 本 論 文 第3章 第3節 に 詳 述 。

20視 覚 障 害 、機 能 障 害 の あ る 児 童 の た め の 国 立 特 別 学 校 で 、ス ウ ェ ー デ ン 中 部 に 位 置 す る

Orebro(エ レ ブ ロ)に あ る 。 生 徒 寮 付 設 。6歳 か ら21歳 ま で 通 う こ と が で き る。 授 業 は

生 徒 ひ と りひ と り の ニ ー ズ に 応 じて 行 わ れ 、教 師 や 小 児 科 医 、眼 科 医 、学 校 看 護 師 、 ソ
ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、 心 理 士 な ど が 協 働 で 支 援 を 行 っ て い る。

国 立 特 別 支 援 教 育 庁:SpecialpedagogiskaSkolmyndigheten(SPSM)ホ ー ム ペ ー ジ

htt:〃www.ssm.se1Skolor1Ekeskolan1(検 索 日:2011年6月20日)を 参 照 。

21言 語 障 害 の あ る児 童 の た め の 国 立 特 別 学 校 。 ス ト ッ ク ホ ル ム よ りや や 北 部 に 位 置 す る

Sigtuna(シ グ チ ュ ナ)と ス ウ ェ ー デ ン 北 部 のUmea(ウ メ オ)の2箇 所 に あ る 。通 う こ と が

で き な い 生 徒 の た め に 生 徒 寮 が 付 設 さ れ て い る 。 学 校 看 護 師 、心 理 士 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー

カ ー 、 校 医 、ST(言 語 聴 覚 士)が 生 徒 を 支 援 して い る 。

国 立 特 別 支 援 教 育 庁 同 上 ホ ー ム ペ ー ジhtt:〃www.ssm.se/Skolor1Hallsboskolan1

(検 索 日:2011年6.月20日)を 参 照 。
22RegeringsSkrivelse(2009)

,pp25-28.
232007年 導 入 さ れ たNewStartプ ロ グ ラ ム(Nystartsjobb)を 指 す 。
24NewStartプ ロ グ ラ ム の 制 度 は 、 被 雇 用 者 が20歳 以 上26歳 未 満 の 場 合 、 雇 用 主 が 支

払 う社 会 保 障 関 係 費 用 の 負 担 率(通 常31.42%)が15.49%に 引 き 下 げ られ(2010年)、

31.42%分 の 還 付 が あ る 。 例).月25,000SEKの 給 料 か ら15.49%引 か れ(3,872.50SEK)、

25,000×31.42%=7,855SEK分 還 付 され る 。 ま た 、 被 雇 用 者 が26歳 以 上 の 場 合 、 負 担

率 分 の2倍 に 相 当 す る 金 額 が 還 付 され る。 例)月25,000SEKの 給 料 か ら31.42%が 引 か

れ(7,855SEK)、 負 担 率 の2倍 に 相 当 す る 額(7,855SEK×2=15,710SEK)が 還 付 され る。

公 共 職 業 安 定 所(Arbetsformedlingen)ホ ー ム ペ ー ジ:

http:〃www.arbetsformedlingen.se1(検 索 日:2011年6.月27日)参 照 。

25SamhallAB(サ ム ハ ルAB)と は 、1980年 に 創 設 さ れ た ス ウ ェ ー デ ン 政 府 直 営 の 独 立 し

た 企 業 で あ る 。 目的 は 機 能 障 害 者 に 、労 働 の 機 会 を 提 供 し、労 働 能 力 の 発 達 を 促 す こ と

で あ る。 事 業 分 野 は 幅 広 くIKEAな ど の 企 業 の 下 請 け を行 っ た り、 サ ー ビ ス 部 門 に ま

で 及 ん で い る 。 サ ム ハ ル ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www.samhall.se1(検 索 日:2011年6月3

日)と 、 仲 村 優 一 他 編(1998),p102を 参 照 され た い 。

26発 達 雇 用 と は 、障 害 に よ り労 働 能 力 が 低 下 して い る が 、就 職 を 通 して 能 力 や 労 働 力 の 発

達 が 見 込 ま れ る機 能 障 害 の あ る 人 を 対 象 とす る 労 働 支 援 の 形 態 で あ る 。

公 共 職 業 安 定 所(Arbetsformedlingen)ホ ー ム ペ ー ジ:

http:〃www.arbetsformedlingen.se1(検 索 日:2011年6.月22日)参 照 。

27安 全 雇 用 と は 、障 害 に よ り労 働 力 は 低 下 して い る が 、必 要 と さ れ る 能 力 は あ る 障 害 者 を

対 象 と す る。能 力 や 経 験 を 活 か しな が ら 同 時 に 経 済 補 償 も 受 け る こ と が で き る シ ス テ ム

で あ る。 公 共 職 業 紹 介 所(Arbetsf6rmedlingen)ホ ー ム ペ ー ジ,同 上 参 照 。

zaRegeringsSkrivelse(2009) ,pp32-38.
zgRegeringsSkrivelse(2009)

,pp43-45.
3°Socialstyrelsen(2009) .対 象 者 は 障 害 児 ・者 、 障 害 の あ る 子 ど も を 持 つ 両 親 。 障 害 者 の

生 活 水 準 を よ り 良 い も の に す る た め に 、障 害 者 と 障 害 の な い 人 の 生 活 水 準 を 比 較 検 討 す

る こ と が 目的 で あ る 。
31社 会 サ ー ビ ス 法 に つ い て は 本 論 文 第3章 を 参 照 され た い 。
32脚 注2 。 本 論 文 第3章 第3節 を 参 照 さ れ た い 。
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34RegeringsSkrivelse(2009) ,pp70-71.
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第3章 身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の 歴 史 的 展 開

第2章 で 示 した よ うに 、 ス ウ ェー デ ン の 障 害者 福 祉 政 策 の 展 開 に お い て は 、 住 宅 政 策 、

教 育 政 策 、 労働 市 場 政 策 な ど と連 携 ・協働 を行 い な が ら政策 化 す る こ とを重 視 し、 障 害 者

の完 全 参 加 の 実 現 を 目指 して い る とい え る。 本 章 は 、 身 体 障 害 者 福 祉 政 策 に焦 点 を 当て 、

そ の歴 史 的展 開 を検 討 す る こ とを 通 して 、 そ の 充 実 に 向 けた これ ま で の 政 策 が どの よ うに

改 善 して きた か とい う過 程 を 明 らか に す る こ とを 目的 とす る。

まず 第1節 に お い て 、19世 紀 か ら20世 紀 半 ば ま で の 障 害 者 福 祉 政 策 の発 展 を概 観 し、

障 害 者 の 生活 と障 害 者 の置 かれ て い た 状 況 につ い て の 問題 点 を明 らか にす る。

次 に 第2節 にお い て 、戦 後 か ら1980年 代 ま で の 身 体 障 害 者 福 祉 に 関 わ る政 策 が 、 どの

よ うに発 展 して い った の か を検 討 す る。 そ れ に よ り、 身 体 障 害 者 の 自立 的 な 地 域 にお け る

生 活 の 可 能性 が模 索 され 、実 現 され 始 め た 過 程 を 明 らか に す る。

最 後 に 第3節 に お い て 、1990年 代 か ら2000年 代 、社 会 へ の完 全 参 加 の 実 現 を達 成 す る

べ く、身 体 障 害者 福 祉 政 策 の 一層 の 充 実 を 目指 した ス ウ ェー デ ン の取 り組 み を検 討 す る。

第1節 障 害 者 福 祉 政 策 の 誕 生 と成 長

18世 紀 末 、身 体 に障 害 が あ り、か つ 労 働 能 力 が な い とみ な され て い る人 が援 助 を受 け る

権 利 や 援 助 の社 会 的 責 任 にっ い て議 論 が 始 め られ た。 当 時 の 救 貧 法 に は 、家 族 や 教 会 が 援

助 の責 任 を担 うべ きで あ る とい うこ と と、 重 度 の身 体 障 害者 、 精 神 障 害 者 、慢 性 の 疾 病 や

感 染 症 を患 っ て い る者 は 国 立 病 院 に収 容 す るべ き で あ る こ とが 規 定 され て い た 。 教 会 区1

は 、 しば しば 障 害 の な い貧 困者 も生 活 保 護 に 関 わ る費 用 削減 の た め に 国 立病 院 に送 り込 ん

で い た。 財 源 が 豊 か な教 会 区 は 、 貧 困 者 や 障 害 者 の た め の施 設 を建 設 し、 生活 保 護 に関 わ

る施 策 を 実施 して い た が 、非 常 に 地 域 差 が 大 き か っ た2。

1840年 代 に入 る と、 ドイ ツ のエ ル バ ー フ ェル ト制 度3の 影 響 を受 け、生 活 保 護 に 関す る

責 任 を もつ 救 貧 委 員 会 が各 都 市 に設 立 され 始 め た。 委 員 長 は 、 そ の教 会 区 の保 護 申請 者 に

対 して援 助 を行 う義 務 が あ っ た。 保 護 施 設 にお け る作 業 は 、 木 を切 る作 業 、 毛 糸 の選 り分

け作 業 、清 掃 作 業 や 裁 縫 作 業 で あ り、 労働 能 力 が あ る場 合 は 、 これ らの作 業 が行 わ れ て い

た4。

1847年 に成 立 した救 貧 法 には 、不 十 分 で は あ る が 、援 助 を受 け る権 利 に つ い て の 規 定 が

初 め て盛 り込 ま れ た 。 それ は 、 家族 の 有 無 に 関係 な く、公 的 な 援 助 を受 け る権 利 が あ るい

う内容 だ っ た 。しか し、援 助 の 責任 に 関 して は 、国 と教 会 区で 責 任 を押 し付 け合 って い た。
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国 は教 会 区 が 強 制 的 に 障害 者 や 病 弱者 、 貧 困者 等 を保 護 す るべ きだ と主 張 し、 教 会 区は 国

が貧 困 問 題 に 関 心 を払 い 、貧 困 者 の ニ ー ズ を解 決 す るべ き で あ る と主 張 して い た5。 ま た

こ の救 貧 法 に お い て 、 身 体 障 害者 は 教 会 区 の移 動 を認 め られ 、 特 に労 働 能 力 の あ る障 害 者

は 、優 先 的 に別 の 教 会 区 に移 る権利 を持 っ て い た が 、 労働 能 力 の な い者 は 生涯 生 ま れ た 場

所 を離 れ る こ とは で き な か っ た。 つ ま り、 労 働 能 力 の 有 無 で 判 断 した場 合 、 比 較 的仕 事 を

得 られ や す か っ た 聾 唖 者 と視 覚 障 害者 は 別 の教 会 区 に移 動 す る こ と も可 能 に な っ た。 引 っ

越 し先 の 教会 区 は 、身 体 障 害 者 や 治 る見 込 み の な い 疾 病 の者 を3年 間援 助 す る義 務 を負 わ

な けれ ば な らな か った 。 こ の規 定 に関 して 、 生 活 保 護 費 の増 加 を恐 れ る教 会 区 が反 対 し、

再 び 法 律 は 見 直 され 、1871年 、家 族 が 身 体 障害 者 等 の 援 助 に 関す る責 任 を 担 うべ き で あ る

とい う規 定 を盛 り込 ん だ新 救 貧 法 が 成 立 した6。

両親 を失 っ た 障 害 児 の処 遇 は 、 各 教 会 区 に とっ て非 常 に 大 きな 問題 で あ っ た。 そ こで 、

地 域 の救 貧 委 員 会 は、 障害 児 を個 人 に 預 け よ う と して い た が 、 な か な か うま くい か な か っ

た。 働 き 手 が欲 しい 場 合 、養 子 と して 引 き取 られ る場 合 は あ った が 、 労 働 能 力 の な い 障 害

児 は 、保 護 施 設 で 強 制 的 に 老 人 や 病 人 と一 緒 に 生活 す る しか な か っ た7。 しか し、 啓 蒙 思

想 の影 響 を受 け、 次 第 に教 育 の 重 要性 が 強 調 され る よ うに な り、 国民 は 障 害児 教 育 や 訓 練

に 関心 を持 ち始 めた 。 障害 が神 か ら与 え られ た罰 で な け れ ば 、 教 育 や 訓 練 を通 して ノー マ

ル な生 活 が で き る と考 え られ る よ うに な っ た。 ス ウ ェー デ ン にお け る最 初 の養 護 学 校 は 、

1809年 に設 立 され た視 覚 ・聴 覚 障害 児 の た め の 学 校 で あ っ た。続 い て 、障 害児 の た めの さ

ま ざま な教 育機 関 が 設 立 され 始 め た。 障 害 児 教 育 に力 を入 れ る こ とに よ り、 生 活保 護 費 を

削 減 で き 、社 会 生 活 に参 加 す る可 能性 を与 え る こ とが で き る と考 え られ る よ うに な った の

で あ る。 ま た 、 障 害 児 教 育 に義 務 教 育 を組 み 入 れ よ うとす る動 きが 出 て き た。 病 弱 な 児 童

や 知 的 に 遅 れ て い る と言 われ て い た 児 童 に は、特 別 学 級 の よ うな形 の ク ラス が設 け られ た 。

同 時 に 、重 度 の 障害 児 ・者 の た め の 大 規 模 入 所 施 設 も建 設 され 始 め た8。1864年 ス トック

ホル ム ・ユ ー ル ゴー デ ン にManillaskolan(マ ニ ッラ ス コー ラ ン)9、1886年 に は ス トック

ホル ム郊 外 にEugeniahemmet(エ ウゲ ニ アヘ ン メ ッ ト)10、 そ して1888年 に ス トッ ク ホル

ム北 部 に視 覚 障 害 者 の た め の施 設Tomteboda(ト ム テ ボ ー ダ)・ ・が建 設 され た 。障 害者 に は 、

生 活 保 護 の よ うな 一 般 的 な ケ ア よ り、 入 所 施 設 に よ る特別 な 処 遇 が 適 切 で あ る と され た た

め で あ る。 しか し、 これ らの 一連 の 入 所 施 設 建 設 は 、 政府 が 単 に障 害 者 福 祉 政 策 の 業 績 を

示 した か っ た とい うにす ぎず 、 劣 悪 な 環 境 で 、 非 人 間 的 な 処 遇 で あ っ た と され る ・2。

19世 紀 の 半 ば か らは 、医学 、生 物 学 的 視 点 に基 づ い た 障 害 者 の 治 療 に焦 点 が 当て られ 始
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め た。 障 害者 を診 断 別 に分 類 し、 そ れ ぞ れ の集 団 ご とに 処遇 し始 め た の で あ る。 そ れ ま で

障 害 は 「慢 性 の 疾 病 」とい う認 識 で あ っ た が 、18世 紀 末 、ま ず 聾 唖 等 が疾 病 か ら区別 され 、

そ して1860年 代 の 終 わ り頃 か ら知 的 障 害 や 精 神 障 害 が 同様 に 区別 され 始 め 、視 覚聴 覚 障

害 、て ん か ん 患 者 とい うよ うに 、障 害 の 細 分 類 化 が進 ん だ。20世 紀 に入 る と、遺 伝 子 学 が

優 位 を 占め 、 障 害 者 福 祉 政 策 に 大 きな影 響 を与 え た。 障 害 の 原 因 は遺 伝 子 で あ る とみ な さ

れ 、優 生 思想 が発 達 し、 障害 者 に は 結 婚 を禁 じる政 策 も行 わ れ た13。

しか し1928年 に な る と、G.フ レ ド リク ソ ン、D.ス トラ ン ドらは 国 家 が 責任 を持 っ て 、

国民 の 生活 の保 障 に取 り組 む シ ス テ ム の 構 築 を 明確 に示 した 。 い わ ゆ る 「国 民 の 家 」 構 想

で あ る。「国 民 の 家 」とは 、国家 が 「良 き父 」と して人 び との 要 求 や ニー ズ を包 括 的 に規 制 ・

統 制 ・調 整 す る 「家 」 の役 割 を演 じる、 誰 一 人 と して抑 圧 され る こ とが な い社 会 で あ る。

そ こで は 、 人 々 が 助 け合 っ て 生 き るの で あ り、 争 い合 うとい うこ とは な い。 ま た 、 階 級 闘

争 で は な く協調 の 精 神 がす べ て の 人 び とに安 心 と安 全 を与 え る と主 張 され た。「経 済 成 長 か

福 祉 か 」 とい う二 者 択 一 を迫 られ 、 多 くの 国 が 「経 済 成 長 」 を選 択 した の に対 し、 ス ウ ェ

ー デ ン に お い て は
、 経 済 成 長 も雇 用 も福祉 もす べ て実 現 す る とい う道 を選 ん だ。 こ う して

ス ウェ ー デ ンの 社 会 政 策 の基 盤 と もい え る、 す べ て の 国 民 に 対 して 政 府 が 責任 を持 ち、 政

策 を実 践 す る とい う普 遍 的社 会 政策 の 基盤 が で き た とい え る。 そ して階 級 格 差 の解 消 、 社

会 保 障 の整 備 、 経 済 的 平 等 の 達成 、 労働 の 保 障 、 民 主 主 義 の確 立 が 要 請 され 、 次 々 に政 策

化 され て い っ た14。 す な わ ち、社 会 保 険 、労 働 市 場 政 策 、住 宅 政 策 等 の整 備 で あ る。ま た 、

平 等 を原 則 とす る累 進 課 税 制 度 に よ る賦 課 方 式 が確 立 され て い っ た ・5。

1950年 代 、技 術 的 ・医 学 的 研 究 が進 展 し、福 祉 機 器 な どの 生 産 部 門や 補 助 具 の 開発 が 急

速 に発 達 した。 そ れ に よ っ て 、 障 害者 に も労 働 の機 会 が 増 え、 身 体 障 害 者 の リハ ビ リテ ー

シ ョン志 向 も向 上 した の で あ る16。1956年 に はそ れ ま で の 救 貧 法 が 社 会 扶 助 法 に置 き換

え られ た。 障 害者 や 貧 困者 等 の援 助 に 関 して は 、社 会 扶 助 法 に規 定 され て い た。 この よ う

に 障害 者 に も積 極 的 に労 働 市 場 政策 を行 い 、 就 労保 障 を 重視 す る よ うに な っ た 背 景 には 、

す べ て の 人 に 労働 に よ る人 間発 達 と自 己実 現 の機 会 を 与 え、 生 活 の 自立 を保 障 す る とい う

思 想 が うか が わ れ る。 す べ て の 人 が 対 等 な価 値 を もつ 民 主 主 義 社 会 にお い て 、 障 害者 の 積

極 的 な社 会 参加 の 実 現 は重 要 な課 題 で あ った17。

「国 民 の 家 」構 想 の 下 、社 会 福 祉 制 度 が 整 備 され て い っ た が 、 障 害 者 は施 設 収 容 に よ る

処 遇 が 当然 と され 、 自 己決 定 で き な い保 護 の 対 象 で あ っ た18。 そ の よ うな 時 代 の 中 で 、大

規 模 入 所 施 設 で は な く、家 庭 で 身 体 障 害 児 ・者 、病 弱 者 、 高 齢 者 等 の介 護 を支 援 す るた め
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のイ ン ・ホ ー ム ・パ ー ソナ ル ・ア シス タ ン ス と呼 ばれ るシ ス テ ム が 拡 大 され 始 め た。 そ れ

は母 親 が病 気 の 場 合 、 家 族 を 一 時 的 に 援 助 す るイ ン フ ォ ー マ ル な シ ステ ム と して 始 ま っ た

が 、社 会 民 主 党 が 政 権 を取 っ た1930年 代 、地 方 自治 体 にそ の シ ス テ ム が 引 き継 がれ て い

っ た。 労働 市 場 を活 発 化 させ 、 女性 の 労働 市 場 へ の参 加 を図 る 目的 で 、イ ン ・ホ ー ム ・パ

ー ソナ ル ・ア シ ス タ ン ス ・シ ス テ ム の 拡 大 が 図 られ た の で あ る。 こ のイ ン ・ホ ー ム ・パ ー

ソナ ル ・ア シ ス タ ン ス ・シ ス テ ム こそ 、 現 在 の重 度 の 身 体 障 害 者 、 身 体 知 的重 複 障 害 者 、

高 齢 者 の 地域 生 活 を可 能 にす るパ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス制 度 ・9の 前 身 で あ るが 、障 害 当

事 者 の 生活 支援 とい うよ りは 、 家族 介護 者 を支 援 し、 家 族 を一 時 的 に介 護 か ら解 放 し、経

済 発 展 を促 進 させ る こ とを 目的 とす る制 度 と して発 展 して い った20。

第2節 社 会 サ ー ビス の 充 実 と地 域 自立 生 活

2-11960年 代 ～1980年 代 に か け て の 政 策

1960年 代 は 経 済 成 長 の影 響 も あ り、 「福 祉 国 家 の 黄 金 期 」 と も形 容 され る よ うに 、最 も

充 実 した社 会保 障 政 策 が と られ た 時 代 で あ っ た21。1960年 、 国 民 年 金 制 度 が 改 正 され 、

そ れ ま で あ っ た ミー ン ズテ ス ト(資 力 調 査)が 全 廃 され た。16歳 以 上 で 永 続 的 に身 体 障害 の

あ る人 に は 、 国 民 年 金 制 度 の 中 の 早 期 退 職 年 金 が経 済 補 償 と して 支 給 され た 。 ミー ン ズ テ

ス トが な い た め 、障 害 度 だ け で 受 給 資 格 が つ き 、年 金 が受 け られ る よ うに な っ た 。そ の他 、

身 体 障 害者 の た めの 経 済 支 援 と して 、傷 病 手 当(身 体 的 な障 害 が1年 以 上 に わ た る と判 断

され た場 合 の 手 当)、 補 正 手 当(老 齢 年 金 や 全 額 早 期 退 職 年 金 を受 け て い る人 で 、63歳 以

前 に全 盲 ま た は 重 度 の身 体 障 害 が あ るの に施 設 に入 所 して い な い 人 、早期 退 職 年 金 の3分

の1な い し3分 の2の 金 額 を受 給 して い る人 で 、仕 事 をす る の に何 らか の介 助 が 必 要 な人

を対 象 とす る補 足 手 当)、 身 体 障 害者 補 償 金(16歳 以 上 で 早 期 退 職 年 金 の 受 給 対 象 に な ら

な い身 体 障 害者 で 、働 い て い る人 対象)が あ っ た。 ま た 、16歳 以 下 の重 度 障 害 の あ る子 ど

も を持 つ母 親 に 対 して も 、身 体 障 害者 補 償 金 と同 じ金 額 が養 育 費 と して支 給 され て い た 。

さ らに 、身 体 障 害者 に対 して は 、職 業 訓 練 や 経 済 援 助 制 度 が 存 在 して い た。 就 職 相 談 、 就

職 斡 旋 が行 わ れ 、職 業 訓 練 の 費 用 も ミー ン ズテ ス トが あ るに しろ、 支 給 され て い た。 労 働

す る た め に必 要 で あれ ば 、補 助 具 の購 入 費 も支 給 され て い た し、 身 体 障 害者 用 に ア パ ー ト

や 自分 の 家 を改 造 す る とき は 、補 助 費 が 支 給 され る制 度 もあ っ た22。 しか し、以 上 の よ う

に諸 制 度 が進 展 す れ ばす る ほ ど、 諸 制 度 にお け る手続 きの 処 理 問題 、各 コ ミュー ン 間 の地

域 差 の 問題 、 そ して 、 福 祉 専 門職 員 の養 成 の 問題 が課 題 と して 顕 著 に な っ て き た23。
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ま た1950年 代 、 デ ンマ ー ク の 知 的 障 害 の あ る子 ど も を持 つ 親 の 問 で沸 き起 こ った ノー

マ ライ ゼ ー シ ョン思 想24の 影 響 を受 けて 、1960年 代 に は ス ウ ェー デ ン に お い て も ノー マ

ライ ゼ ー シ ョン思想 が 強 ま り、障 害者 福 祉 政 策 に取 り入 れ られ る よ うに な っ て き た。1965

年 、 身 体 障 害 児 等 の た め の 生 徒 寮 に 関 す る 法 律(Lagomelevhemf6rvissa

rorelsehindradebarnm.f1.)の 成 立 に よ り、身 体 障 害 児 に教 育 を受 け る権利 が 認 め られ 、

コ ミュ ー ン25は 身 体 障 害 児 に対 して基 礎 学校 や 特 別 学 校(寮 制 度)で 教 育 を提 供 しな けれ

ば な らな い と規 定 され た(第1条)。 また 、特 別 学校 に お け る寮 は 、身 体 障 害児 の ニ ー ズ に

応 じて 、必 要 なサ ー ビス を提 供 しな けれ ば な らな い と規 定 され た(第2条)26。 さ ら に身 体

障 害 児 に 対 して 、 学 校 で児 童 を 支援 す るパ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ン ス ・サ ー ビス が提 供 され

る よ うに な っ た。 サ ー ビス提 供 者 は 、 児 童 につ い て学 校 に行 き、 トイ レ介 助 や 食 事 介 助 を

行 っ た り、 ノー トテ イ ク も行 っ た りして い た 。 視 覚 障 害児 は、 手 話 の 訓 練 を受 け たサ ー ビ

ス提 供 者 を利 用 す る こ とが で き た27。

1960年 代 後 半 か ら、す べ て の 国 民 が 「安 心 して暮 らせ る」福 祉 社 会 形 成 の た め の 本 格 的

な社 会 福 祉 改 革 が 模 索 され 、 「国 民 の家 」構 想 の 実 現 化 に 向 け た 改 革 が 議 論 され 始 め た 。

1967年12.月 、政 府 に よ って 社 会 福 祉 に 関 す る社 会 調 査 委 員 会 が設 置 され 、1970年 に 国 会

で社 会 福 祉 中央 委 員 会 法 が議 決 、社 会 調 査 委 員 会 に よ る実質 的 な 活 動 が 開始 され た。1970

年 代 に入 る と経 済 が 低 迷 した が 、「国 民 の家 」構 想 の 実 現 に 向 け た努 力 が 続 け られ た。1974

年 に は 、 基本 文 書 『社 会 ケ ア の 目的 と方 策(Socialvarden:MalochMede1)』 が 作 成 され 、

こ の方 針 に 対 す る膨 大 な意 見 聴 取 が行 わ れ た 。そ の結 果 が 『社 会 サ ー ビ ス と社 会 保 険(補 足

給 付)(SocialtjanstochSocialforsakringstillagg)』 と して ま とめ られ た。 さ らに、 そ の報

告 書 を補 強 し、専 門委 員 会 に よ る十 分 な検 討 も経 て 、1979年 に原 案 で あ る 「社 会 サ ー ビス

法 」 が提 出 され た。 国 会 で は、慎 重 審 議 の後 、1980年6月 に議 決 され 、従 来 の 社 会 扶 助 法

(1956年 制 定)、 禁 酒 法(1954年 制 定)、 児 童 福 祉 法(1960年 制 定)の3法 が統 一 され 、1981

年 に制 定 ・翌年 施 行 され る こ とに な っ た の が 、 社 会 サ ー ビス 法(Socialtjanstlagen=SoL)

で あ る28。

社 会 サ ー ビス 法 は、 全78条 で構 成 され てお り、社 会 サ ー ビス を行 う上 で の 「自己決 定

の原 則 」 と 「プ ライ バ シー の原 則 」 を基 本 原 則 と して示 す枠 組 み 法 で あ る。 第1条 に は 、

社 会 サ ー ビス 法 の 目的 と理 念 が示 され 、 す べ て の人 は 同 等 の 価 値 を有 す る とい う民 主 主 義

の価 値 観 、及 び 連 帯 を基 盤 と した 自 由 と 自己決 定 の権 利 を重 要 な 原 則 と して掲 げ て い る。

ま た 、 コ ミ ュー ンの 責 任 につ い て の 規 定(第2条 か ら第4条)が あ り、各 コ ミュー ン は、 行
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政 区域 内 の サ ー ビス につ い て全 責任 を負 い 、 援 助 に 関 す る責任 を も た な けれ ば な らな い と

され た。

さ らに 第5条 か ら第78条 ま で は 、社 会 福 祉 委 員 会 の 責 務 に 関す る規 定(第5条)、 援 助

を受 け る権 利 に 関 す る規 定(第6条)、 社 会 福 祉 委 員 会 の 活 動 の 一 般 規 定(第7条 か ら第10

条)、 ア ル コー ル ・薬 物 等 の 乱 用 者 に対 す る措 置 に 関 す る規 定(第11条)、 児 童 及 び 青 少 年

の ケ ア に 関 す る規 定(第12条 か ら第18条)、 高 齢 者 の ケ ア に 関 す る規 定(第19条 及 び 第20

条)、 障害 者 ケ ア に関 す る規 定(第21条)、 里 親 制 度 等 に 関す る規 定(第22条 か ら第24条)、

未 成 年 者 へ の援 助 に 関す る規 定(第25条)、 未 成 年 者 の ケ ア に 関す る社 会 福 祉 委 員 会 の役 割

規 定(第26条 か ら第32条)、 サ ー ビス 費 用 等 に 関す る規 定(第33条 か ら第37条)、 委 員 会

の構 成 に 関 す る規 定(第38条 か ら第49条)、 苦 情 意 見等 の 処 理 手 続 き に 関す る規 定(第50

条 か ら第58条)、 個 人 情 報 の扱 い に関 す る規 定(第59条 か ら第66条)、 地 方行 政 庁 の役 割

に 関す る規 定(第67条 か ら第70条)、 未 成 年 者 に対 す る虐 待 等 の 通 告 に 関す る規 定(第71

条)、 個 人 の保 護 や そ の他 の措 置 を 目的 とす る事件 の 移 送 に 関す る規 定(第72条)、 決 定 に

対 す る 不服 申 し立 て に 関す る規 定(第73条 及 び 第74条)、 罰 金 に 関す る規 定(第75条 及 び

第76条)、 マ ル メ ・コ ミュー ン、 イ ェテ ボ リ ・コ ミュ ー ン、 ゴ ッ トラ ン ド ・コ ミュー ン の

よ うな ラ ンス テ ィ ン グ29に 属 さな い コ ミュー ン につ い て の 法 の適 用 規 定(第77条)、 戦 争

時 の社 会 サ ー ビス に 関す る規 定(第78条)と い う構 成 に な る30。

特 に この 法 律 にお い て 、第6条 の 援 助 を受 け る権 利 が 明 記 され た こ とが 大 きな 特 徴 とい

え る。 これ に よ り、 そ れ ま で援 助 は 限 られ た 者 だ け しか 受 け る こ とが で き なか っ た の が 、

広 範 な社 会 サ ー ビス を 国民 の権 利 と して 受 け る こ とが で き る よ うに な っ た の で あ る。 さ ら

に コ ミュ ー ンが 決 定 したサ ー ビス に不 服 が あ る場 合 は 、 不服 申 し立 て を行 うこ と もで き る

よ うに な っ た こ とも大 き な変 化 だ った3・ 。こ の よ うに社 会 サ ー ビス 法 は 、社 会 民 主 労 働 党

政 権 が 打 ち出 した 代 表 的 な政 策 の ひ とつ で あ り、個 人 に 権利 を与 え る と同 時 に 、行 政機 関

に義 務 を負 わせ た 法 律 な の で あ る32。

社 会 サ ー ビス 法 に並 ぶ 重 要 な 法律 と して 、1982年 に 制 定 され た の が保 健 ・医療 法(Halso

ochsjukvardslagen=HSL)で あ り、 翌 年 に施 行 され た 。 第2条 に お い て 、 同法 の 目的 と

して 、す べ て の 国 民 に対 等 な 条件 で保 健 ・医療 サ ー ビス を提 供 す るべ き こ とが 規 定 され て

い る。 ま た 、 良 い保 健 ・医療 サ ー ビス に 要 求 され る前 提 条件 と して 、 サ ー ビス の 質 を 向上

す る こ と、 患者 へ 安 心 感 を与 え る こ と、 良 い ア クセ ス 条件 で あ る こ と、患 者 の 自 己決 定 と

人 格 を 尊 重 す る こ と、 患 者 と保 健 ・医 療職 員 の人 間 関係 を対 等 な も の で あ る とす る こ とが
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規 定 され て い る。 さ らに疾 病 予 防 の 重 要 性 、 患 者 の死 へ の 尊 敬 あ る対 応 、 そ して 遺族 へ の

配 慮 、職 員 の 質 の 向上 、職 員 の数 の確 保 、 設 備 な どの サ ー ビス 資 源 の重 要性 につ い て規 定

され た。 医療 サ ー ビ ス は 、患 者 と共 に 計 画 され 、実 行 され な けれ ば な らな い とい うこ とが

強 調 され た の で あ る33。

同法 に お け るサ ー ビス の 内容 と責 務 に つ い て 、 ラ ンス テ ィ ン グ は 、 医療 サ ー ビス に関 す

る責 任 だ けで な く、 ハ ビ リテ ー シ ョン と リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス の提 供 、 身 体 障 害 者

の た め の補 助 具 の 提 供 、視 覚 ・聴 覚 障 害 者 へ の通 訳 サ ー ビス の 提 供 、お むつ な ど患者 が 常

時 必 要 とす る医 療 品 の提 供 、 サ ー ビス を提 供 す る ラ ンス テ ィ ン グ の住 民 で は な い が 、 緊 急

の保 健 ・医療 サ ー ビ ス を必 要 とす る人 へ の サ ー ビス提 供 、住 民 の ニ ー ズ に基 づ い た 保 健 ・

医療 サ ー ビス 計 画 の 策 定 、 プ ライ マ リケ ア の拡 充 な どを行 うこ とが 義 務 付 け られ 、 地 域 に

お け る保 健 ・医 療 と社 会 福 祉 の連 携 も強 調 され る よ うに な っ た 。 ま た 、 それ ま で の 病 院 医

療 中心 か ら保 健 ・地 域 医療 重 視 へ と政 策 の 転 換 が行 わ れ た。 患 者 が 負 担 す るサ ー ビス 料 金

額 は 、 ラ ンス テ ィ ン グ な らび に コ ミュー ン の共 通 の規 定 と して 定 め られ て い る34。

身 体 障 害者 へ の 支 援 に 関 して は 、不 十 分 な 内容 とは い え、1960年 代 か ら政 策 が整 備 され

つ つ あ っ た。 特 に、 労 働 市 場 、 訓 練 、 教 育 分 野 に お い て 、 大 きな 進 歩 が み られ た。 労働 能

力 が あ る とみ な され て い た場 合 、 国 か ら さま ざま な経 済 援 助 を受 け る こ とが で き、 職 場 や

教 育 の場 に お い て 援 助 を受 け る こ とが で きた 。 ま た 、 社 会 サ ー ビス法 及 び保 健 ・医療 サ ー

ビス法 の施 行 に よ り、 対 象 者 を 限 定 して い た 以 前 の法 律 か ら、 す べ て の 国 民 を 対 象 とす る

普 遍 的 な 法律 が 成 立 した の で あ る。 何 よ りサ ー ビス実 施 主 体 の 明 確 化 と不 服 申 し立 て が で

き る よ うに な り、 国 民 の権 利 が 強調 され た こ とは 、 そ の 後 の ス ウ ェー デ ン の普 遍 的性 格 を

持 つ 政 策 の 基 本 的 路 線 とな っ た とい え る。

しか し、障 害 者 の就 職 状 況 は 良 くなか っ た。1970年 代 か ら1980年 代 の 身 体 障 害 者 の失

業 率 に 関す る統 計 で は60%か ら70%で 、多 くの身 体 障 害者 が 働 い て い な い とい う状 況 だ っ

た。 毎 年3,000人 以 上 の 障害 の あ る若 者 は、 高 校 卒業 後 、 早 期 退 職 年 金 で 生活 す るの が 当

た り前 で あ っ た。 運 よ く就 労 で き た と して も、 低 賃 金 で働 か され て い た35。

2-2TheFokusSocietyの 創 設 と 当 事 者 組 織

第1節 で概 観 した よ うに、1950年 代 頃 ま で救 貧 を 目的 とす る政 策 が な され 、身 体 障 害 者

は 、親 が介 護 や 援 助 で き な い場 合 、 病 院 や 入 所 施 設 で の 孤独 な 生 活 を余 儀 な く され た 。 家

族 が援 助 で き る者 は 自宅 で の 生活 とな るが 、 家 族 の元 で 肩 身 の 狭 い 思 い を しなが ら暮 ら し
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て い た36。 障 害 の あ る子 ど もは 、 幼 い うち か ら施 設 に入 所 させ られ た が 、 この 決 定 に は 、

医師 や 行 政 、 専 門職 員 の職 権 的 な 指 示 に よ る影 響 が大 き か っ た 。 そ の際 に は 、親 と医 師 、

行 政 との相 互 協 力 や 話 し合 い は ほ とん ど行 われ ず 、 医 師 は 、 障 害 の あ る子 ど もが 生 ま れ る

と、 両親 に 子 ど も を手 放 して 、 そ の 子 ども の こ とを 忘 れ る よ うに ア ドバ イ ス して きた の で

あ る37。 障 害 者 を示 す 用 語 と して 「無 能 者 」、 「不 具 者 ・不 自由者 」、 「虚 弱 者 ・白痴 ・精 神

遅 滞 者 」 な どが使 用 され る差 別 的 な 社 会 で あ り、 障 害者 に は 人 間 と して の権 利 が認 め られ

て い な か っ た38。

1960年 代 に入 り、ノー マ ライ ゼ ー シ ョンの 理 念 が普 及 して か らは 、脱 施 設 化 の 動 き が 出

て き た。 当時 、施 設 や 病 院 に入 所 せ ず に 、 地 域 で生 活 で きた の は 、 日常 生 活 に お い て パ ー

ソナ ル ・ア シ ス タ ンス に頼 らな くて も生 活 で き た人 だ け で あ った 。 つ ま り、軽 度 の 身 体 障

害 者 しか 地域 社 会 で 生 活 で きず 、 重 度 の 身 体 障 害 者 は入 所施 設 に 「保 護 す る」 こ とが 最 も

適 切 な方 法 で あ る と考 え られ て い た 。1930年 代 に始 ま っ たパ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス ・シ

ステ ム が年 月 を経 て も 、基 本 的 な形 は 変 わ らず 、重 度 の 身 体 障 害 者 の生 活 を支 援 す る よ う

に で き て い な か った こ と も、 重 度 障 害 者 の地 域 生 活 が な か な か 進 展 しな か っ た 一 っ の 原 因

で あ っ た と、 当 事者 で あ りス ウェ ー デ ンの 当事 者 活 動 に携 わ って き た ア ドル フ ・ラ ッカ は

指 摘 して い る39。

そ の よ うな 状 況 の 中 で 、 入 所 施 設 に 替 わ る 生 活 の 場 を提 供 す る た め に 、TheFokus

Society40(フ ォ ー カ ス共 同 体)が1964年 に設 立 され た。TheFokusSocietyは 、重 度 の身

体 障害 者 に 対 して 住 居 、 ケ ア サ ー ビス 等 を提 供 し、 障 害 の な い 人 と同 じ 自立 的 な 地 域 生 活

を可 能 にす る こ とを 目的 と して い た。TheFokusSocietyは 、人 里 離 れ た 入 所 施 設 で は な

く、普 通 の住 宅街 に あ る アパ ー トを確 保 し、 パ ー ソナル ・ア シス タ ン ス の24時 間サ ー ビ

ス対 応 シ ス テ ム を構 築 した。 さ ら にそ の ア パ ー トに は 、 障 害 の な い 人 も入 居 で き る よ うに

し、大 規 模 施 設 の 縮 小 版 の よ うに な らな い よ うに した。 前述 した ノー マ ラ イ ゼ ー シ ョン理

念 の具 現化 の 第 一 歩 とも い え る。最 初 の280の アパ ー トは 、12の コ ミ ュー ン に作 られ 、こ

れ らの アパ ー トは 車 椅 子 の人 が利 用 しや す い よ うに設 計 され て い た 。身 体 障 害者 に とって 、

こ の よ うな バ リア フ リー 住 宅 に住 む こ とは、 活 動 範 囲 を 広 げ 、 選 択 肢 の 幅 も増 加 させ た の

だ っ た。 そ の 一 方 で パ ー ソナル ・ア シス タ ン ス の質 の 向 上 が 課 題 と して浮 か び 上 が って き

た。 な お 、TheFokusSocietyは 、 障 害 者 の就 労 も奨 励 してお り、身 体 障 害 者 が 職 場 を選

び 、就 職 し、 そ れ を維 持 し続 け るた め の 必 要 な援 助 を 与 え る こ とを 目指 して い た41。

TheFokusSocietyは 、バ リア フ リー の アパ ー トを増 や す 活 動 を続 け 、 同 時 に、 政 府 に
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対 し て 障 害 者 の 住 宅 政 策 を 整 備 す る よ う に 働 き か け て い っ た 。そ の 結 果 、各 コ ミ ュ ー ン は 、

1973年 に 身 体 障 害 者 が 利 用 しや す い よ う な バ リア フ リー 住 宅 と24時 間 の パ ー ソ ナ ル ・ア

シ ス タ ン ス ・サ ー ビ ス を 提 供 す る 責 任 を 課 され た 。1979年 に は 、バ リア フ リー の 整 っ た 住

宅 や パ ー ソ ナ ル ・ア シ ス タ ン ス も 増 加 し、1980年 代 に な る とTheFokusSocietyが 建 設 し

た 集 合 住 宅 を フ ォ ー カ ス と い う言 葉 で 呼 ぶ こ と は 施 設 を 連 想 さ せ る と い う当 事 者 組 織 か ら

の 批 判 も あ り、 「住 居 」 を 意 味 す る ス ウ ェ ー デ ン 語 「ボ ー エ ン デ 」 と 呼 ば れ る こ とが 主 流 と

な っ た 。 ま た 、 政 府 の 住 宅 基 準 が 新 し く な り、 さ ら に1987年 に 成 立 した 計 画 建 築 法(Plan

ochBygglagen:PBL法)に よ り、 バ リア フ リー 機 能 の 整 っ た 住 宅 が 整 備 して く る と、 次 第

にTheFokusSocietyの 活 動 は 衰 退 し 、 話 題 に され な く な っ た 。TheFokusSocietyが 実

行 し て き た こ と を 政 府 や コ ミ ュ ー ン が 中 心 に な っ て 担 う よ う に な っ た の で あ る42。 こ の

よ うな 動 き が 広 ま る と 、 身 体 障 害 者 の た め の 入 所 施 設 は 徐 々 に 再 編 成 され 、 病 院 の 整 形 外

科 や 一 般 の 教 育 シ ス テ ム の 一 部 と して 運 営 され る よ うに な っ て い っ た43。

1983年12月 、ス ト ッ ク ホ ル ム で 自立 生 活 運 動 セ ミナ ー-44が 開 か れ た 。 そ の 結 果 、翌 年

ス ト ッ ク ホ ル ム 自立 生 活 グ ル ー プ(STIL)が 、 重 度 身 体 障 害 者 の た め の パ ー ソナ ル ・ア シ ス

タ ン ス の 選 択 肢 を 増 や す こ と を 目的 と して 設 立 され た 。STILは 、 そ れ ま で のTheFokus

Societyが 考 え た よ うな 住 宅 とサ ー ビ ス の 一 体 型 で は な く 、 住 宅 と サ ー ビ ス を そ れ ぞ れ 別

に 提 供 す る こ と を 主 張 し た 。 そ して 、 パ ー ソ ナ ル ・ア シ ス タ ン ス の 費 用 は 、 障 害 当 事 者 に

コ ミ ュ ー ンや 国 か ら支 払 わ れ 、 当 事 者 は 自分 の 選 ん だ ア シ ス タ ン ス か ら サ ー ビ ス を 受 け ら

れ る よ うに す る べ き で あ る と 主 張 した 。 こ の よ うな 当 事 者 か らの 主 張 や 活 動 が 後 の ス ウ ェ

ー デ ン に お け る 障 害 者 福 祉 政 策 に 大 き な 影 響 を 与 え た の で あ る45 。

以 上 の よ う に 、 障 害 当 事 者 の 活 動 が 活 発 に な っ て く る と、 ア ク セ シ ビ リテ ィ の 改 善 を 考

慮 し て い か な け れ ば な ら な く な る。1979年 、公 共 交 通 機 関 を 身 体 障 害 者 が 利 用 しや す い よ

うに す る べ き で あ る と し て 、1990年 ま で に バ リ ア フ リー 整 備 を 完 成 させ る べ き で は な い か

と い う議 論 が な さ れ 、 障 害 者 に 対 応 さ せ た 公 共 交 通 機 関 に 関 す る 法 律46(Lagom

handikappanpassadkollektivtrafik)が 制 定 され た 。 しか し、 障 害 者 の ア ク セ シ ビ リテ ィ

に 関 す る 明 確 な 定 義 が な され て お ら ず 、 ま た 、 公 共 交 通 機 関 の 改 善 費 用 を 事 業 者 負 担 と し

た た め 、 バ リア フ リー 整 備 は 進 展 しな か っ た 。
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第3節 身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の 確 立

3-11990年 代 に お け る 改 革

1990年 代 は、ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 政 策 に とっ て 、変 革 の年 だ っ た と もい え る。特 に 、

高 齢 者 福 祉 ・障 害 者 福 祉 分 野 で 大 き な変 化 が 起 き た 。1992年 に 、 エ ー デ ル 改 革(Aldre

Delegationen)47と 呼 ば れ る高 齢 者 福 祉 改 革 が な され た 。 エ ー デ ル 改 革 の 目的 は 、長 期 的

医療 ニ ー ズ を もつ 高 齢 者 や 身 体 障 害者 の 医療 と福 祉 サ ー ビス を統 合 す る こ とだ っ た。 これ

に よ り、保 健 ・医 療 法 に規 定 され て い た リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス の 提 供 、 補 助 具 の提

供 等 の 責任 が ラ ンス テ ィ ン グ か ら コ ミュー ン に移 行 され た。 さ らに1993年 国 連 に よ っ て

制 定 され た 「障 害者 の機 会 均 等化 に関 す る基 準 規 則 」 の影 響 は大 き く、 以 来 ス ウェー デ ン

の 障害 者 福 祉 政 策 は、 「基 準規 則 」 を土 台 に して成 り立 っ て い る とい え る48。

以 下 で は 、 身 体 障 害 者 の生 活 保 障 の 充 実 に 向 け た1990年 代 の新 しい 法律 の 要 点 につ い

て提 示 して お こ う。

(1)機 能 障 害 者 の た め の援 助 及 び サ ー ビス に 関す る法 律(Lagomst6dochservicetillvissa

funktionshindrade)

い わ ゆ るLSS法 で あ る。1980年 代 後 半 か ら障 害 当 事者 運 動 の 影 響 もあ り、 障 害者 の特

別 立 法 を新 た に 策 定 す る た め 、議 論 が な され て き た。1989年 、障 害 者 の社 会 参加 を進 め る

た め の調 査 委 員 会 で あ る 「障 害者 政 策 に 関す る1989年 委 員 会 」 が設 置 され た 。 ノー マ ラ

イ ゼ ー シ ョンの過 去 の経 緯 を踏 ま えて21世 紀 を展 望 す る障 害 者 施 策 の あ り方 を模 索 す る

こ とを課 題 とす る も の で あ っ た。 そ して 委 員 会 の最 終 答 申書 に基 づ い て 、新 た に 特別 立 法

が必 要 で あ る こ とが 強 調 され49、 新 援 護 法(1985年 制 定)5・ と身 体 障 害 児 等 の た め の生

徒 寮 に 関す る法 律(1965年 制 定)を 統 合 し、 発 展 させ た特 別 立 法 がLSS法 と して1993

年 に制 定 され た51。

ス ウェ ー デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 に とっ て 画 期 的 な法 律 と もい え るLSS法 は 、障 害 者 の社

会 参 加 を 可 能 に し、 当事 者 の意 思 が 反 映 され た 自己決 定 を可 能 にす る支 援 の 実 現 を根 本 的

な 目的 と して い た 。LSS法 は 、 全29条 か ら成 り立 っ てお り、 まず 第1条 で 対 象 者 を 「①

知 的 障 害 、 自閉 症 、 あ る い は 自閉 的傾 向 を示 す 人 、② 成 人 後 、 事 故 や 疾 病 、脳 出 血 等 に よ

る脳 傷 害 で 、 永続 的 に一 定 の知 的 能 力 に機 能 障 害 を有 して い る人 、 ③ 上 記 以外 で 、 日常 生

活 に支 障 を きた し、 そ の結 果 、援 助 ・サ ー ビス を必 要 とす る身 体 的 又 は精 神 的 に継 続 的 な

機 能 障 害 を有 す る人 。 通 常 の 高齢 化 に よ る機 能 障害 は 除 く」 とい うよ うに規 定 し、 以 前 の

法 律 で は 対象 と され て い な か っ た 、 身 体 障 害 、 視 覚 ・聴 覚 障 害 、 そ の他 の機 能 障 害 も含 ま
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れ る よ うに な っ た 。

それ で は 第2条 か ら第29条 に つ い て も見 て お こ う。 ラ ン ステ ィ ン グ とコ ミュー ン の援

助 にお け る実施 責任 に 関す る規 定(第2条 及 び 第3条)、 個 人 の権 利 に 関 す る規 定(第4条)、

サ ー ビス活 動 の 目的 に 関す る規 定(第5条)、 社 会 保 険機 関 、 住 宅 機 関 、 労働 市 場機 関 な ど

の他 の 関連 諸機 関 との連 携 に 関 す る規 定(第6条)、 援 助 を受 け る権 利 に 関 す る規 定(第7条

及 び 第8条)、 サ ー ビ ス に 関す る規 定(第9条)、 当 事者 を支 援 す る た め の 個 別 計 画 に 関す る

規 定(第10条)、 長 期 に わ た る薬 物 乱 用 等 の理 由 に よ り当 事者 が コ ミュー ン か らの 経 済 的 援

助 を 自分 自身 で 受 け る こ とが で き な い 場 合 の規 定(第11条)、 当事 者 、後 見 人 、家 族 が不 当

な 申請 を した 場 合 の 規 定(第12条)、 政 府 の 当事 者 の 安 全 確 保 に 関す る規 定(第13条)、 コ

ミュー ンの 特別 任 務 に 関す る規 定(第14条 及 び 第15条)、 ラ ン ステ ィ ン グ と コ ミュー ン の

責 任 に つ い て の 共 同規 則 に 関す る規 定(第16条 及 び 第17条)、 手 数 料 等 に 関 す る規 定(第

18条 か ら第21条)、 コ ミュー ンや ラ ンス テ ィ ン グ の 上部 組 織 構 成 に 関す る規 定(第22条)、

個 人 事 業 に 関 す る規 定(第23条 及 び 第24条)、 社 会 庁 の 役 割 に 関す る規 定(第25条 及 び 第

26条)、 不 服 申 し立 て に 関す る規 定(第27条)、 個 人 事 業者 が 違 反 した場 合 の罰 則 規 定(第

28条)、 秘 密 保 持 規 定(第29条)と な っ て い る52。

なお 、 第9条 の サ ー ビス に 関 す る規 定 の 内容 は 、 「① サ ー ビス(障 害 当事 者 と家 族 に対

す る助 言 と個 別 援 助 、パ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス に よ る支 援 と経 済 援 助(65歳 以 下 の人 を

対 象))、 ② 移 送 サ ー ビス 、 ③ コ ン タ ク トパ ー ソ ン53に よ る援 助 、 ④ レス パ イ トサ ー ビ ス 、

⑤ シ ョー トス テ イ サ ー ビス 、⑥12歳 以 上 の 学 童 児 童 へ の課 外 活 動(学 童 保 育)、 ⑦ 里 親 制 度

ま た は 、何 らか の 理 由 で 自宅 以外 に住 む 必 要 性 の あ る児 童 ・青 少 年 の た め の特 別 サ ー ビス

つ き の住 居 、 ⑧ 成 人 用 の特 別 サ ー ビス 付 き の住 居(グ ル ー プ ホ ー ム も含 む)、 ⑨ 職 業 又 は 、

学 業 に もつ い て い ない 人 の た め の 日中活 動 支 援 」 で あ る。 こ の よ うに 、 障 害者 の権 利 を 明

確 に定 義 づ けた 法 律 が よ うや く制 定 され 、 実 施 され た の で あ る。

(2)介 護 手 当 に 関す る法 律(Lagomassistansersattning=LASS法)(以 下LASS法)

LASS法 は 、重 度 の 身 体 障 害 者 の 自立 生 活 を 可 能 にす る制 度 で あ り、LSS法 と同 じ く

1993年 成 立 した。LASS法 に よ り、1930年 代 か ら存 在 して い た パ ー ソナル ・ア シス タ ン

ス ・シ ス テ ム が 、法律 と して 体 系 化 され た。 ま た 、前 述 したLSS法 の 第5条 で 規 定 され て

い る 「生活 条件 の 平 等 化 と社 会 参加 の 奨 励 」 を具 体 的 に 制度 化 した もの で あ る。 この よ う

に 、重 度 の 障 害 が あ っ て も 障 害 の な い 人 と同 じよ うに 生 活 す る権 利 が あ る こ とが認 め られ

た とい え る。 障 害者 の ニ ー ズ に 合 わ せ 、 生 活 全 般 、就 学 及 び 就 労 、余 暇 活 動 等 にお け る支
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援 が行 われ 、援 助 内容 も 障害 者 の 希 望 に 合 わせ て決 定 され る と定 め られ て い る54。

LASS法 に よ る対 象 者 は、65歳 以 下 の 重 度 障 害者 で 、1人 で 生 活 して い る人 、 家族 と生

活 して い る人 、ま たLSS法 第9条 のパ ー ソナ ル ・ア シス タ ン ス に よ る 日常 生 活 援 助 を受 け

る権 利 が あ り、 週 に20時 間 以 上 の 援 助 が必 要 な 人 で あ る。 パ ー ソナル ・ア シス タ ン ス に

係 る費 用 は 、1週 間 に20時 間 以 上 の 支 援 が必 要 な 場 合 、 政 府 が負 担 し、20時 間以 下 の 支

援 で十 分 な 場 合 は 、 コ ミ ュー ンが 負 担 す るが 、2年 ご とに再 審 査 ・再 決 定 が行 わ れ る55。

なお 、LASS法 で は、 障害 者 の 自 己決 定 を尊 重 す る とい う視 点 か ら、パ ー ソナ ル ・ア シ ス

タ ン ス を 障 害 当事 者 が 雇 用 す る こ と も可 能 に な っ た。

(3)ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズ マ ン法

全5条 か らな る こ の法 律 は1994年 に制 定 され 、 ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズ マ ンが 設

置 され た。 これ に よ り、 ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ ズ マ ンは 障 害 者 の 権 利 を 守 り、1993

年 に 国連 に よっ て 制 定 され た 「障 害者 の機 会 均 等 化 に 関 す る基 準 規 則 」 が 国 内 で遵 守 され

て い る か ど うか を監 視 す る役 割 を 担 うこ とに な っ た。 第1条 で は 、 そ の 目的 と して 、 障 害

者 の 完 全 参 加 と平 等 な生 活 条 件 の 獲 得 に 関 す る 規 定 が 掲 げ られ て い る。 ハ ンデ ィ キ ャ ッ

プ ・オ ンブ ズ マ ン は、 障害 者 の 自 己決 定 権 を保 障 し、社 会 参加 を促 進 す る総 合 的視 点 か ら

障 害 者 の 生活 条件 を改 善 して い くた め の 役 割 を担 っ て い る。 ま た ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン

ブ ズマ ンは 、 法 律 ・条 令 で不 足 して い る 内容 を 改 善す る活 動(第2条)、 障 害者 が 差 別 を受

け た り、不 当 な扱 い を受 け た り しな い よ うに 障害 者 団 体 、企 業 、行 政 機 関 との連 絡 を保 ち 、

情 報 提 供 す る活 動(第3条)、 地 域 で の研 究 ・発 展 活 動 に貢 献 す る活 動 を行 っ て い る。 第4

条 にお い て は 、 障 害 者 福 祉 の 責任 を負 う行 政 機 関 で あ る ラ ン ステ ィ ング と コ ミュー ン は 、

各 事 業 に 関 す る報 告 書 をハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ ズ マ ンに 提 出 す る義 務 が あ る と規 定 さ

れ て い る。 ま た 第5条 で は 、 ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズ マ ン は政 府 に よ って 任 命 され る

国 の機 関 で あ り、 内 閣 府 は任 期 を 定 め る 旨が 規 定 され て い る。 な お 任 期 は6年 で あ る。 ハ

ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ ズマ ン法施 行 後 、 ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ ズ マ ンは 、 障 害 者 の

権 利 を 守 り、 差別 禁 止 を監 視 す る役 割 を強 く求 め られ る よ うにな っ た56。

(4)入 所 施 設 解 体 法

1996年 に 国会 で入 所 施 設 解 体 法 が承 認 され た 。脱 施 設 化 の動 き は1970年 代 か ら始 ま っ

て い た が 、 費 用 の 問 題 、人 材 的 な 問題 、 住 宅 不 足 の 問題 等 が あ り、 す ぐに脱 施 設 とい うわ

け に は い か な か った 。 地 域 で 生活 す る条 件 を整 え る た め に 、 法 律 の整 備 や バ リア フ リー 化

を 図 る た め に補 助 金 を 出 した りす る こ とに よ っ て 、徐 々 に 地 域 で の生 活 が確 立 され て い っ
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た とい え る57。 この法 律 に よ り、す べ て の入 所 施 設 の解 体 期 日が1999年12月31日 と規

定 され た。以 来 、入 所 施 設 を徐 々 に解 体 し、障 害 者 の 生 活 の 場 を地 域 で の グル ー プ ホ ー ム 、

援 助 付 き の ア パ ー ト、 ま た は通 常 の ア パ ー トに移 行 させ た。

3-2社 会 へ の 完 全 参 加 の 実 現 に 向 け て

21世 紀 に 入 って か ら も、障 害者 の 社 会 へ の完 全 参 加 を実 現 す るべ く、政 策 を改 正 して い

く試 み が行 わ れ て い る。そ の政 策 の 最 初 の 試 み が 、社 会 サ ー ビス 法 を改 正 す る こ とだ った 。

す で に1997年 に社 会 サ ー ビス 法 を改 正 す る動 き が あ り、2001年 に改 正 され た。 こ の改 正

の 目的 は 、社 会 サ ー ビス にお け る コ ミ ュー ン の責 任 を 明確 に す るた め で あ り、社 会 サ ー ビ

ス法 の理 念 や 目的 を変 更 す る もの で は な い 。ま た 、多 様 な ニ ー ズ に適 切 に対 応 す る こ とや 、

社 会 サ ー ビス の 効 率 化 の要 求 に応 え る こ とを可 能 にす るた め に、 社 会 福 祉 専 門職 の専 門性

の強 化 と質 の 向 上 を図 っ た の で あ る58。 さ らに 、法 改 正 に よ り援 助 を受 け る権 利 が 明 確 に

規 定 され 、 よ り細 か く援 助 内容 が 明 記 され る こ とに な っ た。 た とえ ば 、収 入 が 低 く、 生 活

保 護 を受 けな けれ ば な らな い場 合 、 以 前 の 食 料 品 、衣 料 品 、 余 暇 、 公 衆 衛 生 、新 聞 代 、 電

話 代 、 テ レ ビな どの 費 用 に加 え 、 歯 科 ケ ア 、 医療 ケ ア 、 眼鏡 、 旅 行 、葬 儀 に か か る費 用 に

関 して も経 済援 助 を受 け る こ とが で き る よ うに な っ た59。

社 会 サ ー ビス は、 個 人 の ニ ー ズ に応 じて 提 供 され るべ きで あ り、 ま た 多様 化 す るニ ー ズ

に対 応 で き る よ うに 関係 機 関や 行 政 との 連 携 が必 要 で あ る。 こ の改 正 に よ り、 不 服 申 し立

て に 関す る権 利 も強 くな り、 生 計援 助 に 関す る決 定 と、 支援 や ホ ー ムヘ ル プ サ ー ビス な ど

の よ うな サ ー ビス 援 助 に 関す る決 定 に つ い て も行 政 裁 判 所 に 訴 え る こ とが で き る よ うに な

っ た。 す べ て の 人 が 援 助 を要 求 す る権利 を持 つ こ とに な っ た の で あ る60。

2000年 にス ウェー デ ン政府 は 、前 述 の1993年 に 国連 に よ っ て制 定 され た 「障 害 者 の機

会 均 等 化 に関 す る基 準 規則 」 に基 づ き 、 障 害 者 福 祉 政 策 の た め の行 動 計 画 を策 定 した6・ 。

これ は 、2010年 ま で の10年 間 で 、障 害 者 の完 全 参加 、 障 害 者 間 の男 女 平 等 、 及 び 差 別 の

な い社 会 の構 築 を 目指 し、 そ の た めに 、 政 府 が責 任 を持 っ て 公 共 交 通 機 関 、情 報 、 メデ ィ

ア 、教 育 、 労働 、 社 会 サ ー ビス 、 文化 な どへ の 障害 者 の ア クセ ス を容 易 に し、彼 らの 社 会

参 加 を保 障 しよ う とす る も の で あ る。

2008年 に は新 差 別 禁 止 法 が 制 定 され 、翌年 施 行 され た 。新 差 別 禁 止 法 は、平 等 法(1991

年 制 定)と 民族 ・宗教 ・信 仰 上 の雇 用 差 別 禁 止 法(1999年 制 定)、障 害者 雇 用 差 別 禁 止 法(1999

年 制 定)、 そ して性 的 指 向 上 の 雇 用 差 別 禁 止 法(1999年 制 定)の す べ て を統 合 し、 よ り強 力
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な差 別 禁 止 法 と して 制 定 され た もの で あ る。 この 法律 の 施 行 に よ り、 これ ま で の 差 別 禁 止

に 関す るす べ て の 法 律 と平 等 法 は廃 止 され た 。新 差 別 禁 止 法 に お い て は 、第1条 で 、性 差 、

性 同一 性 障 害 、 民 族 、 宗 教 、信 仰 、 障 害 、 性 的 指 向 、年 齢 に よ る差 別 を禁 じ、他 の 人 と同

じ権 利 と可 能性 を持 て る よ うに 支援 す る こ とを 目的 と して い る。全6章 で構 成 され て お り、

職 場 や 、雇 用 、 教 育 現 場 、社 会 サ ー ビス 、 病 院 、保 健 医療 等 、 日常 にお け るあ らゆ る場 面

の差 別 を禁 止 して い る。 ま た 、第4章 で 差 別 オ ン ブ ズ マ ンの 設 置 と差 別 委 員 会 の 設 置 につ

い て規 定 され 、 さ らに第6章 に は訴 訟 に つ い て 明 記 され てお り、 障 害者 等 、マ イ ノ リテ ィ

に属 す る人 々 の 権利 を強 め た もの とな っ て い る62。

新 差 別 禁 止 法 の 注 目す べ き 点 は 、第4章 の監 視 制 度 に明 示 され た差 別 オ ンブ ズマ ン と差

別 委 員 会 の設 置 で あ り、 こ の 監視 制 度 が機 能 す る こ とに よ り、 法 律 の実 行 力 が 高 め られ て

い る。 ま た 、 法 律 に抵 触 した場 合 の罰 則 規 定 も設 け られ 、 差 別 禁 止 規 定 が よ り強化 され る

内容 とな っ て い る。 た だ しス ウェ ー デ ン政 府 は 「今 ま で に な い 強 力 な差 別 禁 止 法 」 と謳 っ

て い た が 、 障 害者 団 体 は 、差 別 に 関 す る政 府 の認 識 は 非 常 に 甘 い と し、法 律 の 曖 昧 さ と不

十 分 さを指 摘 して お り、今 後 も変化 して い く と思 われ る63。

2008年 に制 定 され た新 差別 禁 止 法 の施 行 と同 時 に、差別 オ ン ブ ズマ ン 法 が2009年1.月

1日 に施 行 され た 。 差 別 オ ンブ ズ マ ンは 、 以 前 か ら設 置 され て い る人 種 や 民族 差別 を受 け

た人 の権 利 擁 護 の た め の差 別 オ ンブ ズ マ ン(DO)、 性 別 を理 由 に差 別 を受 けた 人 の権 利 擁 護

の た め の 平 等 オ ンブ ズ マ ン(JamO)、 障害 者 の権 利 擁 護 の た め のハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ

ズマ ン(HO)、 同性 愛 者 の 権 利 擁 護 の た めの 性 的指 向 オ ン ブ ズ マ ン(HomO)が 統 一 され 、 再

構 築 され て設 置 され た 。2010年 、差 別 オ ン ブ ズマ ン の 運 営 予 算 は 、約9,250万SEK(1SEK

=約12円)で あ った 。 差 別 オ ンブ ズ マ ン は、 差 別 を禁 止 し、 マ イ ノ リテ ィ の権 利 擁 護 の た

め に 、① 情 報 提 供 や 研 修 を行 うこ と、 ま た 、 行 政 機 関 、企 業 、 当事 者 、 当事 者 組 織 と連 絡

を常 に と る こ と、 ② 国 際動 向 に従 うこ と、 また 、 国 際組 織 と連 絡 を と りあ うこ と、 ③ 調 査

や 開発 研 究 を行 うこ と、④ 政 府 と と もに 、 現 状 の変 化 に 対応 し、 ま た 、差 別 と闘 うこ と、

⑤ そ の他 、必 要 に応 じて適 切 な措 置 を とる こ とを活 動 内容 と して い る64。

ま た 、2011年5.月2日 、以 前 の 計 画 ・建 築 法 は廃 止 され 、新 計 画 ・建 築 法 が施 行 され た。

身 体 障 害者 が社 会 参 加 しや す い よ うに、 ア クセ シ ビ リテ ィの 保 障 を 明確 に示 し、 身 体 障 害

者 の た め に 、 車椅 子 に配 慮 した設 計 に す るべ き こ とや 、 す べ て の 人 に とっ て使 い や す い デ

ザ イ ン を 考慮 した 設 計 にす るべ き こ とが 盛 り込 まれ た65。
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以 下 に示 す 表3-1は 、 ス ウ ェー デ ン の障 害 者 福 祉 政 策 とそ れ に 関連 す る政 策 の発 展 を

ま とめ た もの で あ る。 本 章 です で に見 て きた よ うに 、 ス ウ ェー デ ン政 府 が行 っ て きた 障 害

者 福 祉 政 策 は 、 初 期 にお い て は 生活 保 護 と同様 に扱 わ れ て い た 。 伝 統 的 な 医 学概 念 中心 で

障 害 が捉 え られ 、 そ の視 点 で施 設 処遇 や 治 療 目的 の教 育 ・訓 練 が 行 われ て い た。 そ の 後 、

前 述 の よ うに 、 知 的 障 害 を もつ親 の 問 か ら普 及 した ノー マ ライ ゼ ー シ ョン の概 念 が社 会 に

広 ま り、 当事者 運 動 が 盛 り上 が りを見 せ 、 障 害 者 を ひ と りの 人 間 と して捉 え る とい う方 向

で 障害 者 福 祉 政 策 の 根 本 的理 念 に影 響 を与 え て き た。

1970年 代 に は 障害 が 生活 環 境 条 件 と関連 づ け て 考 え られ る よ うに な り、住 宅 をバ リア フ

リー に し、 パ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス を利 用 す る こ とに よっ て 、 地 域 で の 自立 生活 を実 現

す る試 み が 実 践 され 始 め た。 障 害 が あ っ て も援 助 を受 け な が ら障 害 の な い人 と同様 に、 地

域 で生 活 す る こ とを可 能 にす る動 きで あ る。 ま た 、 障 害 を生 活 環 境 と関連 づ けて 考 え るべ

き で あ る とい う理 念 は 、今 日のLSS法 や 社 会 サ ー ビス 法 の基 礎 とな り、障 害 者 だ け で な く、

国民 全 員 が 基本 的 権 利 を持 つ べ き で あ る とい う理 念 の 生成 に 繋 が っ た。 障 害者 に は 、 可 能

な 限 り社 会 に 統 合 され 、援 助 を 受 けな が らで も 障害 の な い 人 と同 じ生 活 を送 る権利 が あ る

こ とが示 され て い る。

そ して 、21世 紀 に な っ て か ら も身 体 障 害 者 の 完 全 な 社 会 参 加 を 実 現す べ く、 さま ざま な

取 り組 み が続 け られ て い る。2000年 の行 動 計 画 で 、政 府 が 責 任 を持 っ て公 共 交 通機 関、建

物 、情 報 、社 会 サ ー ビス等 へ の ア クセ シ ビ リテ ィ整 備 を行 うこ とを示 した 。10年 間 の行 動

計 画 の期 間 は 終 了 した が 、更 な る改 善 に 向 け て の取 り組 み が 行 わ れ てい る。 ま た新 差 別 禁

止 法 に よ り、 障 害者 も含 め た マ イ ノ リテ ィ に対 す る あ らゆ る差 別 の禁 止 が規 定 され た 。 新

計 画 ・建 築 法 で は 、 ア クセ シ ビ リテ ィの保 障 が 明確 に され た 。 こ の よ うに 、 ス ウ ェー デ ン

の試 み は 単 な る理 念 に と どま らず 、障 害 者 福 祉 政 策 の さ らな る改 革 と一 層 の 充 実 を 目指 し、

障 害 者 の社 会 参加 を保 障す る具 体 的 な 取 組 み が展 開 され るま で に な っ て い るの で あ る。
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表3-1ス ウ ェーデ ンの障害者福祉 政策 と関連す る政策 の発展

1847年

1913年

1918年

1924年

1928年

1931年

1934年

1935年

1941年

1944年

1954年

1956年

1960年

1965年

1967年

1975年

1979年

1981年

1982年

1985年

1987年

1993年

1994年

1996年

1999年

1999年

救 貧 法

禁 酒 保 護 に 関す る法律

救 貧 法 改 正

児 童 福 祉 に 関す る法律

「国 民 の家 」 構 想

疾 病 保 険 法

失 業 保 険 法

ス ウ ェー デ ン不 妊 法

ス ウ ェー デ ン不 妊 法 改 正

ス ウ ェー デ ン去 勢 法(性 的 犯 罪 者)

断 酒 保 護 法

社 会 扶 助 法

児 童 福 祉 法

身 体 障 害 児 等 の た め の 生 徒 寮 に 関す る法律

知 的 障 害 者 援 護 法(旧 援 護 法)

ス ウ ェー デ ン不 妊 法 改 正(本 人 の 同意 が な い 不妊 手

術 はす べ て禁 止)

身 体 障 害 者 に とっ て 利 用 しや す い 公 共 交 通 機 関 に

関 す る法 律

社 会 サ ー ビス法 成 立→ 断 酒 保 護 法 、生 活 保 護 法 、児

童保 護 法 の廃 止

保 健 ・医療 法

新 援 護 法

計 画 ・建 築 法

LSS法 ・LASS法 → 新 援 護 法 の廃 止

ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズマ ン法

入 所 施 設 解 体 法 承 認

障 害 者 雇 用 差 別 禁 止 法

12.月31日 す べ て の入 所 施 設 の解 体
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2000年

2001年

2008年

2009年

2010年

国 の 行 動 計 画 策 定(2010年 ま で に障 害 者 の ア クセ シ

ビ リテ ィ に 関す る計 画)

社 会 サ ー ビス法 改 正

新差別禁止法(既 存 の差別禁止法すべ て統合)

ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズ マ ン法 を差 別 オ ンブ ズ

マ ン法 に統 合(ハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ン ブ ズ マ ン法 廃

止)

新 計 画 ・建 築 法

出所:仲 村 優 一 、 一 番 ヶ瀬 康 子編 『世 界 の 社 会 福 祉1一 ス ウ ェー デ ン ・フ ィ ン ラ ン ド』 旬

報 社,1998年 を参 照 し、最 近 の 法 律 は筆 者 が付 け加 え 作 成 した 。

【注 】

1こ の 教 会 区 が 現 在 の コ ミ ュ ー ン と 呼 ば れ る 行 政 単 位 に な る。
2MagnusTideman .ed.(2000),p20.
31853年 ドイ ツ の ラ イ ン 地 方 の エ ル バ ー フ ェ ル ト市 に て 誕 生 し た 制 度 。 救 貧 委 員 が 貧 民 に

実 際 に 接 し援 助 を 行 う。 こ の 制 度 は 海 外 に 広 ま り、 日本 で は 民 政 委 員 の 前 身 で あ る 方 面

委 員 制 度 と して 発 達 し た 。 な お エ ル バ ー フ ェ ル ト制 度 の 詳 細 に つ い て は 、 加 来 祥 男 の 研

究 を 参 照 に さ れ た い 。
4MagnusTideman .ed.(2000),pp21-22.
5MagnusTideman .ed.(2000)pp19-20.
6MagnusTideman .ed.(2000)pp19-20.

7MagnusTideman .ed.(2000),pp22-23.
8MagnusTideman .ed.(2000),pp23-24.
9聴 覚 障 害 の あ る 子 ど も の た め に 、 ス ト ッ ク ホ ル ム ・ユ ー ル ゴー デ ン に 設 立 さ れ た 歴 史 あ

る 学 校 。 現 在 、 就 学 前 ク ラ ス か ら10年 生 ま で 約120人 の 生 徒 が 通 っ て い る 。 国 立 特 別

支 援 教 育 庁:

SpecialpedagogiskaSkolmyndigheten(SPSM)ホ ー ム ペ ー ジ

htt:〃www.ssm.se1Skolor1Manillaskolan1(検 索 日:2011108121)を 参 照 され た い 。

1°非 常 に 信 心 深 く 、 慈 善 活 動 に 積 極 的 に 取 り組 ん で い た ス ウ ェ ー デ ン の 王 女Eugenie(エ

ウ ェ ゲ ニ ー)(1830-1889)が 貧 困 の 子 ど も 、慢 性 的 疾 患 の あ る 子 ど も 、身 体 障 害 の あ る子

ど も の た め に ス ト ッ ク ホ ル ム 郊 外 に 設 立 し た 。 病 院 と 学 校 を 併 せ た 施 設 。

そ の 活 動 は2004年 に 閉 鎖 さ れ 、 現 在 、Eugeniahemmet(エ ウ ゲ ニ ア ヘ ン メ ッ ト)は 、歴

史 博 物 館 と して 一 部 使 わ れ て い る。Solna(ソ ル ナ 市)ホ ー ム ペ ー ジ

htt:〃www.solna.se/sv/stadsbnad-trafik!stadsmi1'01kulturmi1°oer-i-solna!karoli

nska-siukhuset!eugeniahemmet1(検 索 日:2011!08121)を 参 照 さ れ た い 。

11視 覚 障 害 児 の た め の 学 校
。 ス ト ッ ク ホ ル ム 郊 外Tomteboda(ト ム テ ボ ー ダ:サ ン タ の 家

の 意 味)に 設 立 さ れ た 。1986年6月6日 、 最 後 の 生 徒 が 卒 業 し 、 学 校 は 廃 止 と な っ た 。

Solna(ソ ル ナ 市)ホ ー ム ペ ー ジ

htt:〃www.solna.se!sv!stadsbnad-trafik/stadsmi1'o/kulturmi1°oer-i-solna!karoli
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nska-institutet!tomtebodaskolan1(検 索 日:2011!08!21)を 参 照 さ れ た い 。

1zMagnusTideman .ed.(2000),pp25-26.

13MagnusTideman .ed.(2000),p22.1757年 か ら て ん か ん 患 者 は 法 律 で 結 婚 を 禁 止 さ れ て

い た 。そ し て1935年 に は 不 妊 法 が 成 立 し 、知 的 障 害 者 に は 不 妊 及 び 断 種 手 術 が 行 わ れ 、

残 念 な が ら こ の よ う な 障 害 者 の 人 権 を 無 視 し た 政 策 を 解 決 す る に は 、1970年 代 半 ば ま

で 待 た な け れ ば な ら な か っ た 。 な お 、 ス ウ ェ ー デ ン の 優 生 思 想 に つ い て は 、 新 聞 報 道 を

基 に ま と め た 二 文 字 理 明 ほ か(2000)を 参 照 さ れ た い 。

14岡 沢 憲 芙(1991)
,pp76-77.

15イ 中 村 優 一 ほ か 編(1998)
,p175.

16Socialstyrelsen(2006) .http:〃wwww.sociatlstvrelsen.se1

(検 索 日:2011107105)参 照 。
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第4章 知 的 障 害 者 の 権 利 擁 護 運 動

一 ス ウ ェー デ ン 全 国 知 的 障 害 者 協 会(FUB)の 活 動

本 論 文 第3章 で 確 認 した よ うに 、ス ウェー デ ンに お け る身 体 障 害 者 福 祉 の歴 史 的 展 開 を

見 る と、1980年 代 頃 ま で は 、障 害 者 差 別 の 歴 史 で あ っ た こ とが わ か る。そ れ は 、知 的 障 害

者 につ い て も 、身 体 障 害 者 と同 様 で あ っ た とい え る。 障 害 者 は 、 コ ミュ ー ン1の 措 置 に よ

り、幼 い 頃 か ら家 族 と引 き離 され 、 大 規模 施 設 に入 所 させ られ て い た。 そ こに は 障 害 者 当

事 者 や 家族 の 意 思 は全 く反 映 され ず 、 障 害 者 が 自己決 定 で き る とは誰 もが考 えて い な か っ

た の で あ る。 人 々 は 「障害 者 は入 所 施 設 で 生 活 す る の が 当た り前 だ 」 とい う考 え方 を支 持

して き た。 しか し、 ス ウェー デ ンの 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 も徐 々 に 「施 設 」 か ら 「地 域 」 へ

と障 害者 の生 活 の 場 が 変 わ っ て い た っ た2。 そ の ス ウ ェ ー デ ンの 障 害者 福 祉 政 策 の 中で 、

障 害 当事 者 の 権利 を保 障 して い く よ う、 行 政 に働 き か け て い った ス ウェ ーデ ン全 国 知 的 障

害 者 協 会(Riksf6rbundetF6rbarn,ungaochvuxnamedutvecklingsst6rning:FUB。 以

下FUBと 表 記)の 影 響 は極 め て大 き い。

本 章 の 目的 は 、 ス ウェー デ ンに お け る知 的 障 害 者 の権 利 擁 護 とFUBの 活 動 を紹 介 す る

と と もに 、 日本 で の 知 的 障害 者 の権 利 を どの よ うに保 障 して い くべ き か を検 討 す る こ とに

あ る。

日本 で も知 的 障 害 者 の権 利 擁 護 の 保 障 が 謳 われ 、知 的 障 害 当事 者 の 自己決 定 ・当事 者 参

加 に 関す る研 究 も な され て き て い るが 、 現 状 は 障害 当 事者 の 権利 が 保 障 され て い る とは い

え な い。 ま た 、 自己決 定 ・当 事者 参加 に 関す る研 究 で ス ウ ェー デ ン のFUBの 活 動 は部 分

的 に紹 介 され て い るが3、 詳 細 に紹 介 して い る文 献 は 管 見 の と こ ろ極 め て少 な い。

本 章 は 、2010年9月 に ス トック ホル ム のFUB本 部 を訪 れ た 際 、FUBオ ン ブ ズ マ ン で あ

るPieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏4か ら知 的 障 害 者 の権 利 擁 護 を推 進 す る た め のFUBの 組

織 や 活 動 に つ い て 学 ん だ こ とを 手 が か りに、 知 的 障 害者 の 生 活 を保 障 す る た め に 必 須 で あ

る 当事 者 の権 利 を どの よ うに保 障 す るの か とい うこ とに 焦 点 を 当て て い る。

まず 、第1節 で ス ウェー デ ンの 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 の 歴 史 を概 観 し、そ の 政 策 にお い て 、

保 護 の対 象 で あ った 知 的 障害 者 を ひ と りの 人 間 と して位 置 づ け る よ うに な っ た 経過 を検 討

す る。 ま た、FUBの 活 動 の 発 展 を紹 介 し、 どの よ うに 政 策 に影 響 を 与 え て きた の か を 明 ら

か にす る。

第2節 に お い て 、 知 的 障 害 者 の親 の会 か ら発 展 したFUBが 現 在 どの よ うに活 動 し、知

的 障害 当 事者 とそ の 家 族 を支 援 して 、 政府 に働 き か け て い るの か を紹 介 す る。
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最 後 に 第3節 で 、FUBの 活 動 を手 が か りと して 、知 的 障 害 の あ る人 の権 利 擁 護 、 自己決

定 権 を 、 日本 に お い て どの よ うに保 障 して い くべ き か に つ い て 検 討 を深 め た い。

第1節 ス ウ ェー デ ンの 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 の 発 展 とFIUB

1-1ス ウ ェ ー デ ン の 知 的 障 害 者 福 祉 政 策 の 発 展

第3章 で も概 観 した よ うに 、2つ の 大 戦 を避 け て きた ス ウェー デ ンに お い て 、 戦 後 社 会

保 障政 策 が 目覚 ま し く発 達 した。1960年 代 には 、ず ば抜 け た 経 済 成 長 を遂 げ 、労 働 の人 手

が不 足 し始 め た。 そ こ で 国 の 労働 市 場 政 策 と経 済 政 策 とが相 侯 って 、 「福 祉 国 家 の 黄 金 期 」

と形 容 され た よ うに、 最 も充 実 した社 会保 障 政 策 が と られ る時 代 に な っ た5。

しか し、1950年 ～1960年 代 ま で の 知 的 障害 者 に 対 す る処 遇 は 、施 設 収 容 処 遇 が 当た り

前 で 、 障 害 者 を 差 別 し、 本 人 の 意 思 に 関係 な く、 不 妊 手 術 や 去 勢 手 術 を して お り、1975

年 の不 妊 法 改 正 ま で 、 法 律 で もそ れ が認 め られ て い た 時 代 だ っ た6。 障 害 の あ る子 ども を

持 つ 親 に対 して 、 現 在 の ス ウェ ー デ ンで 行 われ て い る よ うな 手 厚 い 社 会 的支 援 は 、行 わ れ

て い な か っ た。 障 害 の あ る子 ど もは 、 幼 い うち か ら施 設 に入 所 させ るの が 普 通 で あ り、 こ

の決 定 に は 、 医 師 や 行 政 、専 門職 員 に よ る職 権 的 な指 示 に よ る影 響 が大 き か っ た。 そ の 際

に は 、相 互 協 力 や 話 し合 い は ほ とん ど行 わ れ ず 、 ま た 、施 設 に代 わ る住 居 もな か った7。

本 論 文 第3章 で も述 べ た が、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョンの 影 響 を受 け て 、知 的 障 害者 福 祉 政

策 の 目的 も、 障 害 の な い人 と同 じよ うに 生 活 す る機 会 を 障 害 者 に も与 え る よ うに 変化 して

き た。 そ の よ うな社 会 背 景 の 中 で 、1967年 に 、知 的 障 害 特 別 援 護 法(Lagenangaende

omsorgeromvissapsykistutvecklingsst6rda)が 施 行 され た。い わ ゆ る 旧援 護 法(Gamla

Omsorgslagen)と よば れ る も の で あ り、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョン の理 念 を盛 り込 ん だ ス ウ ェ

ー デ ン初 の 知 的 障 害 者 の権 利 法 で あ る とい われ て い る。 同 法 で は 、 障 害 者 も可 能 な 限 り、

一 般 の人 々 と同 じよ うな生 活 の リズ ム
、 生 活 環 境 、経 済 水 準 を維 持 し、特 別 な サ ー ビス を

受 け な が ら、 一般 社 会 で生 活 で き る よ うに、 住 居 ・教 育 ・労働 ・余 暇 な ど 日常 生活 の あ ら

ゆ る面 で の 改 善 を具 体 的 に は か る こ とが 目的 と され た。 これ に よ り、す べ て の 知 的 障 害 児

も学 校 教 育 を受 け る権 利 を得 て 、「教 育 不 可 能 な」子 ど もの た め に 、特 殊 学 校 の シ ス テ ム の

中 に訓 練 学校 を設 けた 。 ま た成 人 用 の福 祉 ホー ム 、学 齢 児 用 の グル ー プ ホ ー ム が施 設 居 住

に代 わ る もの と して 位 置 づ け られ た。 した が っ て 、急 速 に 特 別 学 級 の普 通 学 校 へ の 、 い わ

ゆ る場 の 統 合 や 地 域 グル ー プ ホ ー ム の増 加 な どの動 きが 盛 ん に な っ た の で あ る8。 施 設 へ

の措 置 費 は増 え、 新 しい教 育 を 受 けた職 員 が 雇 用 され る よ うにな っ た。 新 しい施 設 で は 、
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ノー マ ライ ゼ ー シ ョン の思 想 を ふ ま え、 男 女 が一 緒 に 生 活 す る こ と も認 め られ 始 めた 。 障

害 者 は 自分 で 服 を買 うこ とや 美容 院 に行 くこ と も可能 に な った9。

ま た本 論 文 第3章 第2節 で確 認 した よ うに、1960年 代 後 半 か らす べ て の 国 民 に安 心 し

て暮 らせ る福 祉 社 会 形 成 の た め の本 格 的 な社 会 福 祉 改 革 が模 索 され た。そ れ に よ り、1981

年 に 制 定 、 翌 年 施 行 さ れ る こ と に な っ た の が 、 い わ ゆ る 社 会 サ ー ビ ス 法

(Socialtjanstlagen=SoL)で あ る1° 。1982年 に は 、 保 健 ・医 療 法(Halsooch

sjukvardslagen=HSL)が 制 定 され 、1983年 に施 行 され た 。社 会 サ ー ビス法 及 び 保 健 ・医

療 法 に よ り、 す べ て の 国 民 に 平 等 な 条 件 で 福 祉 サ ー ビス や保 健 ・医療 サ ー ビス が 提 供 され

るべ き で あ る こ とが 目的 と して 定 め られ た の で あ る11。

この よ うに ノー マ ライ ゼ ー シ ョン とイ ンテ グ レー シ ョンの 流 れ が高 ま る 中 で 、 旧援 護 法

へ の批 判 も高 ま って き た。 そ の 流 れ を受 けて 、 政 府 は1973年 に 「ケ ア調 査 委 員 会 」 を設

置 し、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ンの理 念 に 基 づ く、 よ り具 体 的 な 実 態 にみ あ う新 法 の 作成 に 向

け て動 き 出 す こ とに な っ た。 こ う した 中 、1981年 に 「ケ ア調 査 委 員 会 最 終 報 告 書 」 が提 出

され 、 同年 、 保 守 連 立 内閣 の政 府 案 と して知 的 障 害 者 等 特 別 援 護 法(Lagenomsarskilda

omsorgerompsykistutvecklingsst6rdam.f1.)が 提 案 され1985年 成 立 した ・2。

知 的 障 害者 等 特 別 援 護 法 は 、新 援 護 法(NyaOmsorgslagen)と い わ れ 、対 象 者 を 「知 的 発

達 が遅 れ て い る人 の み な らず 、成 人 に 達 して か ら脳 疾 患 や肢 体 不 自由 ・病 弱 の た め に、 重

篤 かっ 恒 久 的 な 知 的 障 害 を もっ よ うに な った 人 々(15歳 以 上 の 中途 障 害 も含 む)や 幼 少 期 に

精 神 疾 患(自 閉症 等)に か か った 人 々」(第1条 及 び 第2条)と して い る。 全22条 か らな る

新 援 護 法 は 、 サ ー ビ ス提 供 の活 動 目的 と して 、 旧援 護 法 にお け る活 動 の 目的 を引 き継 ぎ 、

ノー マ ライ ゼ ー シ ョン と個 人 の 自 己決 定 に基 づ い て行 わ れ るべ きで あ る こ とが 規 定 され て

い る(第3条)。 また 特 別 な サ ー ビス と して、 パ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス の利 用 や デ イ セ

ン ター 、 シ ョー トス テ イ 、 グル ー プ ホ ー ム等 が規 定 され て い る(第4条)。 さ らに第5条

か ら第22条 ま で は 、特 別 なサ ー ビス を受 け る権 利 に 関す る規 定(第5条 、第6条)、 ラ ン

ステ ィ ン グの 責任 に 関す る規 定(第7条 か ら第12条)、 サ ー ビス利 用 料 金 等 に 関す る規 定

(第13条)、 委 員 会 の構 成 に 関 す る規 定(第14条)、 職 員 の質 に 関す る規 定(第16条)、

個 人 事 業 に 関 す る規 定(第17条)、 社 会 庁 の役 割 規 定(第18条)、 政 府 の 責任 に 関す る規

定(第19条)、 不 服 申 し立 て に 関す る規 定(第20条)、 そ の他(第21条 か ら第22条)で

構 成 され て い る13。 新 援 護 法 は 、入 所 施 設 お よび 特 別 病 院 の解 体 の 方 針 を初 め て 明示 して

い た と され るが 、 新 援 護 法 に よ る入 所 施 設 解 体 の方 針 や サ ー ビス 内容 を具 体 化 して い くに
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は 、実 現 が 困難 で あ る こ とが認 め られ 、 施 行 の 半年 後 に は 、 法 改 正 の た め の 準備 委員 会 が

開 かれ る とい う状 態 だ っ た ・4。

本 論 文 第3章 第3節 で述 べ た よ うに、新 援 護 法 の結 果 を踏 ま え、法 律 改 正 に 向 け て の調

査 委 員 会 が設 置 され た 。 それ は 、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョンの過 去 の 経 緯 を踏 ま えて21世 紀

を展 望 す る障 害者 施 策 を模 索 し、 展 開 す る こ とを課 題 とす る もの で あ っ た。 この委 員 会 の

最 終 答 申書 に 基 づ い て 、新 た に 特別 立 法 が 必 要 で あ る こ とが 強 調 され た。 これ が1993年

に成 立 し、1994年 に施 行 され た 機 能 障 害者 の た め の援 助 及 び サ ー ビス に 関す る法 律(LSS

法)で あ る15。 ま た 、1993年 の 国連 で採 択 され た障 害者 の機 会 均 等 化 に 関す る基 準 規 則

の影 響 を受 けて 、 ス ウェー デ ンの 障 害者 福 祉 政 策 は 、 この 「基 準 規 則 」 を 土 台 に して 、展

開 され る よ うに な った 。

さ らに本 論 文 第3章 で 詳 述 した よ うに 、LSS法 と 同時 にLASS法16が 制 定 され 、 障 害

者 が地 域 で 自立 した 生 活 をす る こ とが で き る基 盤 が で き 始 め た 。 そ の後1996年 に入 所 施

設 解 体 法17が 承認 され 、す べ て の入 所 施 設 の 解 体 期 日が1999年12月31日 と され た 。徐 々

に入 所 施 設 を解 体 し、 障害 者 は 地域 の グル ー プ ホー ムや ア パ ー トで 援 助 を受 け な が ら生 活

す る こ とが 可 能 に な っ て き て い る18。

1997年 に は社 会 サ ー ビス 法 を改 正 す る動 き が あ り、2001年 、社 会 サ ー ビ ス法 が改 正 さ

れ た。 この 改 正 にお い て 、援 助 を 受 け る権 利 が 明確 に 規 定 され 、 以 前 の社 会 サ ー ビス法 よ

り も、 よ り細 か く援 助 の 内容 が規 定 され た ・9。 ま た 、2000年 に 国会 で は 、 障 害者 福 祉 政

策 に 関す る国 の行 動 計 画 が採 択 され た20。 なお 、2000年 以 降 も本 論 文 第3章 第3節 で詳

述 した よ うに 、障 害 者 の 完 全 参 加 を可 能 にす るべ く、2008年 に新 差 別 禁 止 法 を制 定 す るな

どの取 り組 み が行 わ れ て い る21。

1-2FUBの 歴 史 的 活 動

そ れ で は ス ウェ ー デ ンの 知 的 障 害者 福 祉 政 策 の発 展 とFUBの 活 動 は どの よ うに 関連 し

て い た の で あ ろ うか 。

これ ま で 述 べ て きた よ うに 、知 的 障 害 の 子 ど もが 生 ま れ る と医者 達 は 家 族 に、「子 ど もは

施 設 に入 所 させ 、 そ の子 の こ とは 忘 れ な さい 」 と言 っ て きた 時 代 が あ っ た。 大 半 は 、 医 師

の指 示 に従 い 子 ども を手 放 し施 設 に入 所 させ て い た が 、 医 師 の 指 示 に反 して 、 自分 の 元 に

子 ど もを残 して 育 て て き た親 達 が い た 。FUBは そ ん な親 達 か ら生 まれ た 、知 的 障 害 者 の親

の会 で あ っ た。1952年 ス トッ クホ ル ムで 親 達 が親 睦 団 体 と して 設 立 し、1956年 に各 地 方
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に支 部 を 置 く全 国 組 織 とな っ た。 当時 、 社 会 は子 ど もを 教 育 出 来 る もの と出来 な い もの と

に分 け る こ と しか 考 え に な か っ た。 した が っ て 、結 成 当 時 のFUBの 活 動 は 知 的 障 害 の あ

る子 ど も達 の 教 育 ・訓 練 、家 族 の相 談 とい っ た実 践 的 な 活動 を して お り、行 政 が 担 うべ き

福 祉 の肩 代 わ りを して い た22。

1950年 代 、FUB発 足 当初 の 要 求 は、 家 族 の負 担 を軽 減 す るた め に入 所 施 設 を増 や す こ

とで 、1960年 代 か ら1970年 代 に か け て 、 この 要 求 はFUBの 到 達 目標 プ ロ グ ラ ム な っ て

い っ た23。 た だ し、単 純 に入 所 施 設 を増 や す とい うの で は な く、既 存 の 入 所 施 設 の 改 善 と

変 革 を 国 に 要 求 して い っ た の で あ る。 同 時 に、 それ ま で 知 られ て い な か っ た施 設 の 現 状 を

一 般 社 会 に公 開 す る よ うに行 政 に働 きか けて い っ た24
。ま た 、1964年FUBに よ り付 属 研

究 所 が設 立 され 、 知 的 障害 者 の 心 理 や 教 育 につ い て の研 究 、 さ らに社 会 調 査 な ど に大 き く

貢 献 して きた。 法 律 改 正 も要 求 し始 め 、 特 別 サ ー ビス に 対 す る公 的 責 任 が法 律 で 明 記 され

る よ うに な っ た1968年 以 降 、 よ うや く行 政 の 目付 け役 と圧 力 団 体 と して の役 割 を担 うよ

うに な っ た。

1960年 代 後 半 に な る と、知 的 障 害者 の 意 見 や 要 求 を 聞 く試 み が 行 わ れ 、社 会 の 関心 が 障

害 の認 識 や 障 害者 の 自己決 定 に 向 け られ て い っ た。当然 、FUBに お い て も 当事 者 の参 加 と

自己決 定権 を保 障 す る試 み が行 わ れ 、親 の 会 か ら当事 者 主体 の 会 に変 化 して い っ た。1968

年 、FUBは 当事 者 も参 加 す る全 国会 議 を 開 き 、仕 事 や 住 居 、余 暇 な どに つ い て 討 論 し、 こ

れ らの 点 に つ い て 社 会 に対 して 、 強 く要 求 し始 め た25。

1970年 代 に は 、 す で に、FUBと して 国及 び 地 方 レベ ル の各 種 委 員 会 や 公 共 の企 画 へ の

意 見 反 映 の機 会 を得 、 行 政 機 関 の 定 期 会 合 へ の参 加 や 行 政 担 当者 との定 期 会 合 が もた れ る

な ど、組 織 と して の 政 策 立 案 へ の参 加 ・参 画 を 可 能 に して い っ た。1976年 のFUB全 国会

議 で は 、 人 間 の 尊 厳 、 イ ン テ グ レー シ ョン、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョン、 す べ て の 人 の た め の

社 会 、 そ して 、他 の 障 害 者 団 体や 国 際 団 体 との協 働 がFUBの 到 達 目標 プ ロ グ ラ ム と して

謳 われ た26。 しか し、 そ の 当 時 は 、FUBの この よ うな取 り組 み に知 的 障 害 当 事者 は誰 一

人 加 わ っ て い な か った 。

1980年FUB全 国 会 議 で 、 当 事 者 をFUB正 会 員 にす る と認 め る こ とな ど を提 示 した

「FUBに お け る知 的 障害 を もつ 人 の 参 加 と決 定 に 関 す る提 案 」 が決 議 され た 。 こ の とき 、

了承 され た の は 、 す べ て の者 はFUBの 会 員 となれ る、 会 員 は機 関誌 を 通 常版 と知 的 障 害

者 で もわ か る よ うに書 かれ た もの の ど ち らか を選 ぶ こ とが で き る、FUB支 部 の 理 事 会 を 知

的 障害 者 が加 わ れ る よ うに変 え るべ きで あ る、 知 的 障 害者 が 加 われ る よ うな 講 座 や 会 議 を
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設 定 す べ きで あ る、FUB事 務 局 の 予 算 と人 員 を増 や す べ き で あ る とい う点 で あ っ た。 この

決 議 に よ り、 ま ず 取 り組 まれ た の が 、 当事 者 会 員 と一 般 会員 が ペ ア に な り、互 い に助 け合

い な が ら、本 人 会 員 は 自分 の 障 害 にっ い て 話 し、一 方 、 一般 会 員 はFUBと は何 か 、知 的

障 害 とは何 か を話 す こ とを学 ぶ 、 ペ ア 教 育 で あ っ た。 これ に よ り、 正 しい 障 害 理解 を推 進

し、社 会 一般 の 障 害 認 識 を変 え る とい う意 味 が あ っ た の で あ る27。 ま た 、1982年 か ら当

事 者 が 正会 員 と して 最 高 決 議 の 場 で あ る全 国会 議(隔 年 開催)に 参加 し始 め 、FUB内 部 で の

本 人 の参 加 と決 定 へ の道 が 開 か れ た28。

この よ うに 知 的 障 害 者 の社 会 参加 と 自己決 定 へ の 関 心 が 高 ま る にっ れ て 、 そ れ ま で 大 規

模 入 所 施 設 を作 る こ とを 目標 と して い たFUBの 考 え に も変 化 が み られ る よ うに な っ た。

1983年 、初 め てFUBの 施 設 解 体 に関 す る見 解 が到 達 目標 プ ロ グ ラ ム と して示 され た の で

あ る。FUBも 同意 した政 府 に よ る施 設 解 体 の方 針 表 明 以 降 も 、FUBの 地 方 支 部 は施 設 解

体 に は 消 極 的 だ った が 、 時 代 の 流 れ は確 実 に施 設 解 体 の方 針 に変 わ っ て い っ た29。1984

年FUB全 国 大 会 で 、 オー ケ ・ヨハ ン ソ ン氏 が 当事 者 と して は 初 め て全 国 常任 理 事 に選 出

され た。これ に よ り、FUBは 、親 と施 設 職 員 だ け の 会 か ら本 人 も参 加 可能 な組 織 とな っ た。

オ ー ケ ・ヨハ ン ソン氏 は 、1985年 に知 的 障害 者 等 特別 援 護 法 草 案 に対 す る国 会 聴 聞 が行 わ

れ た 時 、 当事者 代 表 と して意 見 陳 述 し、 法 案 用 語 の一 部 を適 切 な 用 語 に変 え させ るな ど、

政 策 決 定 に あ た り大 き な役 割 を果 た した 。1988年 に は ラー シ ュ ・サ リー ン氏 、1990年 に

は コニ ィ ・ベ リ ィク ビ ィス ト氏 が全 国 常任 理 事 に選 出 され 、当事 者3人 の全 国 理 事 がFUB

内 に誕 生 した の で あ る30。

1986年 新 援 護 法 施 行 後 もFUBの 取 り組 み は続 き 、 中で も障 害 当事 者 の 意 見 と して全 国

常 任 理 事 に 初 め て 選 出 され た オ ー ケ ・ヨハ ン ソン氏 の影 響 は 大 きか っ た とい え る。 彼 は 、

新 援 護 法 の 問題 点 と して 、 障 害者 の 労働 、 教 育 、年 金 に つ い て 言 及 して お り、 そ の 結 果 、

新 援 護 法 は廃 止 され 、1993年 に障 害 者 福 祉 に 関す る画 期 的 な 法 律 で あ るLSS法 が成 立 し

た と もい え る3・ 。 この 法律 を通 して、障 害 者 の ノー マ ライ ゼ ー シ ョンへ の道 は 、新 しい 段

階 に突 入 した の で あ る。

1995年5.月 、FUB内 の知 的 障 害 当事 者 が主 体 的 に 運 営 す る委 員 会 が組 織 内 で 独 立 し、

新 しい役 員 体 制 の 下 で 「ク リ ッパ ン」 とい う名 称 で活 動 を始 め た。 それ は 、 何 年 も議 論 し

た結 果 に よ る もの だ っ た。 重 度 の 障 害 の あ る子 ど もを持 っ親 達 と障 害 当事 者 の 間 で摩 擦 が

あ り、独 立 す る形 に な っ た。 現在 はFUB協 会 に 重 要 な 情 報 を提 供 しな が ら協働 で 活 動 し

て い る32。 ま た 、1999年 の施 設 解 体 法 に よ り、 実 質 的 に ス ウェ ー デ ン に は大 規 模 入 所 施
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設 は な く な っ た の で あ る 。

第2節FIUBの 組 織 と 活 動

今 日FUBは 、 国 ・地 方 公 共 団 体 ・他 の障 害 者 団体 と協 力 して 、 障 害 者 の 生 活 が よ り良

い もの に な る よ うに活 動 して い る。 当事 者 の発 言 が増 え 、 そ の 発 言 に重 み が増 して きて い

る。 ま た 世 界 の 当事 者 組 織 と協働 して 活 動 を行 っ て お り、 世 界 の 多 くの 国 々 に影 響 を与 え

て い る。1957年 国 内 に は11のFUB協 会 の 支 部 が あ った の が 、今 日、 地 方 支 部 は約150

カ所 設 置 され 、約28,000人 の会 員 で活 動 して い る。 この うち約20%か ら25%が 知 的 障 害

当事 者 に あ た る とい わ れ て い る33。

以 下 で 、 現 在 掲 げて い る基 本 方針 と組 織 を具 体 的 に 見 て み よ う。

FUBは 「人 は 、それ ぞれ 違 って 当た り前 で あ り、そ の違 い に価 値 が あ る。社 会 は す べ て

の人 の た め に あ り、す べ て の人 が 安 心 して 、快 適 な 生活 を送 る権 利 が あ る。す べ て の人 は 、

そ れ ぞれ の 生活 の 中で 決 定 す る助 け を得 るべ き で あ る。 す べ て の 人 は 、新 しい こ とを学 ぶ

権 利 とそれ ぞ れ の 方 法 で 、学 ん だ こ と を発 展 させ て い く権利 が あ る。 ま た 、政 府 、 ラ ン ス

テ ィ ン グ 、 コ ミュー ン は 、す べ て の 人 が 必 要 な援 助 を 受 け る こ とが で き る よ うに 責任 を も

っ べ き で あ る。」 とい うこ とを基 本 指針 に活 動 して い る。

目的 は 、 以 下 の8つ の 項 目で あ る。

① す べ て の 人 は 、 快 適 に生 活 で き る よ うに、 ま た 、 どの よ うに生 活 した い か を 決 め る援 助

を得 られ る よ うにす る こ と

② す べ て の 障 害者 は、 障害 の な い 人 と共 に生 活 で き る よ うに す る こ と

③ す べ て の 人 は 、 国 連 の 障害 者 の機 会 均 等 化 に 関す る基 準 規 則 を順 守 す る よ うにす る こ と

④ 社 会 で 不公 平 に扱 わ れ な い よ うに。 つ ま り、 す べ て の 人 は 、 法 律 を順 守 し、 障 害者 差 別

の な い社 会 にす る こ と

⑤ す べ て の 人 は 、 必 要 な福 祉 機 器 や他 の 支 援 を得 られ る よ うにす る こ と

⑥ す べ て の 人 は 、 重 要 な情 報 、 ニ ュー ス な どを理 解 す るた め の 援 助 を受 け る こ とが で き る

よ うにす る こ と

⑦ す べ て の 人 は 、 お 互 い に会 話 で き るた め の援 助 を受 け る こ とが で き る よ うに す る こ と

⑧ 世 界 中 の す べ て の 人 が上 記 の よ うな 良 い 権 利 を得 られ る よ うに活 動 す る こ と34

FUBの 活 動 は後 に詳 し く紹 介 す る が 、知 的 障 害者 の 生 活 全 般 と 自己決 定 の 部 分 にお い て

の支 援 を行 っ て い る。 そ の 中 で最 も重 要 な役 割 が 、情 報 公 開 と政 治 活 動 、他 の行 政機 関 と
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責 任 を持 っ て 協働 す る こ と、 そ して 会 員 支 援 で あ る。 そ の た め にFUBは 、 広 く知 的 障 害

や 重 複 障 害 に つ い て の さま ざま な 知識 と経 験 を提 供 して い る。 ま た 、 さま ざま な 関係 諸機

関 との 協働 活 動 は 、FUBの 目的 と ビジ ョン を 実 行 す る た め に非 常 に 重 要 で あ る。そ の 目的

は 、 どの よ うに 知 的 障 害 者 の権 利 を擁 護 して い くの か とい うこ との視 点 を社 会 に提 供 して

い く こ とで あ る。

FUB本 部 、支 部 両方 に お い て 、す べ て の人 が安 心 して 生 活 す る権 利 を 得 られ る よ うに サ

ポー トす る こ とが 重 要 で あ る。知 的 障 害者 が 、必 要 な 支 援 と経 済 援 助 、訓 練 、教 育 、住 居 、

仕 事 、 自 由時 間 、 福 祉 機 器 を得 られ る よ うに援 助 す る こ とで あ る。 さ らに 、 そ の 両親 、 親

戚 に対 して 、適 切 なア ドバ イ スや 支援 を行 うこ と、施 設 職 員 に対 して 、 さま ざま な研 修 や

知 的 障 害 を理 解 で き る よ うに支 援 す る こ と、 国 民 に対 して 知 的 障 害 につ い て の 正 しい 知 識

を もっ て も ら え る よ うに働 き か け る こ とが 主 な活 動 で あ る。

(1)FUB本 部 の活 動

FUB本 部 に は17名 の ス タ ッフ が お り、協 会 会 長 、秘 書 、オ ン ブ ズマ ン、ア ドバ イ ザ ー 、

法 律 家 、 会員 登録 管 理 ・経 済 援 助 に関 す る ア ドバ イ ザ ー 、研 修 ・会 議 担 当者 、 指針 ・国 際

関係 、 イ ン ター ネ ッ ト管 理 者 、 情 報 管 理者 、 企 画 者 で構 成 され て い る。

中 心 とな る活 動 は、 障害 当 事者 の 権利 擁 護 で あ る。 そ の た め に、 他 の 障 害者 団 体 と協 働

し、政 治 参 加 、 国 の 調 査 に協 力 、 広 報 活 動 を行 っ て い る。 ま た 、 会 員 個 人 、施 設 職 員 、 そ

の他 の 関 心 の あ る人 に対 して の ア ドバ イ ス を行 っ て い る。

FUB本 部 で は 、2人 の 弁 護 士 と2人 の オ ン ブ ズ マ ンが 中心 に な りア ドバ イ ス を行 っ て い

る。FUBオ ン ブ ズ マ ン の役 割 は 主 に3つ の項 目に 分 類 され る。① 政 治 活 動(中 央 政 府 レベ

ル で実 行 され る政 策 に 意 見 を提 供 した りす る こ と)、 ② 会 員 ア ドバ イ ザ ー と して の役 割(オ

ン ブ ズ マ ンは 、 知 的 障 害 者 の権 利 や援 助 につ い て の必 要 な 情 報 を、 知 的 障 害者 の 両親 、 兄

弟 姉 妹 、知 的 障 害者 と関 わ りの深 い親 戚 等 に与 え る)、 ③ オ ン ブ ズ マ ンは 、委 員 会 、課 題 研

修 、教 育 等 を通 して知 的 障 害 者 に 関す る知 識 を広 め る役 割 も担 う。FUBの 情 報 資源 、パ ン

フ レ ッ ト、 政 策 プ ロ グ ラ ム な どの 開発 と協 力 も含 まれ る。 ま た オ ン ブ ズ マ ンは 、 ハ ビ リテ

ー シ ョ ン
、住 居 、 教 育 、社 会 保 険 、 労働 市 場 、 移 送 サ ー ビス 、 福 祉 機 器 な どの さま ざま な

分 野 で活 動 して い る諸 主 体 と協働 しな けれ ば な らな い。

FUBの 弁 護 士 は 、法 律 、LSS法 、住 宅 課 題 等 で のFUBの 活 動 に 関 して 法 律 的 な ア ドバ

イ ス を会 員 に 与 え る こ とが主 な役 割 に な る。FUB協 会 本 部 で のオ ン ブ ズ マ ン と政 策 課 題 に

も協 働 して 取 り組 ん で い る35。
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会 報 誌 「UNIK」 を発 行 し、 す べ て の 会 員 に送 付 す る。 た と え ば 、特 別 援 助 付 き の 住 居

につ い て の観 点 、 個 別 援 助 計 画 、援 助 活 動 、 国 際 的 な活 動 、 法 律 に よ る権 利 な ど につ い て

取 り上 げ て い る。 これ らの会 報 誌 や 記 事 は、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で も公 開 され て い る。 中 で

も 国 際 的 な活 動 と して は 、 障 害者 の 労働 、教 育 、住 宅 、 貧 困 、 医療 、余 暇 な どの さ ま ざま

な 問題 を 取 り上 げ、 各 国 に あ る障 害者 団 体 や 親 の会 と協 力 して お 互 い に 良 い部 分 を学 び 合

い 、情 報 や 経 験 を交 換 し合 っ て い る。 世 界 の障 害 者 が 差別 や 排 除 され る こ とな く、 イ ン ク

ル ー ジ ョン され る よ うに 、FUBが 取 り組 ん で い る他 の 主 な 例 と して は 、他 国 に食 糧 ・経 済

援 助 、経 験 や 知識 の 支 援 、 障 害者 の社 会 参 加 や 自己決 定 に 向 けた 支 援 が あ る。

思 春 期 の 生 徒 に対 して 、テ キ ス トと して 、 映 画 やDVDを 作 成 し公 開 して い る。 性 教 育

の た め の ビデ オ や 、脳 の働 き、知 的 障 害 とは何 か とい うこ と、卒 業 後 の 進 路(仕 事 を探 す こ

と、住 居 な ど)に 関す る 準備 に つ い て の情 報 提 供 も行 っ てい る。

ま た 、 学校 な どの 教 育 機 関 、警 察 との 協 働 や 、移 民 な どの 他 の 関連 す る 団体 との 協働 も

行 う。 特 に 、 知 的 障 害 者 に対 す る知識 、認 識 を も っ て も ら うた め に、 教 育機 関 、警 察 との

連 携 は重 要 な こ とで あ る。FUBか ら独 立 した形 を とる障 害 当事 者 団 体 、ク リッパ ン と協 力

す る こ と もFUB本 部 の 活 動 の 一 つ に な る。

知 的 障 害者 の 生 活 条 件 を 良 く し、彼 らが 自己決 定 で き る よ うに支 援 して い くた め には 、

以 上 の よ うに 、 広 く知 識 を広 め 、 一般 の 人 の障 害 認 識 を 変 えて い く こ とや 、政 治 の 場 で意

見 を言 い 、 法律 を変 え て い く動 き が 重 要 な の で あ る。 特 に 知 的 障 害 者 は 、一 見 障 害者 と認

識 しに くい 場 合 も多 く、そ の た め に誤 解 が 生 じる場 合 が あ る。現 在 、FUB本 部 が 取 り組 ま

な けれ ば い けな い 課 題 と して 、 ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 な どの 広 汎 性 発 達 障 害 の あ る人 達 の 支

援 の仕 方 が あ る。 そ の 際 、学 校 教 育 、職 場 な どで の適 切 な 支 援 と連 携 が必 要 で あ る。

(2)地 方 支 部 の 活 動

FUBの ほ とん どの社 会 活 動 は、 約150あ る 地方 支 部 で 行 わ れ る。 それ らは お 互 い に協

力 し合 い 、 お 互 い の 経 験 や 情 報 を 交 換 し合 う。

FUBの 日頃 の 政 策 活 動 は 、 コ ミュー ン に対 して行 わ れ て い る。 す べ て の コ ミュー ン で 、

住 居 、 日常活 動 な どのサ ー ビス の 決 定 を行 っ て い る た め 、 地 方 支 部 の役 割 は 大 きい とい え

る。 よ り住 民 に 近 い 場 所 で支 援 す るた め 、 障 害 当事 者 や 家族 の 立 場 に立 っ た支 援 が行 え る

の で あ る。地 方 支 部 で主 な役 割 を担 っ て い る の が 、法 定 代 理 人 と会 員 ア ドバ イ ザ ー で あ り、

そ の地 域 に住 む 障 害 当事 者 、 家族 に対 して よ り適 切 な援 助 が 可 能 とな っ て い る。

法 定 代 理 人 は 、 法 律 問題 に 関 してFUB会 員 を支 援 す る役 割 を担 っ て い る。 障 害 者 に と
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っ て重 要 で あ る法 律 に焦 点 を 当 て て 、 法 律 の知 識 に 関 す る基礎 研 修 を行 っ て い る。 ま た 、

判 例 法 や 法 改 正 に 関す る最 新 の 情 報 を継 続 的 に得 て い る。 具 体 的 に は法 律 、権 利 、 有 効 な

判 例 法 に 関 す る情 報 や 、 ど こで どの よ うに援 助 を得 られ るか につ い て の情 報 を 提供 し、 援

助 申請 の仕 方 、不 法 行 為 に対 して どの よ うに対 処 す るか とい うこ とで あ る。法 定 代 理 人 は 、

ボ ラ ン テ ィア で働 い て い る。彼 らか ら援 助 を得 る の は無 料 で あ る。法 定代 理 人 は 、FUB本

部 の 同意 に 基 づ い て 、 守 秘 義 務 が あ る。

会 員 ア ドバ イ ザ ー は 、知 的 障 害 の 子 ども を持 つ 両親 、 障 害 当事 者 そ して彼 ら と親 しい人

達 の た め の援 助 で あ る。会 員 ア ドバ イ ザ ー は 、FUBの 会 員 や 、知 的 障 害 の 子 ども を持 つ 両

親 自身 が 会員 ア ドバ イ ザ ー とな る場 合 が 多 い 。 彼 らは 、 知 的 障 害 者 に 関す る問題 につ い て

研 修 を 毎年 継 続 的 に実 施 して い る。 子 ども の就 学 前 教 育 、義 務 教 育 の 開始 、 シ ョー トス テ

イ あ る い は独 立 して ひ と り暮 ら しを始 め る とい う変 化 に 家族 は 不 安 に な る。 そ の 場 合 に、

会 員 ア ドバ イ ザ ー が 家 族 の 立場 に 立 ちな が ら 自分 達 の経 験 を基 に ア ドバ イ ス を行 う。また 、

さま ざま な 関係 機 関 との連 絡 調 整 も行 っ て い る36。

FUB地 方 支 部 の活 動 は 、どの 地 方 支 部 も法 定代 理 人 や 会 員 ア ドバ イ ザ ー は設 置 して い る

が 、地 域 独 自の 活 動 も行 っ て い る。 た とえ ば、 定 期 的 に気 軽 に集 まれ る よ うに、 お 茶 の 時

間 を設 け て い た り、 音 楽 鑑 賞 を行 った りす る地 方 支 部 もあ る し、 障 害 児 対 象 と して集 ま れ

る場 を提 供 した り、 水 泳 を した りとい うよ うな活 動 を行 っ て い る支 部 もあ る。 ま た 、 学 童

期 の 障 害児 を預 か る学 童 保 育 を行 う支 部 や ボー リン グ な どの 自由活 動 の提 供 、研 修 会 、 グ

ル ー プ旅 行 な ど活 発 に活 動 の場 を設 けて い る支 部 もあ る。 親 同 士 の情 報 交換 、 ま た 障 害 当

事 者 同 士 の 情 報 交 換 とい う場 を設 け る こ とが 重 要 で あ る。 障 害 当事 者 が 自分 の 意 見 を言 う

場 を提 供 す る こ とが 必 要 とい え る。

FUBの 地 方 支 部 に お け る最 も多 い相 談 は 、教 育 問題 や 住 宅 問 題 、 日中活 動 や 余 暇 、 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョンの 方 法 な ど 日常 生 活 に 即 した 相 談 で あ る。 特 に、 就 学 期 に あ た る障 害 児 を

持 つ 家 族 に 対 して は、 コ ミュ ー ン と協 力 して 学 校 説 明会 の場 を設 け て い る場 合 も あ る。 非

常 に多 岐 に わ た り、 会 員 ア ドバ イ ザ ー の 豊 富 な経 験 が必 要 に な る。 さま ざま な 活 動 の 場 を

提 供 しな が ら、 障 害 当事 者 とそ の 家 族 の 支 援 を行 っ て い るの が 地 方 支 部 の役 割 で あ る とい

え る。

第3節 知 的 障 害 者 の 権 利 擁 護 と そ の 基 本 的 視 点

以 上 、紹 介 して きた よ うに 、親 の会 と して 発 足 したFUBは 現 在 、 障 害 当事 者 、 ま た は
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そ の家 族 を適 切 に サ ポ ー トす る た め に 、政府 ・ラ ン ステ ィ ン グ ・コ ミュ ー ン、福 祉 関係 諸

団 体 な ど と協働 して い る。ま た 、国外 の 当事 者 の 会 や 親 の会 と も協働 し、家 族 や 医療 施 設

とネ ッ トワー ク を組 む こ とで 、 さま ざま な 情 報 や 経 験 を 交換 して い る の で あ る。

第1節 で紹 介 した よ うに、 戦 後 ス ウェー デ ンに お い て 、 障 害 者 は 自己決 定 で き ない 保 護

の対 象 で あ り、本 人 の意 思 に 関係 な く大 規 模 入 所 施 設 で 家 族 と離 れ て 暮 らす しか な か った 。

しか し、 ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ンの 考 えが 広 ま る につ れ 、 障 害者 も 自己決 定 で き る よ うに、

そ して 、社 会 参加 で き る よ うに 、 で きな い とこ ろ を サ ポ ー トす る よ うに とい う考 え に変 わ

りっ っ あ る。1980年 代 に、重 度 の 知 的 障 害 や 重 複 障 害 の あ る人 の生 活 の 質 に対 して 関心 が

高 ま り、社 会 庁 は 、 重 度 障害 の あ る子 ども の生 活 を他 の 子 ど もた ち の生 活 と同 じよ うに価

値 あ る もの に す る こ との重 要 性 を表 明 した 。FUBも 重 度 の 障 害 が あ っ て も社 会 で 生 活 す る

権 利 を 主 張 して きた の で あ る37。

本 論 文 第3章 で 確 認 して き た よ うに 、1993年 に制 定 され たLSS法 第6条 「社 会 保 険機

関 、住 宅機 関 、 労働 市 場 機 関 な どの他 の 関連 諸 機 関 との連 携 に関 す る規 定 」 に は 、 障 害 当

事 者 の 自己決 定 に 関す る権 利 が 明記 され 、 援 助 を行 うに あた り、 当事 者 の 意 見 を尊 重 し、

当事 者 と援 助 者 が 共 同 で決 定 す る こ との 重 要 性 が述 べ られ て い る。 つ ま り、何 を した い か

を 自分 で決 め 実 行 で き る こ と、 自分 の 行 動 を制 御 し 自分 の行 動 の 結 果 が わ か る こ と、 自分

か ら他 者 に働 きか けて 活 動 す る こ と、 自分 が 置 かれ て い る状 況 を コ ン トロール した り影 響

をお よぼ した りで き る こ とを 「自立 」 と捉 え る が 、 障 害 が あ る場 合 、 何 らか の 形 で サ ポ ー

トが必 要 とな っ て くる。 そ の場 合 、 可 能 な 限 り本 人 の意 思 を尊 重 す る が 、援 助 者 との 共 同

決 定 も 「自立 」 と考 え られ る38。

現 在 ス ウ ェー デ ンで は 、障 害 者 の 自己決 定権 、サ ー ビス を 受 け る権 利 が 明記 され たLSS

法 の 下 で 、相 談援 助 、 パ ー ソナル ・ア シス タ ン ス 、移 送 サ ー ビス 、 コン タ ク トパ ー ソ ン に

よ る援 助 、 レスパ イ トサ ー ビス 、シ ョー トス テ イ サ ー ビス、12歳 以 上 の 学 童 児 童 へ の課 外

活 動(学 童 保 育)、 里 親 制 度 、何 らか の理 由で 自宅 以 外 に住 む 必 要性 の あ る児 童 ・青 少 年 の

た め の特 別 サ ー ビつ き の住 居 の提 供 、 成 人 用 の特 別 サ ー ビス 付 き の住 居 の提 供 、職 業 ・学

業 を持 た な い 人 の た め の支 援 を 受 け る こ とが で き る39。

第1節 で は十 分 に 言 及 で き な か っ た が 、 障 害 者 の 権 利 を保 障 して い く上 で、 制 度 と して

差 別 オ ン ブ ズ マ ン(Diskrimineringsombudsmannen=DO)が あ る。 差 別 オ ン ブ ズ マ ン は 、

も と も とハ ンデ ィ キ ャ ップ ・オ ンブ ズ マ ン制 度 と呼 ば れ る もの で あ っ た。 ハ ンデ ィ キ ャ ッ

プ ・オ ンブ ズ マ ン制 度 が で き るま で は 、 国 会 オ ン ブ ズ マ ン、 国 会 オ ン ブ ズ マ ンに類 似 した
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任 務 を も つ 公 平 顧 問 官 の 二 つ が 対 応 して い た が 、 十 分 に 障 害 者 の 権 利 を 守 る こ と は で き な

か っ た4° 。 そ こ で 、1994年 に ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ ・オ ン ブ ズ マ ン 法 が 成 立 し 、 障 害 者 の 権

利 保 障 を 強 化 して い く も の と な っ た が 、2009年 に 差 別 禁 止 法 に 置 き 換 え られ 、ハ ン デ ィ キ

ャ ッ プ ・オ ン ブ ズ マ ン は 差 別 オ ン ブ ズ マ ン と統 合 され る 形 に な っ た 。 そ れ に よ り、 対 象 者

を 障 害 者 に 限 らず 、 社 会 に あ る さ ま ざ ま な 差 別 に 対 し て 解 決 策 を 見 出 し 、 す べ て の 人 の 完

全 な 社 会 参 加 と 平 等 な 生 活 条 件 の 獲 得 を保 障 し て い く役 割 を 担 わ され る よ うに な っ た 。 差

別 オ ン ブ ズ マ ン の 活 動 と し て 、 差 別 に 関 す る 相 談 を 受 け 、 助 言 を 行 っ た り、 相 談 を 受 け た

際 の 調 査 、情 報 提 供 、ど の よ うに 社 会 が 障 害 者 の た め に 動 い て い る の か と い う調 査 ・研 究 、

社 会 変 革 、 行 政 ・学 校 ・職 場 ・国 民 健 康 協 会 な ど の 様 々 な 機 関 と の 協 働 、 ま た は 国 会 オ ン

ブ ズ マ ン 、 児 童 オ ン ブ ズ マ ン 、 平 等 オ ン ブ ズ マ ン な ど の 他 の オ ン ブ ズ マ ン と も 協 働 し 、 国

連 、EU加 盟 国 に お け る 会 議 に 出 席 し 情 報 交 換 を 行 う と い っ た 活 動 が あ り、 国 内 外 に お い

て 、 幅 広 く活 動 し、 権 利 保 障 を 行 っ て い る41。

な おLSS法 第8条 「援 助 を 受 け る 権 利 に 関 す る 規 定 」 に は 、15歳 以 下 の 児 童 あ る い は

知 的 障 害 者 、精 神 障 害 者 等 の 権 利 を 保 障 す る た め 、成 年 後 見 人 と し て 「Vardnadshavare(ヴ

ォ ー ドナ ー ドス ハ ヴ ァ レ)」、 「Godman(グ ー ドマ ン)」 、 「F6rmyndare(フ ェ ル ミ ン ダ レ)」

「F6rvaltare(フ ェ ル ヴ ァル タ レ)」 の 制 度 を 規 定 し て い る。 「Vardnadshavare(ヴ ォ ー ドナ

ー ドス ハ ヴ ァ レ)」 と 「Godman(グ ー ドマ ン)」 は
、 成 年 後 見 の 制 度 で 、 意 志 表 示 が 困 難 な

人 、 自 己 決 定 能 力 が 弱 い 人 に 対 して 代 わ り に 権 利 を 要 請 した り、 援 助 を 求 め た りす る こ と

が で き る。 「Formyndare(フ ェ ル ミ ン ダ レ)」 と 「F6rvaltare(フ ェ ル ヴ ァ ル タ レ)」 に 関 し て

は 、特 に 財 産 管 理 の 機 能 の も の で 、「Vardnadshavare(ヴ ォ ー ドナ ー ドス ハ ヴ ァ レ)」 と 「God

man(グ ー ドマ ン)」 で は 対 応 で き な い 場 合 に 、利 用 す る こ と が で き る 。4つ の 制 度 は 類 似 の

制 度 で は あ る が 、 「Vardnadshavare(ヴ ォ ー ドナ ー ドス ハ ヴ ァ レ)」 と 「F6rmyndare(フ ェ

ル ミ ン ダ レ)」 は18歳 未 満 の 児 童 を 対 象 と し 、「Godman(グ ー ドマ ン)」 と 「F6rvaltare(フ

ェ ル ヴ ァル タ レ)」 は18歳 以 上 の 成 人 を 対 象 と し た も の とい う こ と と、「F6rmyndare(フ ェ

ル ミ ン ダ レ)」 と 「Forvaltare(フ ェ ル ヴ ァ ル タ レ)」 の 方 が よ り強 い 権 限 を 持 っ た も の と い

う違 い が あ る42。 「Godman(グ ー ドマ ン)」 は 特 別 な 資 格 は な く 、 裁 判 所 が 適 切 で あ る と

判 断 し 、 任 命 す る こ と が で き る43。

以 上 の よ うに 、 知 的 障 害 者 の 自 己 決 定 の 権 利 を 保 障 して い くた め に ス ウ ェ ー デ ン で は 国

が 法 律 で 権 利 を保 障 し て い る と い うだ け で な く 、当 事 者 ・家 族 、 さ ま ざ ま な 諸 機 関 と連 携 ・

協 働 し て い る とい え る 。 ま た 、 ア ク セ ス しや す い よ う に わ か りや す く説 明 し たDVD、LL
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本 と呼 ばれ る簡 単 に説 明 して い る本 も提 供 し、 知 的 障 害 当 事者 で も情 報 を入 手 しや す く し

て い る 点 も含 め 、 自己決 定 の保 障 を して い くた め に は 、 知 的 障 害 当事 者 を 主体 と考 え、 彼

らが理 解 で き る情 報 を提 供 して い く こ とが 重 要 で あ る。 さ ら に、 障 害 の な い人 に 、 知 的 障

害 に対 す る正 しい 知 識 も広 め 、理 解 を深 め る よ うに働 きか け る こ と も、 知 的 障 害 当事 者 の

自己決 定 を保 障 す る一 つ の支 援 の あ り方 で あ る。

す な わ ち、 ス ウ ェー デ ン に お い て は 、 自己決 定 とは何 もか も 自分 で処 理 す る こ とで は な

い。 必 要 な 時 に 障 害 当事 者 が 自己 決 定 で き る よ うに周 囲 の 人 が さま ざま な方 法 で 支援 して

い く こ と も広 い 意 味 で の 自己決 定 で あ る と捉 え て い る。 障 害 当事 者 の権 利 擁 護 に 関 す る さ

ま ざま な支 援 は 、 当事 者 の権 利 を保 障 す る上 で必 要 不 可 欠 で あ る し、 当事 者 と周 囲 の 環 境

を も考 慮 しな が ら支 援 して い く体 制 が 重 要 な の で あ る。 す べ て の 人 が 自己決 定 で き、 す べ

て の人 が援 助 を受 け る権 利 が あ る とい う考 え方 は 、 障 害者 の 生 活 を保 障 して い く上 で 、 重

要 で は な い か と思 わ れ る。

それ で は最 後 に、FUBの 活 動 を手 が か りに 、 日本 に お い て どの よ うに 知 的 障 害 者 の権 利

擁 護 を保 障 して い くべ き で あ るの か に つ い て 、 重 要 な論 点 を簡 潔 に ま とめ て お こ う。

(1)障 害 当事 者 が 理 解 で き る よ うな 情 報 の提 供

FUBの オ ン ブ ズ マ ン、弁護 士 の よ うに 障 害者 や そ の家 族 に法 律 を説 明 し、サ ポ ー トす る

シ ステ ム を作 り、情 報 を理 解 で き る よ うに工 夫 す る こ とで あ る。FUBオ ンブ ズ マ ン で あ る

PieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏 が 「情 報 を提 供 し、支 援 す る こ とが 大 事 で あ る 」 と言 うよ う

に44、 当事 者 や 家 族 に とっ て 、 さま ざま な形 で の情 報 を提 供 す る こ とが 、障 害 当事 者 の 自

己決 定 を 支援 す る こ とが で き るの で あ る。

現 在 、 日本 に お い て も 、福 祉 サ ー ビス利 用 も措 置 制 度 か ら契 約 制 度 に変 わ っ た た め に、

よ り的確 な 情 報 を事 前 に 障害 当 事者 ・家 族 に提 供 す る こ とが 必 要 な の で あ る。 福 祉 サ ー ビ

ス を利 用 す る際 の 障 害 者 の選 択 を確 保 し、 障 害 者 が 的確 な 情 報 に基 づ い て サ ー ビス を選 択

す る こ とに よ る後 の トラ ブル を 防 止 し、 そ して事 業 の透 明性 を確 保 す る こ とな ど に繋 が る

か らで あ る45。 誰 もが 理 解 で き る情 報 を提 供 して い く こ とは 、障 害 者 の諸 制 度 や 支援 シ ス

テ ム と関 わ っ て 、 障 害 当事 者 の 参加 を側 面 か ら支 え て い く こ とに な る だ ろ う。

(2)権 利 擁 護 シ ステ ム の構 築

現 在 、権 利 擁 護 の 制 度 と して成 年 後 見 制 度 と 日常生 活 自立 支 援 事 業 が動 い て い る。 成 年

後 見 制 度 は利 用者 数 が 増 加 して い る とは い え、 特 に知 的 障 害者 の 利 用 者 数 は少 な く、 利 用
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費 用 もか か るた め気 軽 に利 用 で き る制 度 とはい え な い。 成 年 後 見 制 度 自体 が財 産 管 理 を主

な 目的 とす るた め に、 限定 的 で あ る と しか い え な い の で あ る。 そ の成 年 後 見制 度 を補 うた

め に 、 日常 生 活 自立 支 援 事 業 が1999年10.月 に ス タ ー トして い る が 、対 象者 を限 定 して お

り、契 約 締 結 能 力 を判 定 す る必 要 が あ るた め、 福 祉 サ ー ビス利 用 援 助 の必 要 性 が 高 い ほ ど

時 間 と手 間 を要 す る こ とに よ り、 非 常 に利 用 しに くい シ ス テ ム とな っ て い る46。

ま た 、 苦 情解 決 制 度 と して 、都 道 府 県 社 会 福 祉 協 議 会 に設 置 され た運 営 適 正 化 委員 会 が

あ る が 、基 本 的 に苦 情 解 決 は利 用 者 と事 業 者 との 問 で の話 し合 い に委 ね るべ き で あ る と し、

障 害 者 が 苦 情 を訴 えた くて も しに くい 状 況 で あ る47。

利 用 しや す い 権利 擁 護 シ ス テ ム を作 るた め に は 、財 産 管理 だ け に 限定 せ ず に 、 障 害 者 の

生 活 に密 着 した 多 様 な ニー ズ に 対応 で き る よ う、 幅 広 い 支 援 が 必 要 で あ る。 そ の 際 、縦 割

り事 業 で は な く、 さ ま ざま な社 会 サ ー ビス 、 行 政 機 関 、 弁護 士 、 消 費 者 生 活 セ ン ター な ど

が連 携 ・協働 で 支 援 して い く仕 組 み を構 築 して い くべ きで あ る48。 ま た 、第1節 及 び第2

節 で紹 介 した とお り、 ス ウェ ー デ ンの よ うに 自治 体 の 実施 責任 を 明確 にす るべ きで あ る。

(3)障 害 当事者 の社 会 福 祉 政 策 決 定 へ の 参 加

知 的 障 害者 の福 祉 政 策 決 定 へ の 参加 は 、 社 会 が 障 害者 の 自己決 定 権 を認 め るか 否 か に か

か っ て い る と言 わ れ て い る。ス ウ ェー デ ン で は 、第1節 で 紹 介 した よ うに 、1986年 に施 行

され た新 援 護 法 の 第3条 に、 世 界 で 初 め て知 的 障 害者 の 自己決 定 権 の尊 重 に っ い て 明 記 さ

れ た49。 国 民 の意 識 を変 革 し、 よ り良 い 福 祉 政 策 へ と変 えて きた の は 、FUB、 そ の 他 の 障

害 者 団 体 の活 動 で あ る。

障害 者 団 体 は 行 政 諸 機 関 の政 策 草 案 に 対 し意 見 を述 べ る機 会 が 与 え られ 、 中央 政府 、 ラ

ン ステ ィ ン グ、 コ ミュー ン とい っ た 諸 レベ ル の調 査 の た め に 作 られ た諮 問委 員 会 な どの 討

議 に参 加 で き る。 また 、 障害 者 団 体 が 政 策 決 定 へ の組 織 的 関 与 ・参 画 を通 して 、権 利 を主

張 し要 求 を獲 得 す る と同 時 に約 束 事 項 が 遵 守 され て い るか ど うか 監 視 も行 っ て い る5° 。

政 策 づ く りに あた っ て は 、社 会福 祉 の 対 象 とな る 当事者 の声 を 聞 く こ と、 知 的 障 害 者 の

要 望 な どが 、 具 体 的 な政 策 の 中 身 に反 映 で き る よ うに 、 当 事者 の 組 織 づ く りを さま ざま な

形 で応 援 す る こ とが 必 要 な の で あ る。 そ の た め に も、 ま ず 、 障 害 の な い人 達 に 障 害者 に 関

す る知 識 を持 ち、 意 識 を変 革 して も らい 、 障 害 当事 者 が 参加 で き る よ うな会 議 や 意 見 を述

べ る場 を設 け る こ とが 重 要 で あ る。FUBの オ ンブ ズ マ ン 、PieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏

が指 摘 す る よ うに 「障 害 者 が子 ど もの とき は、 障害 の な い 子 ども達 と一 緒 に保 育 園 に通 い

比 較 的差 別 の 少 な い 中 で育 つ 。 成 長 す る につ れ 、生 活 の 場 が 異 な り、 障 害者 に対 す る偏 見
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も生 まれ て く る。 そ の意 識 を 変 革 す るた め に、 学 校 教 育 の 場 で 正 しい 知 識 を持 っ て も ら う

こ と と、 障 害者 に意 見 を述 べ る さま ざま な機 会 の 場 を設 け る こ とが 大 事 」 な の で あ る5・ 。

日本 に お い て は、な か な か この社 会 政 策 決 定 へ の参 加 が進 ま ない が 、「機 会 の 場 」を設 け

る シ ス テ ム を徐 々 に構 築 して い か な い と、 政 策 に も障 害 当 事者 の 声 が反 映 され な い ま ま で

あ り、 障 害者 の 権利 も守 られ な い ま ま で は ない だ ろ うか。

以 上 で 示 した よ うに 、 ス ウェ ー デ ン の知 的 障 害 者 に 対 す る権 利 擁 護 の発 展 に お い て は 、

FUBの 働 き か け が き わ め て 大 き か っ た とい え る。保 護 の 対 象 か ら障害 当 事者 主 体 へ と意 識

を変 え 、障 害者 が 社 会 で 当 た り前 に暮 ら して い け る よ うに政 策 を変 え る よ うに 、FUBは 常

に働 き か けて きた の で あ る。

現 在 、ス ウ ェー デ ン で は 、法 律 で 障害 者 の権 利 を保 障 し、行 政 、オ ン ブ ズ マ ン、Godman(グ

ー ドマ ン)、 さま ざま な障 害 者 団体 が連 携 し、協働 して 障 害 者 の 生活 を 支 えて い る。そ の た

め 、特 に軽 度 の 知 的 障 害 者 の 生活 は 比 較 的 保 障 され て お り、 ま た 、 重 度 の知 的 障 害者 の た

め に さま ざま な コ ミュ ニ ケー シ ョン手 段 が 開発 され っ っ あ り、 彼 らの 自己決 定 権 の 尊 重 に

向 け た 取 り組 み が 既 に始 ま っ て い る。 日本 にお い て は 、 障 害者 の 権 利 保 障 は依 然 、 遅 々 と

して進 ま な い の が 現 状 で あ る。 権 利 擁 護 の 制 度 は あ るが 、 対 象 者 を 限定 す るな ど非 常 に狭

く、利 用 した くて も利 用 で き な い 状 態 で あ る。 障害 者 の 「自立 」 を言 うな らば 、 安 心 して

生 活 で き る仕 組 み と権 利 を保 障 す る制 度 を整 え て い くべ きで あ ろ う。 そ うで な けれ ば 、 障

害 者 の権 利 の保 障 も 「自立 」 もな い の で あ る。
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第5章 精 神 障 害 者 の 生 活 保 障 一 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンの 実 践 を 通 して

本 章 で は 、 筆 者 が2005年 か ら1年 間留 学 して い た ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュー ン の実 践 に

焦 点 を 当 て 、 ま ず ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュー ン の現 状 を 紹 介 し、 次 に現 場 で どの よ うに支 援

体 制 が と られ て い る の か とい う ミク ロ レベ ル な視 点 で の フ ィー ル ド調 査 の結 果 をま と め、

最 後 に 日本 の 現 状 と比 較 す る こ と に よっ て 、 障 害 者 とそ の 家 族 を支 え て い くた め の 政 策 制

度 や 支 援 の 方 向性 につ い て考 察 し、 提 言 して い く こ とを 目的 とす る。

まず 第1節 で 、ス ウェー デ ン南 部 に位 置 す る ヴェ クシ ョー ・コ ミュー ンの概 要 を紹 介 し、

そ の 障 害者 福 祉 政 策 につ い て概 観 す る。 ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ン で は 、 ス ウ ェー デ ン の

福 祉 政 策 の 大 きな 流 れ を反 映 しな が ら、 地 域 で の生 活 を保 障 して い く政 策 とな っ て い る。

そ の概 要 を ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンの 行 政 資 料 に基 づ き紹 介 す る。

第2節 で は 、 ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ン で筆 者 が行 っ た 当事 者 や そ の 家族 との 会 話 記 録

をふ ま え て 、 どの よ うな実 践 が行 わ れ て い る の か とい うこ と を明 らか にす る。

第3節 で は 、第1節 お よび 第2節 をふ ま え 、 日本 にお い て 、障 害 の あ る人 の 生 活 を保 障

して い く とい うこ とは 、 い か に あ るべ きか につ い て検 討 す る。 特 に、 障 害者 もひ と りの 市

民 と して 、 サ ー ビス を受 け る権 利 が あ る とい う基 本 的 な原 則 や 、 地 域 で 生活 をす る とい う

こ との意 義 に つ い て の検 討 も深 め た い 。

第1節 ヴ ェ ク シ ョ ー ・コ ミ ュ ー ン の 現 状

ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン は 、Smaland(ス モ ー ラ ン ド)地 方 に あ る8つ の コ ミ ュ ー ン を

持 つKronoberg(ク ロ ノ ベ リ)県 に 属 し 、そ の 県 庁 所 在 地 で あ る 。デ ン マ ー ク の コ ペ ン ハ ー

ゲ ン か ら250km、 首 都 ス トッ ク ホ ル ム か ら420kmの 所 に位 置 す る ス ウ ェ ー デ ン 南 部 の 街

(地 図1参 照)で あ る 。Smaland(ス モ ー ラ ン ド)地 方 は 、 昔 か ら ガ ラ ス 工 業 が 盛 ん で 「ガ ラ

ス の 王 国 」 と も 呼 ば れ て お り、 中 世 に は 重 要 な 商 業 都 市 と して 発 展 し て き た 。 森 と湖 に 囲

ま れ た ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン は 、 現 在 、 ガ ラ ス エ 業 以 外 に も 環 境 保 護 に カ を入 れ 、 環

境 都 市 と して も 国 内 外 に 知 られ て い る1。

ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の 人 口 は 約80,000人 で あ り、 増 加 傾 向 に あ る 。 学 生 街 の た

め 、18歳 か ら24歳 の 人 口割 合 が 最 も 多 く な っ て い る が 、 卒 業 後 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー

ン を 離 れ 、ス トッ ク ホ ル ム な ど の 他 の 都 市 に 引 っ 越 す 場 合 が 多 い 。住 民 の 出 身 地 の 割 合 は 、

ス ウ ェ ー デ ン 国 内86%、 ス ウ ェ ー デ ン 以 外 の 北 欧 諸 国1%、 ヨ ー ロ ッ パ6%、 そ の 他 の 国

7%で あ り 、 移 民 の 割 合 が 増 加 傾 向 に あ る2。
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2006年 の コ ミ ュ ー ン の 職 員 総 数(公 務 員)は 、6,167人(正 社 員 数)で2005年 よ り68

人 増 加 し た 。4,939人 が 女 性 で 、 残 り1,228人 が 男 性 職 員 で あ る 。 中 で も福 祉 関 係 の 職 員

数 が 増 加 し た こ とが 影 響 し 、 前 年 の2005年 よ り多 く な っ て い る3。

ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の2006年 の 失 業 率 を み る と、2.9%で あ り、 そ の う ち の1.8%

が 労 働 市 場 の 就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム に 参 加 して い た 。Kronoberg(ク ロ ノ ベ リ)県 に お い て は 、

2015年 ま で に 約30,000人 が 定 年 退 職 と な る 予 定 で あ る 。 経 済 を 活 性 化 さ せ る た め に 、 若

年 層 の 就 職 支 援 や 雇 用 の 増 加 を 行 い 、 対 策 を 立 て る 必 要 性 が あ る4。

ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の 年 次 報 告 書 に よ る と 、2006年12月31日 の 純 利 益 は 、1

億5000万SEKで 前 年 よ り増 加 した 。 コ ミ ュ ー ン の 財 源 の 約60%は 税 金 で あ り、政 府 か ら

の 国 庫 補 助 が 約20%、 そ の 他 で 構 成 さ れ て い る 。 支 出 内 訳 で 最 も 多 い の が 高 齢 者 ・障 害 者

福 祉 で30.9%、 次 い で 基 礎 学 校 教 育 ・学 童 保 育 に22.9%、 就 学 前 教 育 に8.8%、 高 等 学 校

教 育 に8.3%、 投 資 に5.8%、 文 化 ・余 暇 活 動 に5.3%、 個 別 援 助 ・家 族 援 助 に4.4%、 公 園

整 備 ・道 路 交 通 整 備 ・公 共 建 築 物 に2.9%、 コ ミ ュ ー ン の そ の 他 の 事 業 に2.3%、 経 済 支 援

に2.0%、 環 境 整 備 に1.8%、 通 信 に1.4%、 政 治 活 動 に1.2%と な っ て お り、 福 祉 や 教 育 の

分 野 が 重 要 な 位 置 を 占 め て い る こ と が わ か る5。

地 図1.ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の 位 置

以 上 が ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の 概 要 で あ る 。 次 に ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュ ー ン の 障 害

者 福 祉 政 策 に つ い て 見 て み よ う。 障 害 者 福 祉 政 策 に 関 して は 、 ス ウ ェ ー デ ン の 全 体 の 流 れ
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を受 け て 、地 域 で の 生 活 を保 障 す る政 策 に な って い る。障 害 者 数 も、80歳 以 上 の 高齢 者 数

も増 加 傾 向 に あ る 中で 、住 宅 保 障 、雇 用 政 策 に力 が入 れ られ て い る6。

2006年12.月31日 に お い て 、LSS法7に よ る サ ー ビス を受 けて い た 障 害者 は615人(大

人:531人 、 児 童:84人)だ っ た8。 前 年 よ り13人 の増 加 で あ る。 本 論 文 第3章 第3節

で確 認 した よ うに、LSS法 で は 対 象 者 を 「① 知 的 障 害 、 自閉症 、 あ るい は 自 閉的傾 向 を示

す 人 、② 成 人 後 、 事 故 や 疾 病 、脳 出 血 等 に よ る脳 傷 害 で 、 永 続 的 に一 定 の知 的 能 力 に機 能

障 害 を 有 して い る人 、 ③ 上 記 以外 で 、 日常 生 活 に支 障 を きた し、 そ の結 果 、援 助 ・サ ー ビ

ス を必 要 とす る身 体 的 又 は精 神 的 に継 続 的 な機 能 障 害 を 有 す る人 。 通 常 の 高齢 化 に よ る機

能 障害 は 除 く9。 」 と規 定 して い るが 、以 下 の 表5-1は 、対 象 者 ① か ら③ の 内 訳 で あ る。対

象 者 ① と② に 関 して は 、2000年 か ら2006年 の 問 で 、LSS法 に よ る サ ー ビス を受 け て い る

知 的 障 害者 の数 は21%増 加 して い る。児 童 につ い て は 、2001年 か ら2006年 で22%の 増 加

に な る。 対 象 者 ③ は、2006年 にお い て は167人 で 、年 ご との差 は それ ほ どない1° 。

本 論 文 第3章 第3節 で詳 述 した よ うに、LSS法 の 第9条 にサ ー ビス に 関 す る規 定 と して 、

① 障害 当 事者 や 家 族 に対 す る助 言 、個 別 援 助 、パ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス11に よ る支 援 と

経 済 援 助(65歳 以 下 を 対 象 とす る)、 ② 移 送 サ ー ビス 、③ コ ン タ ク トパ ー ソ ン ・2、 ④ レスパ

イ トサ ー ビス 、 ⑤ シ ョー トス テ イ サ ー ビス 、⑥12歳 以 上 の 学童 児 童 へ の課 外 活 動(学 童 保

育)、 ⑦ 里 親 制 度 ま た は、何 らか の理 由 で 自宅 以 外 に住 む 必 要 性 の あ る児 童 ・青 少年 の た め

の特 別 サ ー ビつ きの 住 居 、⑧ 成 人 用 の 特 別 サ ー ビス付 きの 住 居(グ ル ー プ ホ ー ム も含 む)、

⑨ 職 業 又 は 、 学 業 に もつ い て い な い 人 の た め の 日中活 動 支 援 が あ る13。

特 に コ ミ ュー ンが 政 策 課 題 と して 掲 げ て 実 行 して い るの は 、 障 害 者 の た め に設 備 が 整 備

され た ア パ ー トな どの住 宅 の確 保 、 支 援 付 き の住 宅 を確 保 して い く こ と と、 多様 な 生 活 活

動 の場 を提 供 し、 自由 時 間 を保 障 して い くこ とで あ る。 そ の た め に コ ミュ ー ンは 、 ひ と り

暮 ら しをす る障 害者 に緊 急 呼 出 し機 器 を提 供 し、24時 間 必 要 な時 に サ ー ビス を受 け られ る

よ うに して い る。ま た、知 的 障 害者 や 精神 障 害 者 が 地域 で 生 活 で き る よ うに住 宅 を提 供 し、

支 援 付 き の住 宅 も増 加 して い る。 さ らに 、 多 様 な生 活 活 動 を保 障 す る た め に シ ョー トス テ

イ の充 実 、就 労 支 援 に も力 を入 れ て い る。 しか し、 た と えば 現 状 と して は 、支 援 付 きの 住

宅 を希 望す る人 が 多 い に も か か わ らず 、 コ ミュー ン が 用 意 で きて い な い とい う問題 な どが

あ る14。
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表5-12000年 か ら2006年 ま で のLSS法 に よ る 援 助 を 受 け て い る 人 数 の 推 移

(単位 二人)

2006年 2005年 2004年 2003年 2002年 2001年 2000年

X

対 象 者 ① 448 436 427 401 402 382 310

と ② の 合 (成 人 (成 人359 (成 人353 (成 人 (成 人322 (成 人322

計 375 児 童77) 児 童74) 337 児 童65) 児 童60)

児 童73) 児 童64)

対象者③ 167 166 167 171 163 157 147

(成 人 (成 人157 (成 人153 (成 人 (成 人149 (成 人145

156 児 童9) 児 童14) 154 児 童14) 児 童12)

児 童11) 児 童17)

合計 615 602 594 579 565 539 457

(成 人 (成 人516 (成 人506 (成 人 (成 人486 (成 人467

531 児 童86) 児 童88) ,.. 児 童79) 児 童72)

児 童84) 児 童81)

※2000年 の 人 数 は 成 人 の み の デ ー タ 。

出 所:VaxjoKommun.Omsorgsnamndensarsredovisning2006.

以 上 の 政策 課 題 を実 行 す るた め の 主 な 社 会 資 源 は 、 コ ミュー ン が実 施 主体 で あ る住 宅 支

援 、経 済支 援 、 家 族 に対 す る助 言 と個 別 支 援 、 グル ー プ ホ ー ム、 デ イ セ ン ター 、 さ ま ざま

な職 業 訓練 サ ー ビス ・職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン 、 民 間 団 体 が 提 供 す る さま ざま な 活 動 プ ロ

グ ラ ム 、 当事者 組 織 、 政 府 が 実施 主 体 とな る成 人 教 育 な ど、 公 的 サ ー ビス と民 間サ ー ビス

が協 働 で 障 害者 の 生 活 を支 え 、彼 らが 孤 立 しな い よ うに 支援 して い る。

第2節 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミ ュー ン に お け る 実 践

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ンに お い て も、 今 日で は以 前 の よ うな 入 所 施 設 は解 体 され 、 い

か に重 度 とい わ れ て い る 障害 者 で もパ ー ソナ ル ・ア シ ス タ ンス を雇 用 し、支 援 付 きの ア パ

ー トや グル ー プ ホ ー ム等 で生 活 して い る。 家 族 と一 緒 に 暮 ら して い る場 合 もあ るが 、 ほ と
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ん どは グル ー プ ホ ー ム 、 アパ ー トな どで 生 活 し、 日中 は デ イ セ ン ター 、職 業 訓 練 に通 っ て

い る こ とが 一般 的 で あ る。

こ こで は 、 どの よ うに コ ミュ ー ンが 障 害 者 や そ の家 族 の 生 活 を支 援 して い るの か にっ い

て 、2005年11.月 に1週 間参 加 した重 度 精神 障 害 者 の 生活 を 支援 す るSt6denheten(ス テ

ー デ ンへ 一 テ ン:精 神 障 害者 サ ポ ー トセ ン ター)の 活 動 につ い て の参 与観 察 と資 料 お よび

利 用 者 との 会 話 記 録(3事 例)を 基 に 明 らか に して い く。

2-1ヴ ェク シ ョー ・コ ミ ュー ン に お け る 支 援 の概 要

1994年 に設 立 され たSt6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)は 、コ ミュ ー ンが 実 施 主 体 とな

り、約200人 の 精 神 障 害 者 が利 用 して い る。① 精 神 障 害 者 の支 援 を行 うに 際 して は個 人 を

重 視 す る こ と、 ② そ れ ぞれ の人 に合 っ た 支 援 を展 開す る こ と、 ③ さま ざま な経 験 、 人 間 ら

し く生 き るた め に は健 康 で あ る こ とが 重 要 で あ る の で 、 さま ざま な職 種 と連 携 して 支 援 し

て い く こ と、 ④ 個 人 の生 活 を 尊 重 して い くこ と、 そ して 、⑤ 精神 障 害 者 との信 頼 関係 を築

き 、一 人 の 人 間 と して 尊 敬 す る とい う5つ の 理 念 の も とで運 営 され てい る15。

St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)は 、重 度 の精 神 障 害者 の生 活 を支 援 して い くた め の施

設 で あ り、 ス タ ッ フは 精神 科 看 護 師4名 と地 域 看 護 師1名 で 、精 神 障 害 者 の薬 の 管理 、精

神 状 態 の 管理 とケ ア を行 っ て い る。 ま た 、 隣接 して い るデ イ セ ン ター で は 、准 看 護 師 ・ヘ

ル パ ー な どの ス タ ッフ10名 が そ れ ぞ れ 利 用 者 の 自宅 、 ま た は グル ー プ ホ ー ム に 出 向 き 、

掃 除や シ ャ ワー 、 買 い 物 な どの 支援 を直 接 行 う。 この ス タ ッ フの 特 徴 と して は 、福 祉 関 係

の ソー シ ャル ワー カ ー や ヘ ル パ ー で も准 看 護 師 の資 格 を 併せ 持 って 、利 用 者 に サ ー ビス を

提 供 し て い る こ と に あ る 。 車 や 自 転 車(車 の 場 合 は30分 く ら い で 行 け る 距 離 。

St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)専 用 の 自動 車 が あ り、そ の ガ ソ リ ン代 は コ ミュー ン に請

求 で き る。)で 、 ヴ ェ ク シ ョー 市 内 の精 神 障 害 者 の 自宅 、 アパ ー ト、グル ー プ ホ ー ム、デ イ

セ ン タ ー な どに 出か け 、薬 の 管理 や 地 域 で 生 活 す る精 神 障 害 者 の 支 援 を行 うた め には 、 病

院 、福 祉 施 設 、行 政 な どの さま ざま な 関係 機 関 と連 絡 調 整 ・協 力 して支 援 を行 う必 要 が あ

る。St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)は 、薬 の 管理 だ けで な く、 ど うい う支 援 を行 うか を

利 用 者 や 家族 、 医 師 と ミー テ ィ ン グ を開 き 、支 援 内容 を決 め る こ と、 そ して ス ー パ ー バ イ

ザ ー と して の役 割 な どを担 っ て い る。

利 用 者 個 人 の デ ー タ(薬 の 管理 表 、 支 援 計 画 表 な ど)は 、 鍵 の か け られ た ロ ッカ ー に保

存 され 、 ス タ ッ フ に よ り管 理 され て い る。 ま た 、 同 じ情 報 が グル ー プ ホ ー ム の ス タ ッ フ の
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手 元 に も保 管 され 、 同様 に鍵 の か か っ た ロ ッカ ー に保 管 され て い る。

St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)は 、医療 ケ ア か ら福 祉 的 な支 援 ま で 、ス タ ッフ が職 種

を越 え て 協 力 して 、地 域 で 生活 して い る精 神 障害 者 を支 援 す る拠 点 的 な機 能 を 担 っ て い る。

2-2利 用 者 へ の イ ンタ ビュー

重 度 の精 神 障 害者 に 限 らず 、 生 活 を保 障 して い く上 で 、 多職 種 との連 携 は欠 かせ な い 。

施 設 解 体 後 、 障 害 者 が どの よ うに 生 活 し、 また コ ミュ ー ンが どの よ うに支 援 して い るの か

とい うこ と を利 用 者 との会 話 記 録 か らみ て い く。

<他 の コ ミ ュー ンの 入 所 施 設 か ら ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ンの ア パ ー トに地 域 移 行 した50

代 の 男性Aさ ん の 日常 生 活 に つ い て>

Aさ ん は 、50代 の男 性 で 、ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンの 中心 地 か らは少 し離 れ て い るが 、

郊 外 の 静 か な ア パ ー トが建 ち 並 ぶ住 宅街 で 、 一 人 で暮 ら して い る。 そ こに暮 らす ま で は 、

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ン とは違 うコ ミュー ン の施 設 で 生活 して い た。旅 行 が好 き なAさ

ん は 、精 神 障 害 に な る ま で は 、 一 人 で よ く旅 行 して い た とい う。

今 の 生活 に つ い て 、Aさ ん は 「ひ と り暮 ら しの今 の 生 活 が とて も楽 しい。 静 か で 自分 の

ペ ー ス で 生活 で き る。」 と話 す 。

日常 的 な 生 活 につ い て は 、 「ス タ ッ フが 時 々来 て くれ て 、 一 緒 に買 い物 に行 った りす る。

ス タ ッフ は 、毎 日掃 除 、シ ャ ワー の 手 伝 い(シ ャ ワー を浴 び る た め の 一 連 の援 助)、 あ と薬

を飲 む と きに 手伝 って くれ る。 あ とは 自分 で や っ て い る」 との こ とで あ る。

Aさ ん の 楽 しみ に つ い て は 、「一 番 楽 しい の は旅 行 。 うん 。デ イ セ ン ター の仲 間や ス タ ッ

フ と週 末 、 一 緒 にで か け る の が 楽 しい 。 一 番 好 き な と こ ろは ベ ル リン」 と答 えて くれ た 。

現 在 、St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)か らの支 援 を受 け なが ら暮 ら して い るAさ ん

に とっ て 、 ひ と り暮 ら しをす る こ とは 、 今 、 非 常 に 「楽 しい 」 との こ とで あ っ た。 ス タ ッ

フ のサ ポ ー トは あ る とは い え 、 部屋 は きれ い に整 頓 され て お り、 清 潔 さが保 た れ て い る。

ス タ ッフ は 、 「Aさ ん は 、 自分 の 障 害 を理 解 して い な い か ら、 常 に支 援 が 必 要 」 とい うが 、

支 援 を受 けな が ら、 好 き な旅 行 に もた び た び 行 き 、 た く さん の旅 行 雑 誌 を 読 ん だ り、 日常

生 活 や 余 暇 を楽 しん で い る 姿 は 、 ス ウ ェー デ ン の 障 害 の な い 人 の 一 般 的 な 生活 とな ん ら変

わ りは な い とい え る。
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〈家 族 と一 緒 に 住 ん で い る50代 男性Bさ ん とBさ ん の母 親 〉

ス ウェ ー デ ンの 家 族 との 同居 率 は 、 極 めて 低 い。 した が って 、Bさ ん の よ うな ケー ス は

極 め て稀 で あ る とい え る。

Bさ ん は 年 老 い た母 親 とStodenheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)の 近 くの ア パ ー トで暮 ら し

て い る。 街 の 中心 に も非 常 に 近 い。

現 在 の 生活 の 状 況 につ い て 、Bさ ん は次 の よ うに話 して くれ た。

「ス タ ッ フが 薬 の 管 理 を して くれ る。 ス タ ッフ が 医者 に 連 絡 も して くれ る し。 のん び り

と した 生活 。 昔 の お も ち ゃ とか 古 い もの を集 め る の が趣 味。」 「好 き な こ とが で き るの が い

い 。」

ま た 、母 親 は福 祉 的 な支 援 を 受 けて い る生 活 につ い て 、 次 の よ うに話 して くれ た。

「とに か く安 心 で き る。 緊 急 な 時 で も、 対 応 して くれ るか ら安 心 で き る。 私 は 年 と っ て

き て い るけ ど不 安 感 は な い。そ れ ぞ れ の 生活 が あ る か ら。で も一 応 、支 援 計 画 の会 議(支

援 を行 う前 には 必 ず 作 成 して これ か らの 支 援 を ど うす るか 計 画 す る会 議)に は 、や っ ぱ り

家 族 も参 加 して 、 どん な支 援 を して くれ る の か確 認 す る。」

「ス ウェ ー デ ンは 税 金 は 高 い け ど、や っ ぱ りそ の分 ち ゃ ん と返 って くる。もっ と高 くて も

い い と、思 う。」

Bさ ん はSt6denheten(ス テ ーデ ンへ 一 テ ン)の 支援 を受 け な が ら 自宅 で 生 活 を送 っ て い

る が 、精 神 的 に 不 安 定 に な りや す い た め 、 医師 との連 携 を欠 くこ とは で き な い。Bさ ん は

も う長 い 間 、 支援 を受 け な が ら生活 して い る。 支 援 計 画 を作 成 す る とき ・変 更 が あ る とき

に は 、本 人 ・親 を交 え て 、今 後 の プ ラ ン につ い て説 明 し、確 認 を とる。 必 ず 説 明 し、 信 頼

関係 を 築 く一 歩 に な る とス タ ッフ は説 明 す る。Bさ ん の 母 親 は、 こ の支 援 計 画 に参加 す る

こ とで 、 不安 感 の 軽 減 に もつ な が る と述 べ て い た。 母 親 と同 居 の 生 活 で は あ るが 、Bさ ん

もBさ ん の 母 親 もお 互 い に 依 存 しあ っ て い るわ けで は ない 。Bさ ん は 、障 害 者 手 当 を受 け

な が ら生活 して い るが 、 「住 環 境 が 変 わ るの が嫌 だ 」 「ひ と りは不 安 」 とい う理 由で 、 母 親

と同居 した 生 活 を送 っ て い る。 住 ま い は 同 じに して い るが 、 日本 の よ うな扶 養 義務 感 が あ

っ て 同居 して い る とい うこ とで は な い との こ とで あ っ た。

<街 の 中心 地 か ら離 れ た場 所 で ひ と り暮 ら しを して い る40代 男性Cさ ん>

Cさ ん は 街 の 中心 か らは 車 で50分 く らい離 れ た 場 所 で 暮 ら して い る。 周 囲 に家 は ま ば

らで あ り、 近 所 の 人 の姿 も見 え な い。 以 前 は農 家 をや っ て い た よ うで 、家 に は 畑 を耕 す 器
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具 が た く さん 置 い て あ る。 今 は本 格 的 な 農 業 はや っ て い な い が 、Cさ ん は 野 菜 を育 て た り

して い る。

生 活 の状 況 につ い てCさ ん は 、 「ス タ ッフ が 来 て くれ る。 こ こで 野菜 を育 て た り しな が

らの生 活 。 人 は あ ま り訪 ね て 来 な い。 で も猫 と時 々訪 ね て 来 て くれ る ス タ ッ フや た ま に訪

ね て 来 て くれ る人 が い るだ け で い い 。 静 か で い い 」 と語 り、 これ ま で の生 活 に つ い て は 、

「学 校 は行 っ て た け ど、途 中 か ら病 気 で 行 け な くな っ た。 昔 か らい る この場 所 で 生 活 す る

の が好 き 」 との こ とだ っ た。 趣 味 な ど につ い て は 、 「英 語 が 好 き。 英 語 で話 す の は 楽 しい 。

英 語 は もっ と勉 強 しな い とい け な い。時 々 英 語 の本 も読 む 」「こ こ に あ る もの は 全 部 大 事 な

も の。 捨 て て は ダ メ。 今 全 部 屋 根 裏 に 置 い て い る。 安 心 す る」 との こ とで あ っ た。

Cさ ん は 、St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)か らの掃 除 、服 薬 の 支 援 を受 け 、畑 を耕 し、

障 害 者 手 当 を受 給 しな が ら生 活 して い る。Cさ ん に は 髪 の 毛 一 本 さえ捨 て る こ とが で き な

い癖 が あ り、 ほ か の 人 に は ゴ ミの よ うに 思 え る もの で も、 す べ て 丁 寧 に袋 に入 れ て保 管 し

て い る。 ス タ ッ フ は無 理 に捨 て る よ り、Cさ ん の 大切 に しよ う とす る意 思 を最 大 限 尊 重 し

て 、一 緒 に袋 に 入 れ て 、Cさ ん が わ か る よ うに 日付 と何 が 入 って い る の か も記 入 す る よ う

に して い る。 そ ん なCさ ん に とっ て の 「大 切 な もの」 は 段 ボ ー ル 箱 に何 箱 も積 み 重 な っ て

い て 、ま るでCさ ん の 生 き て き た跡 を辿 って い る よ うに な って い る が 、Cさ ん は 、 「安 心」

す る とい う。 単 な る掃 除や シ ャ ワー 、 服 薬 支 援 の ほ か に 、Cさ ん の 心 に 寄 り添 い 、 話 を聴

く支 援 も時 間 の あ る限 り行 うこ とが 必 要 だ とい う。 信 頼 関係 を築 く こ と、利 用 者 の 話 を 聞

く こ とに よっ て 、利 用 者 に安 心感 を与 え、 良い 支 援 が で き る の だ とい う。

2-3障 害 者 の 地 域 生 活 支 援 の 達 成 点 と課 題

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンで はSt6denheten(ス テ ー デ ンヘ ー テ ン)を 中心 と して 、重 度

精 神 障 害者 や そ の 家 族 の生 活 を 支 えて い る。 こ こで の 実 践 は 、 地 域 で生 活 して い る精 神 障

害 者 の 生活 の 場 に 出か け て い き 、彼 ら を支 援 して い く とい うもの で あ る。 地 域 で 生活 をす

る彼 らを支 援 す るた め に 、利 用 者 との信 頼 関係 を築 い て い く こ とは もち ろ ん の こ とだ が 、

医療 、福 祉 施 設 、 行 政 な どの諸 機 関 と コ ミュニ ケー シ ョン を と り、 連 携 して支 援 が行 わ れ

て い る。 職 種 の 違 い は あ る が 、 目的 は 「利 用 者 を支 援 す る こ と」 で 同 じな の で あ る。

ス ウェ ー デ ン は、1990年 代 後 半 の施 設 解 体 後 、精 神 障 害者 も で き る限 り地 域 で 生 活 す る

よ うに な っ て い る。 ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ンに お い て は約200人 の精 神 障 害 者 が地 域 で

St6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)に よ る支 援 を受 け な が ら暮 ら して い る16。 「精 神 障 害 」
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とい っ て も利 用者 一 人 ひ と り違 うもの で あ り、 個 別 に 対応 した 支 援 を行 う。 そ の た め支 援

計 画 も利 用者 や 家 族 と話 し合 い な が ら、彼 らが納 得 で き る よ うに一 人 ひ と りとの コ ミュニ

ケー シ ョン をは か る こ とが重 視 され て い る。 一 人 ひ と り違 う とい うこ と、 例 え ば、 異 な る

生 活 環 境 、 異 な る好 み 、異 な る考 えな ど、 そ の人 に合 わせ た 対 応 を して い き 、利 用者 が 満

足 で き る生活 を送 れ る よ うに ス タ ッ フは 援 助 して い くの で あ る。 こ の よ うに支 援 の 中心 は

利 用 者 な の で あ る。ス タ ッフ 同 士 の コ ミュニ ケー シ ョン を大 切 にす る の は もち ろん の こ と、

利 用 者 ・家族 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン も大 切 に して い か な けれ ば な らな い の で あ る。 そ う

した姿 勢 が 貫 か れ て い る の で 、Cさ ん の 価 値 観 に も寄 り添 って 支 援 をす る こ とが で き る の

で あ る。

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンのSt6denheten(ス テ ー デ ンへ 一 テ ン)は 、 コ ミュー ン が 実施

主 体 とな っ て 運 営 し、 コ ミュ ー ンが す べ て 責 任 を持 っ て サ ー ビス を実 施 して い る。 コ ミュ

ー ン が 主 体 とな る こ とで 、そ の運 営 費 用 は 税 金 とな るわ けで あ るが 、「す べ て の 人 が 地 域 で

当 た り前 に 生活 を して い く こ と」 を保 障 す る こ とが意 味 の あ る も の に な る。 人 と して の 権

利 を コ ミ ュー ンが認 め る こ と、 コ ミュー ンが 率 先 して 支援 を実 践 してい る こ とは 、 精 神 障

害 者 だ け で な く、 そ の他 の重 度 障 害者 に とっ て も必 要 で あ る。

ま た 、家 族 が年 老 い て くる と、「将 来 に不 安 を感 じて い る」、「経 済 的 な負 担 もあ る 」 とい

うの が 日本 の 現 状 で あ る が 、 ス ウ ェー デ ン全 体 と して い え る こ とだ が 、親 は親 、 子 ど もは

子 ど も とい う個 人 主 義 が徹 底 され て お り、政府 、 ラ ンス テ ィ ン グ17、 そ して コ ミュー ン が

責 任 を持 っ て 生 活 を保 障 して い るた め 、「不 安 は な い 」とい う答 え の方 が 多 い。福 祉 用 具 を

必 要 とす る障 害者 の 家 族 で も、 「全 部 支 払 い は コ ミュ ー ンに な るか ら経 済 的 な負 担 も ない 」

とい う答 えで 、 経 済 的 な負 担 感 もそ れ ほ ど感 じな い とい う答 えが 多 い。

た だ 現状 と して は、 障害 者 が 地 域 で 孤 立 しな い よ うに どの よ うに支 援 して い く こ とが 良

い こ とな の か 、 ま た 、 重 度 障 害者 に対 す る差 別 を な くす た め に どの よ うに 市 民 に働 き か け

て い くの か とい った 課 題 が あ り、 さま ざ ま な他 職 種 に よ る専 門 的 ア プ ロー チ 、 市 民 、 民 間

団体 、行 政 が今 後 、 よ り一 層 連 携 ・協働 して い く こ とが 重 要 にな っ て くる とい え る。

第3節 生 活 保 障 と生 活 支 援

3-1保 障 と支 援 の 関連

地 域 生活 を保 障 して い くた め に は 、 基盤 とな る社 会 保 障 を整 備 して い く必 要 が あ る。 し

か し、 日本 とス ウ ェー デ ン で は 、 そ もそ も社 会 保 障 に 対 す る考 え方 が異 な るの で あ る。 ス
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ウェー デ ンに お い て は普 遍 主 義 の原 則 に 基 づ く社 会 保 障 制度 の 整備 が進 め られ て い るが 、

日本 で は 、社 会保 障 制 度 とい え ば社 会 的 ・経 済 的 弱 者 対 策 とい う側 面 が 強 い も ので あ る18。

した が っ て 、 国 民 の 生 活 を保 障 す る とい う考 え で は な く、 一 部 の 限定 的 な支 援 とい うも の

で しか な い。

生 活 を保 障 す る とい うこ とは 、個 々 人 が 一 生 を通 じて 安 心感 を持 ち な が ら 自立 した 生 活

を送 れ る よ う、人 生 の あ らゆ る時 点 に お い て 生 じる さま ざま な リス ク(疾 病 、障 害 、出 産 ・

育 児 に伴 う負 担 、 失 業 、所 得 の減 少 ・喪 失 、 要 介 護 等)に 際 して 、 社 会 全 体 で 支 え合 う と

い うこ とで あ る。 そ こ に は 、国民 を 「支 え る側 」「支 え られ る側 」に分 け て 考 え る とい う発

想 は な い。それ が 日本 にお い て は、国 民 を 「支 え る側 」「支 え られ る側 」に分 断 され て お り、

「支 え られ る側 」 に属 す る人 々(高 齢 者 、 障 害 者 、低 所 得者 等)を 社 会 的 ・経 済 的 弱 者 と

して 固 定化 して と らえ る発 想 に つ な が っ て い る とい え る19。

安 心感 を もっ て 生 活 す る とい う、 人 間 に とっ て 当然 の 権利 は どこ ま で守 られ て い るの だ

ろ うか。厚 生 労働 省 は 、2003年 の 「障 害者(児)の 地 域 生 活 支 援 の在 り方 に 関 す る検 討 会 」

にお い て 、 障 害者 の 地 域 生 活 を確 実 な もの と して い くた め に 、 所 得 保 障 、住 宅保 障 、 雇 用

保 障 の必 要性 をま とめ て い るが 、い ま だ に何 一 つ 整 っ て い な い こ とが 、と りわ け 、「親 亡 き

後 」 の 不安 感 が解 消 され て い な い とい う現 実 を 直視 す る と明 らか で あ る。

一 方
、しっ か り した基 盤 が あ るス ウ ェー デ ン にお い て は 、「脱 施 設 」を唱 え るな らば まず 、

各 コ ミュ ー ンに お い て 、 障害 者 の住 宅 と所 得 を確 保 す る こ と を前 提 に 、現 在 も積 極 的 に障

害 者 の ニ ー ズ に 基 づ い て住 宅 を確 保 し、 所 得 を保 障す る とい う政 策 に掲 げ て い る。 だ か ら

こ そ 、ス ウ ェー デ ンの 障 害 者 本 人 達 の 言 葉 か らは 、「ひ と り暮 ら しが楽 しい 」とい う言 葉 が

たび た び 聞 か れ 、 安 心 感 を もっ て 生 活 で き る社 会 を 実 現 して い る とい うこ とが い え る。

障害 者 が 地 域 で の 生 活 を保 障 して い くた め に は 、政 府 が 責任 を も っ て 、住 宅 保 障 、所 得

保 障 の基 盤 を築 い て い くこ とが必 要 で あ る。 つ ま り、 障 害者 福祉 政 策 が 障 害者 を労働 市 場

で の不 安 定雇 用 を め ぐる競 争 に巻 き込 む こ とを 防 ぎ 、社 会 的 権利 と地 位 を保 障 す る こ とに

なれ ば 、 そ れ が 障 害 者 の 自立 の社 会 的 条 件 とな る の は も ち ろん の こ と、社 会 保 障 ・社 会 福

祉 の水 準 を引 き上 げ る こ とに もな る。 ま た 、 社 会 政 策 の発 展 にお い て は 、 生活 の 安 定 や 地

域 にお け る諸 活 動 へ の主 体 的 な 参加 を通 じた 社 会 的 な っ な が りの 構 築 や 社 会 連 帯 の 形 成 も

も た らす の で あ る20。

生 活 を 「保 障 」 して い く こ と と 「支 援 」 して い く こ と とは 、 根 本 的 に そ の発 想 が 異 な っ

て い る。 日本 は、 い ま だ に 「支 援 」 で しか な い。 しか し、 「支 援 」だ け で は 、非 常 に 限 られ
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た もの で あ り、 障 害 者 本 人 や 家族 が 安 心 して 生 活 す る こ とが で き ない 。 生 活 を 「保 障 」 し

て い く こ とは 、 対 象 者 を 限 る とい うこ とで は な く、す べ て の 国 民 に とっ て 当然 の権 利 とす

る もの で あ る。 障 害 者 の 自立 した 地 域 生 活 を可 能 にす るた め には 、 障 害 者 の ニ ー ズ に合 わ

せ た生 活 を保 障 して い くこ とを 政府 の 責 務 と して求 め て い く必 要 性 が あ る の で は な い だ ろ

うか。

3-2生 活 の 保 障 と支 援 の 課 題

最 後 に 両 国 にお け る地 域 生活 を保 障 してい くた め の課 題 を、 以 下3点 に 絞 って 論 じて み

る。

① 生 活 保 障 の整 備

地 域 生 活 を保 障 して い くに は、 まず 生 活 の 基盤 を確 保 しな けれ ば な らな い。 ス ウェー デ

ン で は 、 コ ミュー ン にお い て も障 害者 の 雇 用 を確 保 す るた め 、 積 極 的 に 障 害者 に職 業 訓 練

プ ログ ラム を実施 して い る。 ま た 各 種 手 当 も十 分 とは い えな い とい うが 、 障 害者 の ニ ー ズ

に合 うよ うに 、 必 要 な手 当 を受 け られ る よ うに な っ て い る。 ま た 、 障 害 者 が 地 域 で 生 活 し

て い け る よ うに 、 ア パ ー トを コ ミュー ンが 確 保 し、 コ ミュー ンが 積 極 的 に住 宅 の保 障 を 目

指 して い る。 第1節 で も述 べ た が 、 ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ン に お い て も これ か らの課 題

と して掲 げ て い るの が 、 障害 者 の積 極 的 労 働 市 場 政 策 と、住 宅 の 確 保 で あ り、 人 間 の 生 活

に必 要 不 可欠 な 住 宅 と所 得 を保 障 して い くこ とで あ る21。

一 方
、 日本 に お い て は 、「地 域 生 活 」 と言 わ れ る も の の 、現 実 に は な か な か 障 害 者 の実 態

に即 して い な い 状 況 で あ る。 社 会保 障 審 議 会 の 障害 者 部 会 第42回 資 料 『地 域 にお け る 自

立 した 生 活 の た め の 支援 一 所 得 保 障 一 』(2008.10.31)に お い て も論 じ られ て い るが 、 障

害 者 年 金 で 生 計 を維 持 して い る人 が54.9%(内 閣府 「平 成20年 障 害者 施 策 総 合 調 査 」)

と圧 倒 的 に 多 い。 次 い で 、給 料19.9%(同 調 査)、 家 族 か らの援 助18.5%(同 調 査)と な っ て

い る。 さ らに1か.月7万 円 か ら11万 円 の範 囲 内 で 生 活 して い る人 が28.9%(同 調 査)と

最 も多 く、 次 い で15万 円か ら23万 円の 範 囲 内 が15.0%(同 調 査)、11万 円 か ら15万 円

の範 囲 内 が13.0%(同 調 査)と い う順 に な っ て い るの で あ る。単 身 世 帯 の 平均 収 入 は13万 円

程 度 で あ り、 家族 と 同居 して い る場 合 に は 、 本 人 の収 入 は8万 円 程 度 とな る。 明 らか に 地

域 で生 活 して い く こ とは 、非 常 に 不 安 定 な も の で あ る。 この よ うな所 得 保 障 の 不備 は 、 家

族 と同居 し、 家 族 に頼 ら ざ るを得 な い 状 況 か ら抜 け 出 せ な い ので あ る。

ま た 、 地 域 移 行 ・脱 施 設 とい い な が ら、 日本 の 現 状 にお い て 、 施 設 入 所 者 数 は 、2005
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年10.月1日 に 比 べ て 、2007年10月1日 で 、389人 の減 少 で138,620人 とな っ た。 そ の

増 減 内訳 は 地 域 生 活 移 行 した者 が9,344人 とな っ て お り、 さ らに そ の9,344人 が ど うい う

住 ま い に移 行 した の か とい うと、 家 庭 復 帰 とい う名 の 「自宅 」 が 最 も多 く、全 体 の39.0%

に もな る。 つ ま り、 日本 にお け る地 域 移 行 は、 再 び家 族 の 元 に返 す とい うこ とで あ り、 家

族 の扶 養 を前 提 と した 政 策 か ら何 も脱 却 して い な い こ と に な る。

住 ま い の 場 を ど う保 障 して い くの か 。 第1節 で 述 べ た よ うに 、 ス ウ ェー デ ンで は障 害 者

に まず 住 宅 の確 保 をす る こ とを コ ミュー ン の責 任 を もっ て 実 施 して い る の で あ る。 ま だ 完

壁 とは い えな い 状 況 で あ る が 、少 な く とも実 践 して い る過 程 で あ り、 地 域 で 生活 して い る

障 害 者 は 非 常 に い きい き と して 自分 の 生 活 を楽 しん で い る とい え る。

日本 の よ うに 家 族 の元 に戻 した か ら とい っ て 、 それ は 地域 移 行 で は な い。 障 害者 とそ の

家 族 の安 定 した 暮 ら しの た め に は 、 生 活 基 盤 とな る所 得 保 障 、 そ して 、雇 用 政 策 、住 宅 の

確 保 が課 題 と して あ げ られ る。 家族 扶 養 が 前 提 で は な く、 障 害 者 もひ と りの 人 間 と して 当

た り前 の 生活 を送 るた め に 、 生活 基盤 で あ る これ らの保 障 の 整備 は 当然 の こ とで あ る とい

え る。 ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ンを 唱 え、 地 域 生 活 を 唱 え るな ら、 言 葉 と内容 が伴 っ て い な け

れ ば な らな い。 言 葉 だ け が先 行 して い る現 在 、 実 態 を よ く見 て 生 活 の 「保 障 」 を して い か

な い と、 い つ ま で も入 所 施 設 か在 宅 か の 二 者 択 一 の領 域 か ら抜 け 出す こ とは で きな い とい

うこ とが い え る。

② 家 族 を含 め た 生 活 の保 障 の 必 要性

日本 に お い て は、 家 族 の扶 養 が 前 提 の 、 家 族 に社 会 保 障 の 役 割 を担 わせ た政 策 を展 開 し

て い る。 そ こに は 家 族 そ の もの を含 めた 支 援 とい う視 点 が 抜 け てお り、親 は 「親 亡 き後 」

の こ とを 考 え、 不 安 を感 じな が ら も子 ども を介 護 し、 ど う して も無 理 に な っ た 場合 は 「施

設 」 とい う選 択 しか な い状 況 で あ る。

日本 と欧 米 間 で は家 族 の位 置 づ けが 異 な る こ とは確 か で あ る。 日本 に お い て は 家族 との

つ な が りが 非 常 に強 い よ うに み え る し、 実 際 に強 い もの な の で あ ろ う。 しか し、 家族 扶 養

が前 提 の 日本 の社 会 政 策 の価 値 観 、 家 族 の 位 置 づ け に よ り、 家 族 が 抱 え こま ざ る を えな い

状 況 に 陥 る22。 相 談 で き る相 手 が少 な く、社 会 資 源 が極 端 に 不 足 した 状 態 に な ら ざ る を え

な い。 そ して 孤 立 した 状 態 に な り、 家 族 が 子 ど もを殺 して しま う とい うこ と も現 実 に あ る

の で あ る。 一 方 、 ス ウェー デ ンに お い て は、 家 族 が扶 養 しな けれ ばい け な い とい う感 覚 は

日本 に 比 べ る と非 常 に少 な い と思 わ れ る。 年 老 い た親 が 障 害 の あ る子 ど も と同 居 して い て
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も扶 養 しな けれ ば い け な い とい う義務 感 も な く、子 ど も と親 は 別 で あ る とい う感 覚 が あ る

よ うに感 じ る。 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ンで の 「それ ぞ れ の 生 活 が あ る 」 と言 っ た 母 親 の

言 葉 が そ の 一 つ の 表 れ で あ る と思 わ れ る し、 ま た 、一 般 的 に そ の よ うに言 う。 そ れ は 子 ど

も が重 度 で あ っ て も変 わ りは な い。 今 回 は ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ンに絞 った 事 例 を紹 介

して き た が 、 ウプ サ ラ ・コ ミュー ン で のイ ン タ ビ ュー 調 査23で も 、重 度 の 障 害 の あ る子 ど

も の将 来 に つ い て 父 親 が こ う答 え て い た 。 「18歳 に な った ら、 こ の子 も この 家 を離 れ て 、

独 立 す るん だ よ。 そ れ が 当 た り前 だ か ら。 で も この子 の 場合 は グル ー プ ホ ー ム で の 生 活 に

な る と思 うけ ど。」重 度 で歩 け な い 、喋 れ ない 障 害 の あ る子 ど もで も 、障 害 の な い 子 ども と

同 じ よ うに18歳 に なれ ば独 立 す る とい う考 え は 変 わ らな い ので あ る。 一 見 、 絆 の弱 い 関

係 の よ うに も思 え るか も しれ な い が 、実 は、こ こで の 家族 の つ なが りは 、個 人 を尊 重 した 、

個 人 と個 人 との 関係 か ら成 り立 っ て い る も の で あ り、 子 ど も との 適 度 な距 離 を保 つ こ とに

よ り、精 神 的 に 支 え合 う とい うこ とが 可 能 に な っ て い るの で あ る。

家 族 だ けに 社 会保 障 の一 部 を負 担 させ 、 障 害 者 の扶 養 を前 提 とす る シ ス テ ム で は、 現 代

の多 様 な 家族 形 態 で は適 用 で き な い だ ろ う。 ス ウェ ー デ ンで も 日本 で も、共 通 課 題 は 、 個

別 化 し、 そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に 柔 軟 に対応 す る こ と、家 族 の 存 在 をお ろそ か にせ ず に、 支 援

して い くシ ス テ ムの 構 築 が必 要 な の で は ない だ ろ うか。

③ 社 会 関係 資 本 の 整 備 とネ ッ トワー クの 構 築

ス ウェ ー デ ン にお い て は 、障 害 当事 者 を 中 心 に 、行 政 ・専 門職 ・民 間組 織 な どが連 携 し、

生 活 を支 援 す るネ ッ トワー ク シ ス テ ム を構 築 して い る。 そ れ ぞ れ の専 門職 と連 携 して ひ と

りの人 間 の 生 活 を保 障 して い るの で あ る。 そ うい うこ とに よ り、 障 害 者 一 人 ひ と りの ニ ー

ズ が可 能 に な っ て い る。

一 方
、 日本 に お い て は 、社 会 関係 資 本 の量 が 非 常 に 少 ない 。そ の た め 、「支 援 体 制 が ち ゃ

ん とあれ ば 、 この 子 で も グル ー プ ホ ー ム や ケ ア ホ ー ム で 生活 で き る とは思 うん で す け ど。

で も今 の と こ ろは そ ん な支 援 体制 もな い し、入 所 施 設 しか な い か な と思 っ て い ま す。」とい

う声 が 日本 で行 った イ ン タ ビュ ー 調 査24か らも 聞 かれ 、家 族 は 、社 会 関係 資 本 の 乏 し さ ・

多 様 な支 援 体 制 の 不 備 を前 提 に努 力 せ ざ る を え な い現 状 で あ る。 今 後 、 多様 な ニ ー ズ に見

合 う資 源 が 必 要 で あ り、 障害 者 の個 別 支 援 を充 足 し うる支援 体 制 が 求 め られ る。

ま た 、 国 ・地 方 自治 体 の サ ー ビス を行 う責 任 を 明確 化 す る こ とは重 要 で あ る。 在 宅 か 施

設 か とい う限 定 的 な 問題 で は な く、 す べ て の人 が地 域 で 暮 らせ る よ うな支 援 体 制 の構 築 が
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必 要 な の で あ る。 そ の た め に は 、社 会 関係 資 本 を整 備 し、 そ れ らのネ ッ トワー ク シス テ ム

を構 築 す る こ とが 重 要 な の で あ る。 何 もか もす べ て 自分 ひ と りで 行 う こ とだ けが 「自立 的

な地 域 生活 」 で は ない 。 ネ ッ トワー ク シス テ ムや 様 々 な社 会 関係 資 本 を利 用 しな が ら生 活

す る こ と こそ 「自立 的 生 活 」 な の で あ る。

日本 で は21世 紀 に な っ た今 日で も、 従 来 と同 じ く家 族 扶養 が 前 提 の 、制 限 的 な福 祉 の

あ り方 に と どま って い る。そ こ に あ る の は 、「ノー マ ライ ゼ ー シ ョン」、「自立 」 とはか け離

れ た 、 家族 に よ る扶 養 を前 提 と した シ ス テ ム な の で あ る。 制 限 的 な シ ス テ ム に お い て は 、

制 度 か ら漏 れ て しま う人 が 出 ざ る を えず 、支 援 が必 要 な す べ て の 人 に支 援 が行 き届 か ない 。

日本 の 障 害者 の 定 義 が 限定 的 で あ る こ と、 ま た 障害 者 自立 支 援 法 の よ うに サ ー ビス利 用 の

段 階や サ ー ビス メニ ュー につ い て も、 限 定 的 で あ る こ とは 大 きな 問題 で あ る。

障害 者 の 問題 は障 害 者 に 限 られ た こ とで は な く、す べ て の 人 に とっ て の 問題 で あ る とい

う認 識 を持 た な けれ ば な らな い。 社 会 政 策 ・社 会 資 源 の整 備 ・拡 充 は 、社 会 全 体 の 生 活 基

盤 の安 定 に つ な が る も の で あ る。 ス ウ ェー デ ン の よ うに 、 す べ て の人 を対 象 とす る普 遍 的

な性 格 を もっ社 会保 障 シ ステ ム を構 築 す るた め に は非 常 に 時 間 が か か る で あ ろ う。しか し、

個 々人 の 自助 努 力 で は な く、政 府 や 社 会 の 責 任 で人 々 の 生活 基盤 を作 り、安 定 した社 会 保

障 シ ス テ ム を構 築 す る こ とは 、 現在 の 日本 とっ て も必 要 な こ とで は な い だ ろ うか 。

【注 】
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終 章 今 後 の 課 題

本 論 文 で は 、 ス ウ ェー デ ンに お け る身 体 障 害 者 福 祉 ・知 的 障 害 者 福 祉 ・精神 障 害 者 福 祉

につ い て 、 そ れ ぞ れ 政 策 ・当 事者 運 動 ・実 践 に焦 点 を合 わせ て 検 討 を進 め て き た。 そ して

ノー マ ライ ゼ ー シ ョン思 想 の 具 現化 、 障 害 者 の完 全 参 加 の 実 現 を 目指 し、政 策 ・運 動 ・実

践 が展 開 され て きた こ とを確 認 して きた 。

本 章 で は 、第1節 に お い て 各 章 の達 成 点や 限 界 を総 括 す る。 そ して 、第2節 にお い て は

第1節 をふ ま え て 、 日本 の 障 害 者 福 祉 の改 善 に 向 けて 検 討 を進 め る た め に、 今 後 探 究 す る

べ き課 題 を提 示 す る。

第1節 本 論 文 の 達 成 点

それ で は 、 以 下 で 本 論 文 「ス ウ ェー デ ン の障 害 者 福 祉 一 政 策 ・運 動 ・実践 」 に お け る達

成 点 を確 認 して お こ う。

まず 、第1章 「日本 に お け るス ウェー デ ン福 祉 研 究 の 展 開」 で は 、 日本 で行 わ れ て き た

ス ウェ ー デ ンの社 会 福 祉 に 関す る研 究 を整 理 し、 時代 ご との研 究 の変 化 を跡 づ け る こ とに

よ り、 現在 の 筆者 の ス ウェー デ ンの 社 会 福 祉 研 究 の位 置 づ け を示 す こ とが で き た。

日本 に お い て は1960年 代 半 ば か ら本 格 的 に ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 制 度 や 社 会 保 障 に

関す る研 究 が 始 ま った 。1970年 代 後 半 か ら福 祉 国家 に 対す る批 判 が 大 き くな り、ス ウェ ー

デ ン と 日本 は あ ま りに違 いす ぎ 参 考 に な らない と言 わ れ て きた 。 しか し、少 しず つ研 究 は

進 め られ 、1990年 頃 か らス ウェ ー デ ン にお け る社 会 福 祉 政 策 ・制 度 の紹 介 や 分 析 だ け で な

く、 当事 者 や 現 場 に焦 点 を 当 て 、 ス ウ ェー デ ン の社 会 福 祉 現 場 の 実 態 を 明 らか に す る研 究

が始 め られ た 。 さ らに 、1990年 代 後 半 か ら2000年 代 に か け て は 、社 会 福 祉 の 分 野 を社 会

の全 体 的 な シス テ ム に位 置 づ け つ つ 把握 しよ う とす る研 究 も深 め られ て い る。 そ の よ うな

ス ウェ ー デ ン社 会 福 祉 研 究 の流 れ の 中 に 、社 会 福 祉 政 策 ・制 度 を社 会 の全 体 的 な シス テ ム

に位 置 づ けつ つ 把 握 しよ うとす る総 合 的 な研 究 と、現 場 で行 わ れ て い る 実践 、社 会福 祉 の

現 場 で の 実 践 に 焦 点 が 合 わせ られ た研 究 の2つ の流 れ を 見 出す こ とが で き た の で あ り、 さ

らに そ の流 れ の 中で 筆 者 は本 論 文 の テ ー マ を設 定す る こ とが で きた の で あ る。 た だ し、 そ

の よ うな 限 定 され た 視 点 か らの 、 日本 の ス ウ ェー デ ン社 会福 祉 研 究 の歴 史 的展 開 につ い て

の総 括 に な っ て い るた め 、研 究 史 の 豊 か な成 果 を さ らに 明 らか に してい く こ とは今 後 の 課

題 と した い。

第2章 「新 世 紀 に お け る障 害 者 福 祉 政 策 の方 向性 」で は 、2000年 に ス ウ ェー デ ン政 府 が
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策 定 した 「障 害者 政 策 の た め の 国 の行 動 計 画 」 に焦 点 を 当 て 、 ス ウェー デ ン政 府 が確 立 し

て き た政 策 の 総 括 と今 後 の方 向性 につ い て 概 観 した。この 行 動 計 画 は 、1993年 に 国連 が採

択 した 「障 害者 の機 会 均 等 化 に 関 す る基 準 規 則 」 に基 づ き、 障 害 者 福 祉 政 策 の た めの 行 動

計 画 を策 定 した もの で あ る。 この行 動 計 画 は2000年 か ら2010年 ま で の10年 間 で 、 障 害

者 の完 全 参 加 、 障 害 者 間 の男 女 平 等 、 及 び 差 別 の な い社 会 の 構 築 を 目指 し、 そ の た め に、

政 府 が 責任 を持 って 公 共 交 通 機 関 、 情 報 、 メデ ィ ア 、 教 育 、 労 働 、社 会 サ ー ビ ス 、文 化 な

どへ の 障 害者 の ア クセ ス を容 易 に し、彼 らの社 会 参 加 を保 障 しよ う とす る もの で あ る。 ア

クセ シ ビ リテ ィの 改 善 だ け で な く、雇 用 の 促 進 、教 育 政 策 に お け る改 善 、 生活 支援 シス テ

ム の構 築 も 目標 とされ てお り、 障 害者 の 社 会 へ の完 全 参加 を実 現 す る た め に 、社 会福 祉 の

領 域 だ け で な く、 教 育 、 労働 、 文化 、 情 報 、 公 共 交 通 機 関 等 さま ざ ま な領 域 と連 携 ・協 働

す る こ と を重視 して い る の で あ る。 以 上 の よ うに 、 ス ウ ェー デ ン政 府 の取 り組 み の成 果 を

総 括 し、 そ の成 果 を踏 ま え て政 府 が 目指 す 方 向性 を 明 らか に で きた が 、政 府 は 障 害者 の 社

会 参 加 を さ らに促 進 させ る た め に 、2011年 か ら2016年 ま で の 間 、一 層 の ア クセ シ ビ リテ

ィ の充 実 向 けて 取 り組 む 姿 勢 で あ るの で 、 今 後 もス ウェ ー デ ンの 障 害 者 の社 会 参加 に 向 け

て の取 り組 み の 動 向 を把 握 して い か な けれ ば な らな い。 ま た 、 政 府 の取 り組 み を め ぐ る ス

ウェー デ ンに お け る議 論 につ い て も本 論 文 で は紹 介 で き な か った の で 、 それ も今 後 の 課 題

と しな けれ ば な らない 。

第3章 「身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の 歴 史 的 展 開 」 で は 、 障 害 者 の完 全 参 加 を実 現 す るべ く、

さ らな る取 り組 み を続 け て い るス ウ ェー デ ン の身 体 障 害者 福 祉 政 策 にっ い て 、 そ の歴 史 的

展 開 を検 討 す る こ とを通 して 、 これ ま で の政 策 が どの よ うに改 善 して き た の か を 明 らか に

で き た。 も ち ろん これ につ い て は既 存 の研 究 が 明 らか に して きた こ とで は あ るが 、 本 論 文

の不 可 欠 な 章 と して 筆 者 な りの視 点 か ら歴 史 的 展 開 を ま とめ て み た の で あ る。

ス ウェ ー デ ン政府 が 行 っ て き た 身 体 障 害 者 福 祉 政 策 の歴 史 的 展 開 を確 認 す る と、 初 期 で

は 、伝 統 的 な 医 学 的 概 念 で 障 害 が捉 え られ 、 施 設 処 遇 や 治療 目的 の教 育 が行 わ れ 、 障 害 者

は非 人 間 的 な扱 い を受 け て い た。そ の後 、1960年 代 か ら徐 々 に ノー マ ライ ゼ ー シ ョン思 想

が 障害 者 福 祉 政 策 に反 映 され て い った 。1970年 代 か ら1980年 代 に は 、パ ー ソナ ル ・ア シ

ス タ ン ス な どの社 会 サ ー ビス を利 用 しな が ら地 域 で の 自立 生 活 を実 現 し よ うとす る試 み が

見 られ 、 身 体 障 害 が あ っ て も利 用 で き る よ うに住 宅 の バ リア フ リー 化 が進 め られ た。 ま た

1990年 代 に は、障 害者 福 祉 政 策 に大 き な 改 革 が み られ 、LSS法 及 びLASS法 が 成 立 した。

そ れ に よっ て 障 害者 は可 能 な 限 り社 会 に 統 合 され 、援 助 を受 けな が らで も障 害 の な い 人 と
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同 じ生 活 を送 る権利 が あ る こ とが 示 され た の で あ る。21世 紀 に入 っ て か ら もス ウェー デ ン

の身 体 障 害者 福 祉 政 策 は 、 障 害者 の社 会 へ の完 全 参 加 を保 障 す るた め に 、 よ り一 層 充 実 し

た政 策 に 取 り組 ん で い る。2000年 の 行 動 計 画 で ア クセ シ ビ リテ ィの 改 善 を示 し、2008年

成 立 の新 差別 禁 止 法 に よ り、 障 害者 も含 めた マ イ ノ リテ ィに 対 す る あ らゆ る差 別 の禁 止 が

規 定 され た。 この よ うに 、理 念 を 具 体 的 にす る た め の 取 り組 み が な され て い る こ と を確 認

で き た の で あ る。 た だ し、身 体 障 害者 福 祉 に焦 点 を合 わせ た た め、 知 的 障 害者 福 祉 お よび

精 神 障 害者 福 祉 に 関わ る政 策 展 開 につ い て の一 層 の検 討 は今 後 の 課 題 と した い。

第4章 「障 害 者 の権 利 擁 護 運 動一 ス ウェ ーデ ン全 国 知 的 障害 者 協 会(FUB)の 活 動 」で は 、

ス ウェ ー デ ン の大 規 模 な 障 害 者 団 体 の 一 っ で あ るス ウ ェー デ ン全 国 知 的 障 害者 協 会(FUB)

の活 動 を 手 が か りに、 障害 者 の権 利 擁 護 に 向 け た課 題 を検 討 で きた 。 筆 者 は2010年9月

に ス トッ クホル ムのFUB本 部 を訪 れ 、知 的 障 害 者 の権 利 擁 護 を推 進 す る た め のFUBの 組

織 や 活 動 に つ い て 学 び 、ま たFUBオ ン ブ ズ マ ンで あ るPieBlume(ピ ー エ ブ ル メ)氏 に イ

ン タ ビュ ー を実施 で き た の で 、 そ れ ら を基 に、 知 的 障 害者 の 生 活 を保 障 す るた め に必 須 で

あ る 当事 者 の 権利 を どの よ うに保 障 す るの か とい う問題 を検 討 した の で あ る。そ してFUB

が現 在 どの よ うに活 動 し、知 的 障 害 当事 者 及 び そ の 家族 を支 援 して 、 どの よ うに政府 に働

き か け て い るの か につ い て 明 らか に し、 今 後 日本 に お い て 知 的 障 害 者 の権 利 擁 護 や 自 己決

定 権 を保 障 して い くた め に 、① 障 害 当事者 が 理 解 で き る よ うな 情 報 の提 供 、② 権利 擁 護 シ

ステ ム の構 築 、 ③ 障 害 当事 者 の社 会福 祉 政 策 決 定 へ の 参加 が 不 可 欠 で あ る こ と を提 示 で き

た の で あ る。

た だ し第4章 で は 、知 的 障 害者 福 祉 の 分 野 に お け る他 の 障 害 当事 者 団体 の運 動 や 活 動 に

つ い て も、 身 体 障 害 者 福 祉 や 精 神 障 害者 福 祉 の分 野 に お け る障 害 当事 者 団体 の 運 動 や 活 動

につ い て も言及 で き な か っ た。 ス ウ ェー デ ンで は さま ざま な障 害 者 団体 が活 動 し運 動 を展

開 し、政 府 の 障 害者 福 祉 政 策 に影 響 を与 えて き た の で あ る。 今 後 更 に他 の 障 害 当 事者 団 体

の運 動 や 活 動 に つ い て 研 究 を重 ね 、 障 害 者 福 祉 政 策 の さ らな る改 善 に 向 け て の 取 り組 み を

明 らか に して い か な けれ ば な らな い。

第5章 「障 害者 の 生 活 保 障 一 コ ミ ュー ンの 実 践 を通 して 」 で は 、 筆 者 が2005年 か ら1

年 間留 学 して い た ス ウ ェー デ ン南 部 ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ン の 実 践 に 焦 点 を 当 て 、生 活

保 障 を切 り 口に障 害 の あ る人 の 生 活 を 「保 障 」 して い く とい うこ とは 、い か に あ るべ き か

につ い て検 討 を行 った 。

ヴェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンの概 要 と障 害 者 福 祉 政 策 の 現 状 を示 し、精 神 障 害 者 の生 活 を
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保 障 して い くた め に、 住 宅 の確 保 や 多 様 な生 活 活 動 の 場 を提 供 し、 自由 時 間 を保 障 して い

く とい うヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ンに お け る政 策 課 題 を確 認 した 。 ま た 、筆 者 が2005年

に行 っ た 重度 精神 障 害 者 の生 活 を 支援 す る精 神 障害 者 サ ポ ー トセ ン ター の活 動 に つ い て の

参 与 観 察 と3人 の利 用 者 との会 話 記 録 を 基 に 、 どの よ うに コ ミュー ンが 精神 障 害 者 や 家 族

の生 活 を 支援 して い る の か を 明 らか に しよ う と した。 そ して 、 地 域 生 活 を保 障 して い くた

め に必 要 な課 題 を3点 提 示 した。 第 一 に 生活 保 障 の 整 備 、 第 二 に家 族 を含 めた 生 活 保 障 の

必 要 性 、第 三 に社 会 関係 資 本 の整 備 とネ ッ トワー ク の構 築 とい う3点 にお い て 、個 々人 の

自助 努 力 で は な く、 政 府 の責 任 で 人 々 の 生 活 基 盤 を作 り、安 定 した 社 会 保 障 シ ス テ ム を構

築 す る こ との 必 要 性 を論 じ、少 な く と も今 後 の 日本 の 障 害者 福祉 政 策 に とっ て 必 要 な 方 向

性 を示 す こ とが で きた 。

た だ し第5章 で は 、調 査 で きた 事 例 は少 な く、 ま た 精 神 障 害 者 福 祉 に 限 定 され て い た。

身 体 障 害者 福 祉 や 知 的 障害 者 福 祉 にか か わ る事 例 も含 め て 、 一 層 の ケー ス ス タ デ ィが 必 要

で あ る し、 さ らに ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュー ン以 外 で の 実 践 に つ い て も調 査 を進 め る必 要 が

あ る。

第2節 今 後 の 課 題

以 上 、 第1節 で 本 論 文 を総 括 す る こ とに よっ て 、 そ の 達 成 点 と と もに 限 界 を も示 した。

本 論 文 で は、 日本 に お け るス ウェ ーデ ンの社 会 福 祉 に 関 す る研 究 の歴 史 的 展 開 を概 観 し、

次 に ス ウ ェー デ ン の 障 害者 福 祉 政 策 の あ り方 に っ い て 検 討 を進 め 、ま た 、そ の 障 害者 福 祉

政 策 に影 響 を与 え て き た 当 事者 運 動 に よ る権 利 擁 護 に向 けた 取 り組 み を 明 らか に し、さ ら

に 、実 際 に 障 害 者 福 祉 政 策 が 現 場 にお い て どの よ うに 実 践 され て き た の か に つ い て ヴ ェ ク

シ ョー ・コ ミュー ン を事 例 に検 討 して きた 。 しか し、前 節 で確 認 した よ うに、本 論 文 で十

分 に 探 究 で き な か っ た 点 は 多 く、そ れ らは今 後 の研 究 に お け る課 題 と して残 さ ざ る を え な

か っ た。そ こで本 節 で は 、そ れ らの諸 課 題 を整 理 す る こ とに よ って 、本 論 文 が 今 後 目指 す

べ き 主 要 課 題 につ い て簡 潔 に 示 して お き た い。

(1)ス ウ ェー デ ン にお け る 障 害者 福 祉 政 策 の動 向 の検 討

ス ウェ ー デ ンで は、 よ り良 い社 会 の構 築 を 目指 す た め に 、 政 府 が責 任 を持 ち 、 将 来 を見

据 え な が ら実 践 を行 う 「実 験 国 家 」 と して 政 策 を展 開 して い る。 よ り一 層 の 充 実 した 政 策

を 目指 す べ く、 ア クセ シ ビ リテ ィの 改 善 や 法 律 の充 実 に 取 り組 ん で お り、今 後 も時 代 や 社

会 状 況 を ふ ま えて 変 化 して い くだ ろ う。
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これ ま で も筆者 は ス ウェー デ ン にお け る障 害 者 福 祉 政 策 に つ い て政 府 の報 告 書 や年 間 報

告 書 等 を 通 して 検 討 して き た が 、今 後 も変 化 し続 け る と思 わ れ る障 害 者 福 祉 政 策 の 最 新 の

動 向 を継 続 的 に 把 握 し、 明 らか に して い く必 要 性 が あ る。 ス ウ ェー デ ン政 府 の 最新 の 動 向

を十 分 に検 討 す る こ とは も ち ろ ん 、 そ れ を め ぐる ス ウェ ー デ ンの アカ デ ミズ ム や ジ ャー ナ

リズ ム に お け る議 論 の展 開 を継 続 的 に 把 握 して い く こ と も、 筆 者 が 研 究 を進 め て い く上 で

重 要 な課 題 で あ る。

(2)ス ウ ェー デ ン にお け る現 場 実 践 の 探 究

政 策 に つ い て の さ らな る検 討 を深 め る と同 時 に 、現 場 で そ の 政 策 が どの よ うに反 映 され 、

実 践 に どの よ うに結 び つ け られ て い るの か につ い て研 究 を深 めて い く必 要 性 が あ る。 本 論

文 で は 、 実 践 と して ヴェ ク シ ョー ・コ ミュー ン に お け る実 践 だ け を取 り上 げ 、他 の コ ミュ

ー ン に お け る実 践 に は触 れ る こ とが で き なか っ た。 ま た 、 当事 者 活 動 につ い て はFUBに

つ い て 焦 点 を合 わ せ る に と どま り、他 の 障 害 者 団体 の活 動 に つ い て の研 究 は で きな か った 。

ス ウェ ー デ ン にお け る近 年 の研 究 で は 、 障 害 当事 者 の 自 己決 定 権 や コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

方 法 、 障 害 当事者 の 生 活 の質 、 障 害者 の 社 会 参 加 、 ア クセ シ ビ リテ ィに 焦 点 を 当て た 研 究

が行 わ れ て い る1。 した が っ て 、 障 害 当 事 者 の生 活 に 焦 点 を 当 て た 研 究 を一 層 深 め て い か

な けれ ば な らな い 。 そ の た め に は ヴ ェ ク シ ョー ・コ ミュ ー ン以 外 で も実 践 事 例 の検 討 を行

い 、 障 害 当事者 が 地 域 で生 活 して い くに あた っ て の コ ミュー ンの 支 援 体 制 に つ い て 探 究 し

て い か な けれ ば な らな い。 ま た 、本 論 文 第3章 第2節 で 述 べ た 身 体 障 害者 の 地 域 自立 生 活

を充 実 させ る た め に 活 動 して い る ス トッ ク ホル ム 自立 生 活 グ ル ー プ(ST几)に っ い て も 明

らか に して い きた い 。 必 要 に応 じて イ ン タ ビュー 調 査 を行 い 、 現 場 にお け る実 践 を分 析 す

る と と もに 、 文 献 を読 み 進 め 、 障 害 当事 者 の支 援 の あ り方 に つ い て 研 究 を進 め な けれ ば な

らな い。

(3)日 本 に お け る障 害 者 福 祉 政 策 につ い て の分 析

筆 者 は ス ウ ェー デ ン の 障害 者 福 祉 政 策 か ら 日本 の 障 害者 福 祉 政 策 に どの よ うに 活 か して

い くべ き で あ るの か とい う方 策 を 見 出 す た め に 、 ス ウェ ー デ ンの 障 害 者 福 祉 政 策 を総 合 的

に捉 え る こ と を試 み て き た。 しか し、第1章 で 高 島 昌二 も指 摘 して い た よ うに、 ス ウェ ー

デ ン の社 会 福 祉 政 策 ・制 度 が い か に整 備 され 、 充 実 した もの で あ っ て も、 日本 の 障 害 者 福

祉 政 策 に そ の ま ま 移 植 す る こ とは で きな い で あ ろ うし、 ス ウ ェー デ ンの よ うにす べ て の人

を対 象 とす る普 遍 的 な性 格 を もつ社 会保 障 シ ステ ム を構 築 す るた め に は非 常 に 時 間 が か か

る で あ ろ う。 日本 にお い て は 、脱 施 設 化 が 謳 われ て い て も、 個 人 や 家 族 の 責任 に な って し
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ま い 、 地域 で の 自立 生 活 が非 常 に 困難 とな っ て い る の が 現 状 で あ る。 個 々人 の 自助 努 力 で

は な く、 政府 の 責任 で 人 々 の 生活 基盤 を作 り、 安 定 した社 会 保 障 シ ステ ム を構 築 す る こ と

は 、現 在 の 日本 に とっ て必 要 な こ とで は ない だ ろ うか。

今 後 、研 究 を発 展 させ て い く上 で 、 日本 に とっ て どの よ うに改 良す るべ き か を探 究 して

い く必 要性 が あ るが 、 まず は 日本 の 障 害 者 福 祉 政 策 の 現 状 につ い て十 分 に 究 明 して い か な

けれ ば な らな い。 本 論 文 第2章 で 日本 の現 状 に つ い て 多 少 検 討 を進 め た が 、 さ らな る分 析

が必 要 で あ る。 日本 の 障害 者 福 祉 政 策 の 現 状 を正 確 に把 握 し、 問 題 点 を 明確 に し、課 題 を

検 討 しな けれ ば な らな い。 さ らに 、 日本 の 障 害 者 福 祉 政 策 ・制 度 の課 題 につ い て検 討 して

い くた め に 、日本 にお け る現 場 で の 取 り組 み や 障害 当 事者 へ の イ ン タ ビュ ー調 査 等 も行 い 、

現 場 や 障 害 当事者 の 声 を反 映 させ て い か な けれ ば な らな い。

日本 に お い て 、 障 害 者 の生 活 を保 障 す る仕 組 み の構 築 は 重 要 な 課 題 で あ る とい え よ う。

しか し、 障 害者 が 安 心 して生 活 で き る社 会 の構 築 は 、 す べ て の 人 が安 心 して 生 活 で き る仕

組 み を 作 る こ と に ほか な らな い。 ス ウ ェー デ ン が 目指 して い る よ うに 、包 括 的 な視 点 か ら

誰 もが安 心 して 生 活 す る こ とが で き る社 会 の シ ス テ ム の構 築 は 、 日本 に お い て も必 須 の 目

標 な の で あ る。 筆者 も今 後 、研 究 を一 層 進 め る こ とを 通 して 、 そ の 目標 達 成 に 貢 献 で き る

よ う努 め た い。

【注 】

・MariaSundstr6m(2010)な ど。 知 的 障 害 者 の グ ル ー プ ホ ー ム に お け る 自 己 決 定 権 に つ い

て の 論 文 が あ る 。
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